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　第一話　白い雪の後で
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　空が白い。雪が降ふりつづいていた。

　雪は、廃はい墟きよの街を白く覆おおっている。

　右みぎ胸むねが赤い。

　冷ひえて凍こごえた体の中で、その一か所にだけ熱ねつ気きは溢あふれていた。人間であればとっくに死んでいる怪け我がであることを、百もも川かわは自じ覚かくしている。なのに生きている自分は、誇ほこらしいというよりどこか滑こつ稽けいだった。

　天使。

　翼つばさを失って大地に墜おちた、かつて善ぜんの施し行こう者しやと呼ばれた者。

　そう呼ばれる存在である自分を、激はげしい痛みの中、百川は久ひさしぶりに感じた。天使だからこそまだ生きている。

「──俺おれは、強くなったんだよなぁ」

　唇くちびるの端はしを歪ゆがめ、百川は左手の甲こうに右手を添そえた。

　彼は今年で一三歳さいになった。星のたなびきを集めたような銀色の髪かみ、余よ計けいな肉のつかない華きや奢しやな体、光を含ふくんだ瞳ひとみと鋭えい利りな顔立ち。天使の外がい見けん的てきな特とく徴ちようはすべて揃そろえているとはいえ、まだガキであることにかわりはない。

　そのガキにコケにされたのだ。

　人間が執しつ拗ように彼を追い、殺そうとするのはむしろ当とう然ぜんだった。廃墟の壁にもたれていた背中がずるりと下がった。

「クソ──」

　かじかんだ膝ひざで支えるが、そろそろ限げん界かいに近かった。

　服を伝つたった血が、ぽたりと雪せつ面めんにこぼれた。

　胸の傷きずは深い。

　わずかに油ゆ断だんした刹せつ那な、分ぶ厚あついナイフを刺さされ、肉をえぐられた。

　天使は人間と戦う。

　それは、世界を滅ほろぼした〝鉄てつ槌つい〟の時から、もう一八年間つづいていた。

　翼を失って〝楽園〟から追放された天使は、最初の頃ころこそ世界に〝鉄槌〟をもたらした犯人だとして人間から一方的な虐ぎやく殺さつを受けたが、今では力を取り戻もどし、人間に熾し烈れつな報ほう復ふくを行っている。

　百川は、過去の事実を知らない。〝鉄槌〟後に大地で生まれた天使だった。

　だが、人間に虐殺される天使の実じつ情じようは嫌いやというほど知っていた。

　だから百川は天使の一人として戦う。

「強くなったのに、どうして、こんな所で死ぬんだよ……」

　なんでもない襲しゆう撃げきだと思った。

　相手は、荒こう野やを進むキャラバン隊。トラックが連つらなるだけの、無む防ぼう備び極きわまりない商人たちの行列。

　だが、キャラバンは、天使を駆く逐ちくするための罠わなだった。

　その罠に百川は引っかかった。

　トラックに隠かくれていた兵士の数は、ざっと二〇〇名。

　迷まよわず敵てきの只ただ中なかに飛び込んで一割は倒たおしたが、それが限界だった。

　最後の力を振ふり絞しぼって廃墟が群ぐん立りつする一帯まで逃にげては来たが、見つかるのは時間の問題だろう。

　百川は、左手に意識を集めようとした。

　が、集中力は出ない。

　天てん使し脈みやく動どうは集しゆう束そくせず、なんの力も発はつ揮きされることはなかった。

「はは……。タリスマンは、まだ使い慣なれてねぇなあ」

　針はりのように細く、百川は息を吐はいた。

　白い蒸じよう気きが、冷たい空気に混じる。

　ざくり……。

　正面から、雪を踏ふむブーツの足音がきこえた。

「み、見つけたぞ……！　天使……！」

　しわがれた男の声だった。とうとう、追ってきた人間の兵士に見つかったのだ。

　百川は雪面に腰こしを下ろす。

「そりゃ目め出で度たい話だ」

　抵てい抗こうする代わりに、口元に笑えみをたたえた。

　目を閉じる。

　足音が、百川の眼がん前ぜんで止まった。

「天使が──。よくも……。よくも俺の仲間を殺やってくれたな……」

「……そりゃ、お互たがい様だろ」

　剣か、銃じゆうか。

　いずれにせよ、どうせ殺すなら一いち撃げきにしてほしかった。

　玩具おもちやにされるのは、やはり楽しい末まつ路ろではない。

　ガキなんだからよ……。頼たのむぜ……。

　百川はそう思い、

　そして、

　ガキだよな……。

　ふと目を開き、力ない眼まな差ざしで白い空を見上げた。

　目の前の兵士が斧おのを振ふりかざす。いくら天使が生命力に優すぐれているといっても、頭をかち割られては死ぬ。

　どうやら、即そく死しはさせてくれるようだ。

　いつかこうして、自分が死ぬことはわかっていた。

　ガキとはいえ、大おお勢ぜいの人間を殺してきたのだ。

　死の制せい裁さいに対して酌しやく量りようの余よ地ちはない。

　だが、こんなにも早く、こんなにもあっさり訪おとずれるとは、やや予想外だった。

「白い空か……」

　冬の色は、どこか昔むかしの記き憶おくに重なる。

　遠い、本当に遠く感じる過去。

　今よりもっとガキで、ぐずぐず泣いてばかりいた一〇歳の頃。

　その頃も、天使と人間が争っていることは知っていた。

　ただ、実じつ感かんはなかった。

　それはどこか、対たい岸がんの出来事だった。

　何な故ぜなら、守られていたから。
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「──もも。立て、もも。ほら、なにやってんの早くしなさい」

　声。

　いらいらと尖とがった、女の声がきこえた。

　目を開ければ、腰に手を当てて百川を見下ろす勝かち気きな女天使がいた。美の基き準じゆんは個こ人じんによって異ことなるが、彼女には──天使の学院〝高天たかまが原はら〟を創そう設せつした天あま照てらすには、誰だれをも惹ひきつける春の陽ひ射ざしに似にた美しさと温ぬくもりがあった。

　長い銀ぎん髪ぱつを縛しばってまとめた彼女は、動きやすい麻あさの服に身を包み、この日もいつものように百川をしごく。

　切り立つ岩山の上に在ある高天原は、かつて〝鉄槌〟前、学校と呼ばれていた。

　百川の訓くん練れん場所は、その中庭の一角。

「ほら」

「……はう」

　お尻しりを軽く蹴けられて、倒たおれたままの百川は情けない声をあげた。成長してからも変わらない挑いどみかかるような双そう眸ぼうが、くしゃりとあっけなく潰つぶれる。

　キッと引きしめた顔にこそ刃やいばに似た印象が浮うかぶものの、そうはいっても、まだまだ顔から丸みの取れていない甘あまえたがりの子供である。固められた覚かく悟ごがあるわけではなかった。

　だからストレートに、疲つかれは心身を直ちよく撃げきする。

　動きたくても動けなかった。

　タイルの床ゆかは冷たい。氷の上にいるようだった。

　肌はだを刺さすほどに冷たい空気と合わせて、体力も気力も急きゆう速そく冷れい凍とうされた。

「……寒い。僕ぼく、死んじゃうよお」

「この程度で死ぬもんですか。ほら立ちなさい、もも！」

「なんでだよ……。みんな、今日きようは教室なのに」

「あたり前でしょ。ももは一人だけ属ぞく質しつがちがうんだから」

「ちがう」

「なにが？」

　天照はいらいらとたずねた。

「……先生は、僕のことがきらいだから、僕にいじわるをしているんだ」

　床に頰ほおをつけたまま、百川はぽつりと漏もらす。

　天照は吐と息いきをつくと、

「ほらもも。あと腕うで立たて二九五回、腹ふつ筋きん五〇〇回、階段ダッシュが五〇本。早くしないと夕飯に間に合わないぞ」

　今度は肩を蹴けられて、百川はうらめしげに天照を見上げた。

　遠くには、白い空があった。

　校こう舎しやから、他ほかの子供たちの楽しげな笑い声がきこえた。なにをしているのだろう。遊んでいるのだろうか。

　……どうして僕だけ、外で床ゆかの上に倒れているんだろう。

　……すごい差さ別べつだ。

　百川はうらめしく思う。

「立てもも！」

　百川を見み据すえ、天照が鋭するどい怒ど声せいを放はなった。

　百川は動かない。

　ぐすん、と、百川は鼻をすする。ダンゴ虫のように体を丸くした。

「もも！」

　天照が背中を蹴飛ばす度たび、ますます百川は丸まった。

「あんたねぇ……。やる気あるの？」

「ない」

「はぁ？　なに言ってんのあんた！　やる気は自分で生み出すものなの！　天使脈動と同じように、心と体にあると信じるものなの！　信じて立ちなさい！　トロイこと言ってると本気で怒おこるよ！」

　すでに天照はカンカンに怒っている。

「………」

　百川は唇くちびるを尖らせた。目に、じんわりと涙が浮かんでくる。

「……もも。ほら」

　腰を屈かがめ、天照が手を差し伸のべた。

「あっちいけ」

「もう」

「あっちいけ。先生なんてきらいだ」

「──なら、一人でいつまでもそうしていなさい」

　冷たい言葉を残し、天照は身を返した。

　足音が遠ざかる。

　本当に行ってしまったのだ。

　自分で拒きよ否ひしたのに、百川は悲しくてぐずぐずと泣いた。あてつけに、このまま凍こおりついて死んでやろうと思う。そうすればきっと、天照は、百川に優やさしくしなかったことを後こう悔かいする。ざまあみろだった。

「……先生のばか。ばかぁ」

　いじける内、本当に手足の感かん覚かくがなくなってきた。

　妙みように眠ねむたいのは、疲つかれのせいだろうか。

　そろそろ起きようかな……。百川は思うが、体がいうことをきかない。

　白く柔やわらかな結けつ晶しようが、百川の鼻に触ふれた。

　視し線せんを持ち上げれば、白い世界の中、空より白い雪がゆるやかな螺ら旋せんを描えがいて天から舞まい降りる。

　神経が麻ま痺ひしてきた。

　不自然に体が温あたたかい。

　百川は、天照と同じように、麻の服を一枚着るだけの軽けい装そうだ。

　高所の湿しめった外がい気きは、摂せつ氏し〇度を下回っていた。

　降りはじめた雪が、うっすらと庭を覆おおう。

　白いなあ……。

　雪の純じゆん粋すいな白さを、百川はぼんやりと眺ながめる。

「ももちゃん……？」

　そこに、馴な染じみのある少女の声がきこえた。

「ももちゃんっ！　どうしたの!?」
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「もう、信じられない！　天照ってやっぱり変！　自分のこと天照って言うこと自体変だと思うけど、ももちゃんを置き去りにして自分だけ帰っちゃうなんて、──私、絶対に抗こう議ぎしてやる！」

　春はる名なは、なかなか帰って来ない百川を心配して探さがしに来たのだ。二ふた重えの大きな目を吊つり上げて、怒りも顕あらわに歯を剝むき出す。

　二人は同い年の天使で、物心ついた時から一いつ緒しよにいる。

　百川は、彼女に支えられて校舎の中に戻った。

　すぐに暖あたたかいシャワーを浴あび、体を拭ふき、今はタオルにくるまり、暖かい部屋で春名の淹いれてくれたココアを飲んでいる。

「──天照って、最強なことは認めるし、リーダーだし、いなくちゃ困ることも理解しているけど、でも、独どく裁さい者しやすぎるよね。自分勝手で独どく善ぜん的てきで」

「………」

「ねえ、きいてる？　ももちゃん」

「……きいてない」

　百川は憮ぶ然ぜんとして、両手に持ったコップで顔を隠かくす。天照のことは嫌いだが、人に悪口を言われると面おも白しろくない。

　春名のキンキン声は、とてもうっとうしかった。

　助けてもらったので、口にはしないけれど。

「それにしてもさあ──」

　春名は、壁かべ際ぎわに置かれた机の上に座ると、足組みして窓に目を向けた。

　外はすでに暗い。

　静やかに、雪が降りつづいていた。

「いよいよ冬だね」

　春名はうんざりと言った。

「うん……。冬だね……」

　百川も窓に目を向けた。

　暖だん房ぼうのせいで、窓にはうっすらともやがかかっていた。

　荒野の冬は深い。

　これからしばらくの間は、陰いん鬱うつな日々がつづきそうだった。

　窓には、蛍けい光こう灯とうに照らされた教室が映うつっている。がらんと広い空間には、小さな天使が二人だけいた。

「ねえ、ももちゃん。クイズしていい？」

「なに？」

「雪が溶とけるとなんになる？」

「水」

「ぶぶーっ。春になるんだよー」

「……そういうと思った。バレバレだよ、それ」

「いいんだよ、私は」

「どうして？」

「だって、春名だもん。ね？」

　よくわからないが、とりあえず百川は「そうだね」とうなずいた。

「でもよかった。ももちゃん、そんなに酷ひどくないみたいだね。顔色もいいし。どこか痛いところある？」

「ううん、もう平気」

　百川は立ち上がると、大きく背せ伸のびをした。

　と、はらりと毛もう布ふが落ちた。運悪く、春名が百川の方に振り返った。

　百川は全ぜん裸らだった。

「も、ももちゃん！」

　春名は真っ赤になって掌てのひらで顔を覆おおった。

「あ……。ごごご、ごめんっ！」

　百川は慌あわてて、用意してあった服を身につけた。

「もういいよ、春名ちゃん」

「うん……」

　おずおずと、春名は手を下ろす。百川は両りよう腕うでを広げてみせた。

「もう、ももちゃんのエッチ」

「ごめん」

「いいよ」

　春名はにっこりと笑って、「その代わり、責任とってね」

「責任……？」

「うん。雪が溶けたら、二人で外に春を探しに行こう」

「外に？」

「うん」

「危あぶないよ。外には人間がいるんだよ？」

「平気だよ。だって私、今月には剣けん士しの中級過か程ていが終わるもん。弾だん丸がんだって斬きることができるんだよ。人間に襲おそわれても、私がももちゃんを守ってあげる。だから、ね、二人で春を探しに行こう」

「でも……。先生に怒られるよ」

　子供が岩山から勝手に下りるのは、とんでもない規き則そく違い反はんだった。そんなことをすれば天照は烈れつ火かの如ごとく怒る。

「ぶー。ももちゃん、あんな目にあってまだ天照のことが好きなの？」

　春名が頰ほおを膨ふくらませた。

「すっ、好きじゃないよ先生なんて！　大きらいだよ、あんなやつ！」

　百川はむきになって否ひ定ていする。

「ならいいよね、別に」

「……うん」

　断ことわりきれず、百川は渋しぶ々しぶとうなずいた。

「じゃ、約やく束そくしよ」

　机から飛び降りた春名が、百川の腕を強ごう引いんに取った。胸の前まで持ち上げて、お互たがいの小指を触ふれ合わせる。

「人間は、こうやって約束するんだって」

「ふーん。そうなんだ……」

　春名がからめてきた小指を、百川は自分の小指で受け止めた。

「で、どうするの？」

「……多分、こうするだけだと思うけど」

「じゃあ、もういい？」

「うん……。いいと思う」

　春名は小指を離はなした。気を取り直すように大きく背伸びをした。

「さ、これで冬でもめげずに頑がん張ばれるぞー！」

「剣けんの修しゆ業ぎよう？」

「うん。ももちゃんを守ってあげるって約束したからね。私、もっともっと強くなって大地で生きられる天使になる」

「………」

　百川は、自分の小さな掌を見つめた。

　百川が武器を使うことを天照は許ゆるしていない。百川は、心身のみで戦う術じゆつを天照から教きよう授じゆされていた。だが、この時の百川は、まだ、与あたえられようとしている力の本質を理り解かいしていなかった。

　そんな百川を称しようして、天照は蛹さなぎだと言う。

　力は十分についている。あとは、殻からを破やぶるきっかけだけなのだと。

　だけど百川には、蛹の意味も、殻の意味も、さっぱりわからない。

　剣や銃じゆうに拳こぶしで勝てるなんて、正直、思っていなかった。

　剣の使い方に習しゆう熟じゆくして自信に満ちた表情を浮かべる春名と比くらべて、なんとも惨みじめに百川は自分のことを思った。

　百川は、どこか打ちのめされた気持ちで、窓ガラスに掌と額ひたいを当てた。

　夜の雪を見つめる。

　と、夜の上うわ隅すみに淡あわい光が広がった。夜なのに、黎れい明めいのような光だった。それは二秒ほどで消えてしまい、春名は見ていない様子だった。百川はまばたきして、目を閉とじ、その光をもう一度、瞼まぶたの裏に感じた。

　光は、校舎の壁を滑すべるように降りてきた。百川は、その光を、今までに何度も瞼の裏で感じたことがあった。

　知っている、光だ。

　でも、なんでかと思う。

　だって、今は夜で、寒い冬で、雪が降っている。

「先生……」

　百川は身を返す。

「ももちゃん？」

　あっけにとられた春名の脇わきを抜ぬけて、百川は廊ろう下かに走って出た。

　明かりの灯ともっていない真っ暗な廊下を走る。

〝鉄槌〟を生き延のびた校舎は、しかしその影えい響きようであちこちにひびが入っている。補ほ修しゆうはされているが、暗くら闇やみの中では妙みように補修箇か所しよだけが浮うき立ち、今にも崩くずれそうな不安を小さな少年に与えた。

　百川は、恐きよう怖ふに負けてうつむきながらも走って階段をのぼった。

　三階に上がって、一気に屋上まで。

　屋内のロータリーで、百川は膝ひざに手をついて息を整ととのえた。

　息が落ち着いてから最後のドアに手をかける。

　ノブを回し、ゆっくりと百川はドアを開ける。ドアが開くのに合わせて、薄うすい影かげが足元に生まれた。

　光の広がった屋上の床ゆかには、一人、静かに雪夜を見つめる天照がいた。

　百川は反はん射しや的てきにドアの縁ふちに隠かくれる。

　天照は、訓くん練れんの時と同じ麻の服を着ていた。長い銀髪を揺ゆらめかせ、その体たい軀くは白はく透とう色しよくの燐りんを纏まとっている。

　もう、随ずい分ぶんと長い時間、屋上にいるのだろうか。

　雪の積もった屋上に彼女の足あし跡あとはない。

　真後ろにいる百川に、彼女の表情はわからなかった。

　ただ、とても哀かなしい気配が伝わって百川の胸は締しめ付けられた。

　……なにをしているんだろう。

　そう思った時、空の上から別の天使が降りてきた。

　翼つばさを失った天使だが、天使脈動の理解により、今では、かつて〝楽園〟にいた頃ころの力を取り戻している。空を飛ぶことも、百川たちにはできた。降りてきたのは、冴さえた顔立ちの女教師だった。

　彼女は、リディア・フォルク。

　百川が三歳の頃、ヨーロッパから高天原に身を寄せた天使だという話は知っていた。




「お疲つかれ様」

　天照の横に着地し、リディアは言った。

「──上う手まくできていた？」

　リディアの方を見ないで、空に目を向けたまま天照はたずねる。

「ええ。ちゃんと、貴女あなたの力は発動していたわよ。これで当分、この学院も人間に見つかることはないわね」

「そうね──」

　天照は緊きん張ちようを解とき、指で軽く銀髪を梳すいた。体から白透色の燐が消えた。

「あと、どれくらい保もちそうなの？」

「ごめんね、リディア。貴女にばかり心配をかけて」

「いらないお世せ話わよ。私にまで光を伸のばそうとすることはないわ。私は、光の中にいる柄がらじゃないから」

　リディアは肩をすくめると、質問を繰くり返した。

　天照は、

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　と、片腕を空に掲かかげ、拳を握にぎると、──開いた。

「私には、まだ、力がある」

　開いた拳から、燐が宙ちゆうに舞まった。

　リディアは否定せず、「そうね」と、腰に手を当てて軽く息をついた。

「だから貴女は、自みずからを天照と名乗った。途と絶だえることのない光として──。ここを守るための決意として」

「ありがとう、買いかぶってくれて。でも、私はそこまで決意してはいないわ。私がこの名で通しているのは、単に神への怒りがあるからよ。私は決して貴方あなたに跪ひざまずきはしないという私のただの反はん発ぱつ心しんと意地よ」

「それを公こう然ぜんと貫つらぬけるのは立りつ派ぱなことね」

「あら。その姿を公然と貫ける貴女ほどではないわ」

「──そうね」

「あ。誤ご解かいしないでね。私が貴女を迎むかえたのは、貴女と良い友人になれそうだと直感したからだけよ。他た意いはないわ」

「貴女には負けるわ。──私も貴女のことは好きよ。気に入っているわ」

　心から楽しそうにリディアが言う。

「愛してくれている？」

　と、天照。

「ええ」

「ありがとう。私も愛しているわよ」




「………」

　百川には、二人の会話の内容がよくわからなかった。

　ただ、出て行くことのできない雰ふん囲い気きではあった。百川は息を潜ひそめ、二人の姿すがたをドアの縁から見つめる。




「私ね──」

　天照は、リディアに顔を向けて苦く笑しよう混じりに言った。

「今日、あの子に嫌われちゃった」

「例の、貴女の光？」

「ええ。駄だ目めね、私も──。相手の気持ちがよくわからなくて。あの子も、私と同じ気持ちだと思い込んでいて」

「ねえ、天照。あなたは、今年で二五歳よね」

「〝鉄槌〟、そして、〝楽園〟を追放されて、もう一五年か。早いなぁ……」

　天照の視線は、また空に戻った。

　リディアは言う。

「まだ未み熟じゆくなのよ、私たちも。子供を生んだこともないしね。まして、育てたことなんてあるはずもなし。あるのは、ひたすら人間と戦った経けい験けんだけ。貴女は、とてもよくやっていると思うわ」

「私は、あの子のことが嫌いなんだって」

「そういうものでしょ。いちいち気にしていたら、やっていけないわよ。ケロリとして明日も普ふ通つうに接せつしてやればいいのよ」

「……そうかなぁ」

「そうよ」

「よくわからないよ、私は──。難むずかしいね、人に気持ちを伝えるのは」

「貴女は特に、不ぶ器き用ようだからね」

　リディアは笑った。天照は可お笑かしそうに、

「貴女に人のことは言えないって。まだ追いかけないの？　彼のことは」

「私までここから出て行ったら、貴女が困こまるでしょ。いいのよ。あいつは、どこでなにをしているのか知らないけど。でも、どうせ──。今度会うとすれば、まちがいなく敵としてだから」

「──私は、彼を殺すのかも知れないわ」

「そうね。今の貴女なら、まだ、あの男を倒たおすことができるわ」

「………今の、か。酷ひどいことを言うのね」

「事実でしょ。貴女は力を使いすぎた。今も力を使いつづけている。長く保たないことは明めい確かくよ」

「でも、大丈夫──。あの子にも、力はあるから──」

「期待しているのね」

「ももはきっと、いい男になるわ」




　　　　４




　………。

　百川はドアを閉しめた。

　ドアに背中を向け、暗くら闇やみの中に一人で佇たたずむ。

　最後の一言で、ようやく天照が誰のことをしゃべっていたのかに気づいた。

　百川は、天照のことを〝完かん璧ぺき〟なのだと思っていた。

　なんでもできて、不安なんてなにもなくて、健康で強くて、大人おとなで、若くて。だから自分勝手で好き放ほう題だいしているんだと思っていた。だから劣れつ等とう生せいの百川をいじめて、暇ひま潰つぶしをしているんだと思っていた。

　だが、天照は、文字通りの人柱として学院を支えていた。

　人間が天使を狩かりつづける世界の中で、この学院の平和は、天照の力によって作られてきていた。

　百川だけではなく、守られた子供たちは、そのことをなにも知らない。

　降りしきる雪の中に素す顔がおを晒さらした天照は、憔しよう悴すいしていた。

　そこには、悲ひ壮そう感かんがあった。

　最後の力が尽つきるまで、学院を守ろうという決意があった。

　そして、天照は、百川には力があると言った。

　百川は階段を下りながら、胸の前に両方の掌てのひらを広げた。握にぎりしめて、広げても、天照のように燐は出てこない。

　百川に力はなかった。

　だけど天照は、百川には力があると言ったのだ。

　天照は、血のつながりのない、赤の他た人にんの、授業料を払はらっているどころか養やしなわれているだけの百川に、力を伝えてくれていた。

　なのに百川は、天照の心を傷つけた。

　天照は、傷ついていた。

「……くそお！」

　百川は、廊下の壁を力いっぱいに殴なぐった。じんと拳が痛んだが、溢あふれた涙の方が何倍も熱かった。

　百川は走った。

「ももちゃん？」

　廊下で百川を探していた春名の脇わきを、百川はなにも言わずに走り抜けた。

　百川は階段を下りた。

　ドアを開けて中庭に躍おどり出ると、息つく暇ひまもなく腕立て伏せをはじめた。

　今日は、天照に言われた訓練をほとんどしていない。

　今の百川にできることといえば、言われたことをするくらいだった。

　百川は、雪の中、必死になって体を動かした。

　そのあいだも止とめ処どなく涙は流れたが、それは、いつしか止まった。かわりに体を覆いはじめた白透色の燐に、百川が気づくことはなかった。百川はがむしゃらに、一いつ心しん不ふ乱らんになってトレーニングを進めた。

　次の日、天照には言われたものだ。

「バカねぇ」

　ぐすんと鼻をすすりながら、百川はベッドの中からうらめしげに天照を見上げた。

　百川は頑がん張ばりすぎて、高こう熱ねつで倒れたのだ。

「……だって、僕。……先生の言うこときかなかったし」

「だから夜に訓練したの？」

「うん」

「バカねぇ」

　天照はそういうと、やさしく百川の額ひたいに触れた。

　天照の掌は、冷たく柔やわらかかった。

「……先生」

　百川は、じっと天照の目を見つめた。

「なに？」

「……ごめんなさい」

「なにが？」

「……僕、先生のこときらいって言って」

「いいのよ、そんなこと」

　天照は百川の額を撫なぜた。

「──私もごめんね。ももの気持ち、考えたことがなくて。自分勝手だよね」

「……僕、いい男になって……。絶対……。絶対、先生を守るよ」

「バカねぇ」

　天照は立ち上がると、百川に背を向けて窓際に立った。こっそりと、天照は目に溢れた涙を拭ぬぐう。百川は見ていなかった。

　百川は目を閉じた。

　天照が触れてくれたおかげで、とても体が楽になった。

　春の陽ひ射ざしに似た暖かさが百川の全身には染しみていた。

「もも──。また明日から頑張るよ」

　天照は言った。

　百川は返事をしなかった。

　急にこみ上げた睡すい魔まに、百川は身を委ゆだねていた。




　それは、三年前のことだった──

　もう、遠い昔──




　振り下ろされ、今まさに頭をかち割ろうとした斧を、百川は白透色の燐を滲にじませた左腕で受け止めた。

　目の前にいた兵士は、勝利を確信していたのだろう──

　防ぼう寒かん帽ぼう子しの中で、目が驚きよう愕がくに見開いた。

「──そういえば、そうだったよ。俺は、なにもかも失っちまった。春も、光も、本当になにもかもな」

　百川は、膝に手をついて立ち上がった。

　胸が熱い。血にまみれた右腕には、もうまったく力が入らない。

　だが、それだけのことだった。

「──テメェらもそうかも知れねぇが、俺もそうなんだよ」

「ひ……っ」

　ぎらついた百川の双そう眸ぼうに、兵士は怖おじ気けづいた。

「後こう悔かいはしたさ。あの時、俺が強ければ──。もう少し俺が、この腕に──」

　百川は左手を胸の前に掲かかげる。

「力さえ持っていれば」

　左の掌に、白い光の球──タリスマンが浮き上がった。

　その光を百川は握り潰つぶした。

　散った光が、百川の両腕を白く覆った。

「天使がぁぁ！」

　兵士が百川に斧おのを振りかざした。

　斧が頭に届とどくより早く、百川の拳が兵士の胸をアーマーごと貫つらぬいた。

　拳を引き抜くと、百川の全身に返り血が降りかかった。

　兵士が足元に崩くずれ落ちる。

「悪いなぁ」

　百川は、口元に凄せい惨さんな笑みを浮かべた。

「──俺の復ふく讐しゆうは、まだはじまったばかりなんだよ。テメェら人間は、この俺が皆みな殺ごろしにしてやる」

　見れば雪の街に、いくらかの兵士が集まってきていた。

　すべての銃口は百川に向いている。

　発はつ砲ぽうして来ないのは、天使の特とく殊しゆな能力を恐おそれているからだろうか。

　それとも生いけ捕どって、なぶり殺すつもりなのか。

「へ……。おもしれぇ」

　百川は自ら、兵士に向かって歩を進めた。

　霞かすみかけていた力を、強引に活かつ性せい化かさせる。

　長くは保たないが、死が訪おとずれる刹せつ那なまで拳を振ふるえればそれでよかった。

　ざくりと雪を踏ふんだ。

　その時、目の前に赤い閃せん光こうが弾はじけた。

　誰かが炸さく裂れつ石を投げたのだ。

　何人かの兵士が、衝しよう撃げき波はに巻き込まれて吹ふき飛んだ。舞い上がった雪が、百川と兵士たちの間に障しよう壁へきを作った。

「百川！」

　廃墟の上から知っている少年の声がきこえた。

　視線を持ち上げれば、芹せり也やがいた。

　同じ学院で学び、すべてを失った後、それでも共ともに荒こう野やを生き延のびてきた判はん断だん力りよくに優すぐれた同い年の親友である。

　天使なら誰でも普ふ通つうに伸ばす銀髪を、実用本位で短みじかく刈かった変わり者だ。

「よう、芹也。どうした？」

「どうしたもこうしたもあるか！　おまえがまた一人でバカなことをしに行くから助けに来たんだろうが！」

　芹也は百川の隣に下りると、百川の腰に腕を回した。

「……バカなことじゃねぇよ」

「バカなことだ。自分で殺されに行ってどうする。さあ、奈な生おが陽よう動どうしてくれている内に逃げるぞ。向こうにバギーを用意してある」

「……手て際ぎわがいいねぇ」

　百川は芹也に身を預あずけた。

「おまえが無む謀ぼうなだけだ」

　文句を言いつつ、芹也は百川を抱だいて空に浮き上がった。

　翼を失った天使は、空を飛ぶことにも力を必要とする。芹也は、歯を食い縛って重じゆう傷しようの百川を運んだ。

　バギーに戻ると、すでに運転席には奈生がいた。

　奈生は、銀髪を三つ編あみにまとめた、一見、少女にしか見えない少年だ。彼もまた共に荒野を生き延びてきた親友。社会性に優れた奈生がいるからこそ、バギーには十分な燃ねん料りようが入っている。

「んじゃ、とっとと逃げようか」

　芹也と百川が後部座席に乗るのを見て取って、奈生はアクセルを踏ふんだ。

　バギーは、雪面の荒野を疾しつ走そうする。

　敵は追ってこなかった。

「ふう。助かった」

　街から遠く離はなれて、ようやく百川は安あん堵どの息を漏らした。

「……あのなあ」

　芹也は顔をしかめ、

「誰のせいだ誰の！」

「んー。まあ、気にするな。ほら」

　百川は、ズボンのポケットから札さつ束たばを取り出して芹也に渡わたした。

「どうした、これ？」

　ざっと半年分の生活費だ。

「トラックの中に置いてあったから持ってきた。いい報ほう酬しゆうだろ？」

「まあな」

　芹也は、血に濡ぬれた札束をバッグに入れた。

「あーくそ。それにしてもイテェなぁ……。ちゃんと治なおるかなぁ、胸の傷」

「先生に頼たよるしかないだろうな」

「リディアさんか──。怒おこられそうだなぁ、俺」

　降り止まない雪を、百川は見つめる。

「百川──」

「ん？」

「勘かん違ちがいするなよ」

　芹也が憮ぶ然ぜんとした口調で言った。

「なにがだよ」

「おまえは、なにもかもを失ったわけじゃない。おまえには俺たちがいる」

「……わかってるよ、そんなこと」

　百川はうつむき、激げき痛つうの中で目を閉じた。

「なあ、芹也──」

「なんだ？」

「──雪が溶けたら、春になるんだよな？」

「雪が溶とければ水だ」

　芹也はきっぱりと言った。

　百川は小さく笑って、

「いいんだよ、俺は。だって百川だから。な？」

「どうした？　頭でも打ったか？」

「春──。早く来るといいな──。俺、まだ果はたしていない約束があってさ──。なんか急に思い出したよ」

　それは遠い──

　──本当に遠く感じられる約束だった。

　瞼まぶたを閉じても、もう、懐なつかしい過去の日々は雪の向こう側だった。

　思い出そうとすれば、思い出せるのかも知れない。だけど百川は、あえて、その深い雪を受け止めていた。

　思い出しても今は哀かなしくなるだけだから。

　みんなに手た向むける花を、百川はまだ持っていない。

　いつか、笑顔で。

　みんなに花を手向けることはできるのだろうか。

　戦いつづける、この日々の果はてに。

　百川は、心の中で自みずからにたずねた。

　返事は、ない。

　と、シートに浅く腰かけた百川の頭に、芹也の手がポンと乗った。

　子供にそうするように、軽く髪の毛をかきまぜる。

「春は来るさ」

　芹也は穏おだやかな声で答えた。

　……ガキ扱あつかいしやがって。

　心の中で毒どくづきながらも、百川は友人の手を払はらいのけなかった。




　今は冬の最中。

　春は、まだ土の中に眠っている。
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　百もも川かわは不ふ機き嫌げんだった。二人の仲間が情じよう報ほう屋やと接せつ触しよくするに当たり、いても邪じや魔まだと彼を追い払はらったのだ。

　腹は立つが、とはいえ事実だった。

　長く伸のばした銀ぎん髪ぱつに、尖とがった白はく貌ぼう。吊つり上がった眉まゆと目め。年ねん齢れいは一五だが、顔からはすでに子供っぽさは抜け、かわりに冷たさと凶きよう暴ぼうさが滲にじんでいる。街を歩けば、普ふ通つうに一いつ般ぱん市民から避さけられる存在だった。

　そして、いかにも喧けん嘩かっ早ぱやそうな自分は、実じつ際さいに喧嘩っ早い。カードゲームのような駆かけ引きなどできるはずもなかった。たしかに言われた通り、交こう渉しようの場などにいても仲間の邪じや魔まをするだけだろう。

　なので仕方なく一人で家に戻ってきた。今にも崩くずれそうな、他ほかには誰も住まない廃はいマンションの最上階である。

　百川康やす貴たかは、一目、玄げん関かんドアを見て異い変へんが起きていることに気づいた。あるべき可能性の中で最もつとも危き険けんな事じ態たいを期待して、百川は口元を歪ゆがめた。

　……俺おれ、いや、奈な生おのところに連中の手が伸のびたかな。

　ドアノブには、ピッキング用の針はりがそのまま刺ささっていた。

　針を抜き捨て、ノブを握にぎる。

　百川が仲間と共に住むのは、廃はい都と・香港ホンコンである。司法にかわって金と力が支配するこの都市においてコソドロは多い。だが、わざわざ海の中に建たつ廃マンションの最上階にまで来る輩やからはいない。市街地には他にいくらでも楽な獲え物ものがある。来るとすれば、別の目的を持った輩だろう。ピッキングしておいて針を残しておくとなれば尚なお更さらだ。彼には、そうした挑ちよう発はつ的てきな輩に心当たりがあった。

「俺の期待を裏切らないでくれよ」

　自じ慢まんの銀髪を指で梳すき、百川は闘とう争そう意い欲よくをたぎらせてドアを見み据すえる。

　大だい胆たんにドアを開けた。

　期待に反し、玄関ホールから延びた廊ろう下かには誰もいなかった。百川は靴くつのまま廊下に上がるとリビングにつづいたドアに手をかけ、

「よう」

　声をかけると共に木もく製せいのドアを引き開けた。

　が、陽ひ射ざしの射し込むリビングにも訪ほう問もん者しやはいない。手をかけて改かい装そうした部屋にいつもとちがう様子はなかった。予想では、部屋をメチャクチャに壊こわした悪あく党とうどもが、にやつきながら待ち構かまえているはずだったが。

「……チッ。まさかコソドロかよ」

　期待を外はずされ落らく胆たんしつつ、百川はリビングに入った。と、リビングとつながったキッチンに異い変へんを見つけた。

　冷れい蔵ぞう庫この扉とびらが開いていた。食べられたプリンのカップが下に転ころがっている。戸と棚だなを開けてみれば百川のとっておきが消えていた。

　…………。

　コソドロにしても、やることが地じ味みだ。

「はぁ」

　考えた中で最もくだらない事態を確信して百川は頭を搔かいた。

　リビングに聴きき耳を立てる。

　すると、ものを食べる音がソファーの裏うらからきこえた。

　百川はそちらに行って、

「よう、スカイ。いいもん食ってるな」

「ろもろも」

　ソファーの裏にしゃがんでいた少年は、顔を持ち上げると愛あい想そよく笑った。特に驚おどろいた様子も慌あわてた様子もない。

「おいしかったよ、これ」

　少年は、両手で持っていたパンをぱくりと食べる。

　最後の一口だった。

　少年──と呼ぶには、丸みのある顔の中でまばたきした二ふた重えの目は大きい。帽ぼう子しからうなじにこぼれた栗くり色いろ髪がみにもさらさらとした艶つやがあった。ズボンにパーカーの少年は男のなりこそしているが、それは〝鉄てつ槌つい〟後の香港で生き抜くための手段のひとつ。本当は少女であることを百川は知っている。

　スカイ・ハーヴェストは、三か月前にヨーロッパから貿ぼう易えき船せんで密みつ航こうしてやってきた流れ者の人間だ。

　出会ったときのことを百川はまだ覚えている。

　新しん九龍クーロンの街がい路ろで、スカイが柄がらの悪い男に捕つかまっていたのだ。




「離はなせっ！　離せっ！　離せよお！」

　かわいい声で怒おこっても、男が離してくれるはずはない。男に腕うでをつかまれたスカイは必死にばたついて抵てい抗こうしていた。

「このスリガキが！」

　スカイの手には、男から抜き取ったとおぼしき革かわの財さい布ふがあった。

　なるほど……。

　すぐに百川は事じ情じようを理解し、無む視しして通り過すぎようとした。スリをして見つかり、捕まればどうなるのか。わからなかったとしても、人間のガキがどうなろうが知ったことではなかった。それに、いずれにせよ〝やった〟のは本人だ。

　とはいえ少女は捕まっても運命に落らく胆たんせず、尚なおも抵抗をつづけて、とうとう男の手に嚙かみつくことに成功する。

「いてっ」

　男が怯ひるんだ隙すきに、素す早ばやく身を返してスカイは男の腕から逃のがれた。

「このガキっ──！」

　しかし、その程度で引き下がるほど香港の人間はヤワではない。背中を蹴けられたスカイが前のめりに倒たおれる。そして、まだ彼女にもツキがあったのか、騒さわぎを無視して歩き過ぎようとした百川にぶつかったのだ。

「おい」

　百川は微び動どうだにせず、冷つめたく澄すんだ目でスカイを見下ろす。

「ろも」

　スカイは、こんな切せつ迫ぱくした時でも、愛あい嬌きようのある可愛かわいらしい笑顔を浮かべた。これもまた処しよ世せい術じゆつなのだろう。

「天使にスリガキとは、いい仲間内だ」

　男がナイフを抜き、百川を見み据すえる。

　それをきいたスカイが、すかさず百川の背中に回って、

「そうだよ！　私と天使は同どう盟めいしてるんだからな！　へへーん！　バーカ！」

　と、男を挑ちよう発はつした。

　怒おこった男がスカイの前にいた百川にナイフを振ふるってくる。面めん倒どうなので百川は、軽くパンチを繰くり出して男を気絶させた。

「おい」

　百川が先ほどよりさらに冷たい目でスカイを見下ろす。

「ろもろも～」

　スカイは愛あい想そよく笑って、なにかお礼をしますとかしこまって言った。

　まあ、もらえるものはもらっておいて損そんはない。

　百川がうなずいたところ、では、と、スカイが百川の家に連れて行けと言う。掃そう除じでもする気なのだろうか？　あるいは、なにかの罠わなか？

　警けい戒かいしつつも興きよう味みがあり、とりあえず百川は連れて行ったが、しかし、スカイはなにもしない。掃除をすることもなければ百川に害を成なそうともせず、ちょっと目を離はなした隙すきに持ち前の愛あい嬌きようでちゃっかり奈な生おと芹せり也やに取り入って、図ずう々ずうしく夕飯を食べていった。もちろんお礼はなしである。

　以来、スカイはしょっちゅう食べ物をたかりに来るようになった。
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「おい──。それは俺の、命の次に大切なクリームパンだぜ？　しかも限定品の」

　白はく貌ぼうに流れた銀髪の間で、双そう眸ぼうが凶きよう暴ぼうな輝かがやきを増す。襟えり首くびをつかみ、片手で軽々と百川はスカイを持ち上げた。

　細身の青年では有り得ない腕わん力りよくだ。

　百川は天使。

　翼つばさを失って大地に墜おちた、かつて善ぜんの施し行こう者しやと呼ばれた者である。

　煌きらめいた銀髪、光を内ない包ほうした瞳ひとみ、細身の体たい軀くと、完成された美び貌ぼう。そして、身の内に秘めた奇き跡せきの力──天てん使し脈みやく動どうの発はつ揮きによって、人間を遥はるかに超こえた力を持つ。そうした眷けん属ぞくの一人だった。

「隠かくれてたのに、なんでいるってわかったのかなあ」

「鍵かぎ穴あなに、針はりが刺ささったままだったぜ」

「……まじ？」

「ああ」

「あは。ちょっと失敗」

「失敗だとぉ？」

「どうでもいいけど離せよお！　私を猫扱あつかいするなあ！」

　スカイがじたばたと暴あばれる。

　と、百川は、まだ一〇歳さいになったばかりのスカイの腰に、不ふ釣つり合あいなホルスターがあることに気づいた。

「おい」

　百川は手を離し、今度は正面からスカイの胸むな倉ぐらをつかんだ。

「な、なんだよおう」

　鋭えい利りな双眸に見み据すえられてスカイは怖おじ気けづいた。

「テメェも立りつ派ぱな強ごう盗とうになるってか？　銃じゆうなんぞ持ちやがってよ。やるならやってやるぜ？　撃うってみるか？　俺おれをよ」

　百川の顔に冗じよう談だんの色はなかった。

　そこに、タイミングよく百川の同居人たちが帰ってきた。

　芹也と奈生。

　二人もまた天使である。

「……おまえ、百川。土足でなにをやっているんだよ」

　呆あきれてたずねるのは、銀髪を短みじかく刈かり、空軍ジャケットを着た三み輪わ芹也である。

「あ、いじめてるう」

　三つ編あみを腰にまで伸ばした、ショートパンツと半はん袖そでシャツの有あり本もと奈生は、様子を見るなり顔をしかめた。彼も男だが、腰の締しまった華きや奢しやな体と涼すずしげな白貌とで、他人のほとんどは少女と見み間ま違ちがえる。

「あ」

　スカイの顔にパッと光が射さした。

「芹也くん！　奈生ちゃん！　ろもろも～！　また遊びに来たよー」

　にこにこと愛想よく笑う。

「離してあげなよ、可哀かわい想そうじゃないか」

　腕組みして、奈生が百川に非ひ難なんの眼まな差ざしをぶつけた。

「そうだそうだ！　私が可哀想じゃないか！」

「テメェこの野や郎ろう」

　ゴツンと一発、頭を殴なぐってから、百川はスカイを床ゆかに放り投げた。

　スカイは頭とお尻しりを押おさえて、

「痛いなぁ……。なんで百川はそう乱らん暴ぼうなんだよお」

「今日きようはなんの用だい？」

　芹也はキッチンに向かった。

「うん、百川にこれを見せてやりにきたのー」

　そういうとスカイは、腰のホルスターからピストルを抜いた。新品のオートマチックピストルである。

「どう？　本物だよ？　ボスにもらったんだー。へへー」

「なんだこら。撃つ気になったのかよ」

「ちがうよ」

　スカイは頰ほおを膨ふくらませると、ピストルをホルスターに戻した。

「私は、友達を撃つなんてことしないもんねー。ばーか」

「はぁ？　誰が友達だ。人間がよ」

「でも私たち、流れ者同士だよねー。ねえ、百川。私と同盟しよう。流れ者同盟」

　百川の白貌を見上げて、スカイは笑顔で提てい案あんする。

「死ね」

「なら、クリームパン同盟」

「死ね」

「なら、私の男になる？　私が百川の女？」

「……そういうことはせめて女になってから言え。このガキ」

「遊びでもいいよ……？」

「消えろ」

　百川はあくまで冷たい。

「むうー」

　スカイは明らかに気を悪くした様子で、

「私がすごい美女になってからじゃ、もう遅いよ？　今なら安いよ？　私、天使に負けない美女になる自信あるけどなー」

「…………」

「私、百川のこと好きだよ？　えへへ」

「き・え・ろ！」

「もう。冷たいなあ。百川は強いんだからさ、じゃあ私と一いつ緒しよに働く？　うちのボスは寛かん容ようだし、絶対、働いて損そんはないと私が保ほ証しようするよ。ねえ、一緒にさあ、いろんなことして毎日を楽しもうよ」

「……おい、なんの冗じよう談だんだそれは」

「まあまあ、芹也が紅こう茶ちやを淹いれてくれるから、ゆっくりしようよ」

　ソファーに座った奈生が、にこやかに二人をとりなす。

「あーごめん、奈生ちゃん。私ものんびりしたいんだけどさ、これから仕事なんだ。連れん絡らく係がかりも大変なんだよ、けっこう」

「そう？　せっかく新しい紅茶を買ってきたのに」

「うん。また来る。今日は百川に、私の宝たから物ものを見せに来ただけだからさー」

「勝手にドア開けて家ん中に入って、さんざん食い散らかしやがって。なにが見せに来ただけだ」

　毒どくづく百川を尻目に、スカイは、

「またねー」

　と、手を振って部屋から出て行った。ばたんと玄関のドアが閉しまる。

「あの子も元気だね。独ひとりぼっちで生きているのに」

「同情してどうなる、人間だぞあいつは」

　奈生の斜ななめ向かいのソファーに、百川はどっさりと腰こしを下ろした。世界では『世界を半はん壊かいさせた〝鉄てつ槌つい〟』の原因を巡めぐって、天使と人間が激はげしく戦いをつづけている。廃はい都と・香港ホンコンであればこそ、天使と人間はかろうじて共きよう存ぞんしている。

「百川も冷たいなぁ。もう少し優やさしくしてやりなよ、好かれてるんだからさ。あの子、本当にすごい美女になるかもだよ」

「ほら、まあ飲め」

　リビングに戻った芹也が二人の前にティーカップを置いた。

　淹いれたての紅茶が湯ゆ気げを立てている。

　百川は紅茶に口をつけ、

「──で、どうだったよ？　正義の味方になるつもりはねぇけど、放っちゃおけねぇ問題だからな」

「ああ、わかったよ」

　芹也は静かに、ティーカップの中で揺ゆらいだ紅茶の表面を見つめる。

「いつだ？」

「今夜らしい。場所もわかった」

「そうか。だったら、今夜ケリをつけようぜ。一気によ」
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　夜。三人は、広々とした飯はん店てんの一階で朱しゆ色いろのテーブルを囲む。テーブルには中ちゆう華か料りよう理りの皿さらがいくつも載のっていた。

「……おせぇな」

　唇くちびるに触ふれたひと房ふさの銀髪を箸はしで押おしのけ、百川は乱らん暴ぼうに八はつ宝ぽう菜さいを食らう。

　すでに長い時間、三人は望む出来事の到とう来らいを待っていた。

「ガセでも怒らないでよ。カンペキな情報なんてないんだからさあ」

　不ふ機き嫌げんな百川を見て奈生が形の良い唇を尖とがらせる。

「いや、奈生はさすがさ」

　お茶を飲み、芹也が肩をすくめた。

「のようだな──」

　百川も敏びん感かんに気づいた。

　玄関に置かれた衝つい立たての裏から黒いスーツの少年が姿を現あらわす。少年は灰はい色いろスーツの男を店内に誘いざなった。

　男のまわりには四人のボディガードがついている。

　チップを渡されて少年は玄関に下がった。

　男は、店の正面奥にある二階へとつづいた螺ら旋せん階かい段だんを上った。

「……皮肉だね」

　野菜炒いためを箸で突つつき、奈生が吐と息いきをついた。下したっ端ぱながら賢けん明めいに礼れい儀ぎ正ただしく振ふる舞まおうとしていた黒いスーツの少年のことを奈生は知っていた。

「これが現実さ」

　百川はテーブルに箸を置いた。

「二人はここにいてくれ。あとは、俺が一人で片をつけるからよ」

　立ち上がって言う。

「相手は確実に武ぶ装そうしている。一人じゃ危険だぞ」

「おい芹也、わかってくれよ。おまえらまで殺しちゃ大変だから、俺は一人で上に行きたいんだぜ？」

　隙すきなく整ととのった天使の白はく貌ぼうに、吸きゆう血けつ鬼きに似にた凄せい惨さんな笑えみが浮うかぶ。

　その親友の笑みを見る度たび、芹也は懸け念ねんを覚おぼえる。

　百川は死を恐おそれない。

　むしろ、望んでいる印象さえある。

　百川康貴は、最愛の者を人間に惨むごたらしく殺された。傷きずは未いまだ癒いえることなく彼を人間殺しへと駆かり立てている。香港ホンコンの人間を殺さないのは、その方が生きるのに都合が良いからに他ほかならない。

　都合の悪い人間がいれば、百川は牙きばを剝むく。

　目に凶きよう暴ぼうな光をぎらつかせ、貪どん欲よくに人間の血を求める。

　狂きよう犬けんがそうであるように、それはすでに衝しよう動どうなのかも知れない。

　だとすれば、止めなければ──

　芹也は考える。

　だが、そう思う度、そんな芹也の内心を察さつ知ちしたかのように友は言うのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、俺は冷静さ」

　と。

「──わかった。なら、上の連中はおまえに任まかせる」

　芹也は頭を搔かき、友の行動を認めた。否ひ定ていすれば、彼が最後の拠より所にしているなにかを壊こわしてしまう気がした。

「任せろ」

　百川は、なんでもない素そ振ぶりで階段に向かう。

　螺ら旋せん階かい段だんを上のぼって、赤い絨じゆう毯たんの敷しかれた二階のロータリーに出る。ロータリーからは手すりごしに一階の様子を一望できた。現れた銀髪の青年を見て、五人いた大男の一人が近づいてくる。

　大男は一言もしゃべることができない。

　百川の前に立とうとした瞬しゆん間かん、百川が腹に打ち込んだ拳こぶしで息を詰つまらせ、大男は前のめりに崩くずれた。

　それを見た他の大男が色めき立つ。

「貴き様さま──！」

　腰こしのホルスターから銃じゆうを抜こうとするが間に合わなかった。

　百川は無言で飛び込んだ。

　いくらかの打だ撃げき音おんが、笑い声の渦うず巻まく店内に響ひびいた。

「トレェなぁ……。人間はよ……」

　うめき声すらあげることのできなくなった大男たちを見下し、百川は腰に手を当てて軽く息をついた。

「さて──」

　百川は扉とびらの前に立った。両開きの扉だ。左右の手でゆっくりと押し開く。豪ごう華かな装そう飾しよく品ひんで飾かざられた薄うす暗ぐらい空間がその先にはあった。奥おくまったところにあるテーブルを挟はさんで二人の男が座っている。

「よう」

　まわりのボディガードを無む視しして、百川は二人に声をかけた。ボディガードたちが一いつ斉せいにサブマシンガンを構かまえる。

「なにか用かね？」

　座っている男の一人──裾すその長い中ちゆう華か服ふくを着た黒くろ髪かみの美男子が、余よ裕ゆうのある表情で百川にたずねる。

「これも、香港流の売り込みですかな？」

　灰はい色いろスーツを着たもう一人は、薄うすら笑いと共に顎あごを指で撫なでる。銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねをかけた、四〇代前半の狡こう猾かつそうな男だった。

「俺も買いたいのかい、あんた」

　百川はカマをかけた。

「残念だが、治安の整った東京に男の天使は需じゆ要ようがない。せいぜい、医学実じつ験けんのサンプルになる程度だ。君が少女であれば、高く買い取らせてもらうがね。なにしろ東京には天使の少女がいなくて困こまる」

　隠かくす必要を感じていないのだろう。眼鏡の男は平へい然ぜんと言った。

「だろうな。管理団さまの軍隊は強ぇから、みんな殺しちまったもんな」

「ああ。あの天使の学院〝高天たかまが原はら〟をはじめとしてな。今にして思えば、殺しすぎたものだと政府高官も悔くやんでいるだろうて」

「アハハハハハハッ！」

　百川は大声で笑った。

　人間社会において、天使の扱あつかいは家か畜ちくに等ひとしい。

　殺そうがなにをしようが、処しよ罰ばつする法は人間社会にない。

　だから世界では横おう行こうするのだ。

　天使売買という、天使にとっては許されざる行こう為いが。

　最近、廃はい都と・香港では連続して天使の少女が消えた。

　見み逃のがせば、香港における天使と人間のパワーバランスが狂くるう。

　百川は事件を追い、とうとう犯人に辿たどり着いたのだ。

「おい、テメェもすぐに後こう悔かいすることになるんだよ。あぁ？　なぁ？　この俺に八つ裂ざきにされてなァァァァ！」

　金かな切きり声で叫さけぶや否いなや百川は跳ちよう躍やくする。

　瞬しゆん時じに一〇メートルを縮ちぢめる速度に反応できる人間はいない。

　ボディガードがサブマシンガンのトリガーを引くより早く、振りかざした拳で男の眼鏡を叩たたき割って──

「残念だが、ここは香港だ。君と同様に、人間社会で生きる天使はいる」

　中華服の男は、余よ裕ゆうをもってテーブルの下で足を組み替かえる。そのあとで、癖くせのない黒髪を指で梳すいた。

「フェイ、君が相手をしたまえ」

「──わかりました」

　男の背後に控ひかえていたボディガードの一人が百川の前に立ちはだかる。

　黒いスーツを着た、すらりと背の高い細身の男だった。銀髪をポマードで固め、目には黒いサングラス。その男はサングラスを外はずし、ポケットにしまった。光を内包した深い双そう眸ぼうが百川の前で顕あらわになる。

　次の瞬しゆん間かん、わずかな煌きらめきとして、百川の右みぎ頰ほおにコンバットナイフの分ぶ厚あつい刃はが襲おそいかかってきた。

　咄とつ嗟さに百川は距きよ離りを取る。

「テメェ、天使か」

「天てん使し脈みやく動どうに目覚めた天使が、君一人だけとは思わない方がいい」

　立ちはだかった天使のかわりに、中華服の男が答えた。

「チッ」

　百川は右頰を親指でなぞった。避さけたつもりだが、油ゆ断だんだろう──切られていた。指に血がまとわりつく。

「名があるならきいておこう。俺はフェイ・ハン。〈銀ぎん狼ろう〉と名乗っている」

「──俺は、〈捨て去りし者〉さ」

「殺せ」

　中華服の男が命ずる。

「行くぞ、〈捨て去りし者〉」

　フェイが動いた。

　人間の目には捉とらえられない速度で振るわれたナイフが百川の胸を狙ねらう。百川は右にずれることで躱かわすと、フェイの頭にフックを放った。

　拳が空を切る。拳が届いたときには位置を変えていたフェイが百川の足を払はらう。刃に気を取られていた百川は、軸じく足あしにかかった圧力に抗こうすることができない。百川はバランスを崩くずして転ころびかけた。

　が、百川はうしろに手をついて体の回かい転てんで蹴けりを放つ。爪つま先さきで、伸のびてきたフェイの手首を蹴った。

　フェイの手からナイフが落ちた。

　百川は後方に飛び退のいて赤い絨毯の上に片かた膝ひざをつく。その姿し勢せいのまま、ナイフを拾い上げるフェイを見つめた。

「少しはやるようだな」

　フェイの表情には、まだ余裕があった。息も切れていない。

「そうかよ」

　百川は立ち上がると、

「なあ、それがあんたの全力か？」

　今度は逆にあざ笑って見せた。

「なあ、〈銀狼〉さんよ。悪いことは言わねぇから、人間のボディガードさんたちに協力してもらった方がいいんじゃねぇのか？　テメェらの得とく意い技わざだろ？　一人を大おお勢ぜいで袋ふくろ叩だたきにするってのはよ」

「おまえは、少しは功夫クンフーを使うようだな」

「功夫？　ふざけるな。俺はそんなもん使わねぇよ」

「では、ただの無む謀ぼうな若者か。天使とはいえ、素す手でで乗り込んでくるとはな」

「無謀でもな、俺は人間につくほどバカじゃねぇさ」

「バカはどっちだ。ここは人間の世界だ。生きていくなら、人間の側に与くみした方が楽なのは道理だろう？」

「俺はな、楽して生きたいんじゃねぇよ。俺として生きてぇんだよ」

「ガキの道理か」

　フェイはナイフを扱いやすいように握り直す。

「いいから来いよ」

　くいと手の甲こうで招まねき寄よせる百川。

「次で殺してやる」

　フェイの体がスーツごしに薄うすい光をまとう。天使脈動を強く発はつ揮きさせ、最大の力で言葉通り本当に殺す気なのだ。

「期待してるぜ」

　百川は両足を肩かた幅はばより広めに固定し、膝ひざをわずかに曲げる。

　姿し勢せいはやや猫ねこ背ぜで、しかし顔はまっすぐに相手を見み据すえる。

　両腕は肩からぶら下げ、力をこめない。

　どこからでも来い、というノーガードの構かまえだった。

「──ガキが」

　フェイが飛んだ。床ゆかを蹴けった反発力ではなく、言葉通り宙ちゆうを飛んで距離を詰つめた。突ついたナイフは百川の喉のどを狙ねらう。

　百川は腕をクロスさせ、その刃先を防ごうとする。

　天使の肉体は優すぐれている。意識を集中させれば銃じゆう弾だんを弾はじくこともできた。が、いくら天使でも、同じ天使が放った超ちよう速そくの刃を皮ひ膚ふで止めることはできない。だからフェイは刃先の向きを変えない。

　刃先が腕に激げき突とつ。百川の口元がわずかに歪ゆがんだ。嘲あざけりに近い笑みだった。

　音を立てて剛ごう性せいに優すぐれたナイフが砕くだけた。百川の体が前のめりに揺ゆらぐ。浮いた百川の前足が強く絨じゆう毯たんを踏ふむ。

　最後にフェイは、白はく透とう色しよくの燐りんに包まれた百川の両腕を見た。

　それがなんなのか。

　彼は知っていた。

「……〝純じゆん粋すいなる力の結けつ晶しよう〟……まさかおまえ……あの……」

「ああ。人間に殺された、天あま照てらすの弟で子しさ」

　フェイの胸から左腕を引き戻し、百川は凄せい惨さんな表情で微笑ほほえむ。

　フェイが足元に崩くずれた。彼から噴ふきこぼれた血が百川の全身を赤黒く染そめる。

「おまえが弱いとは言わねぇ。ただ、相手が悪かったな」

　見れば、正面の両開き扉から中華服の男と灰はい色いろスーツの男がボディガードに守られて逃にげて行く。百川は、裏口方向に視し線せんで牽けん制せいを与あたえつつフェイと戦った。正面から男たちが逃げるのは予測の範はん疇ちゆうだった。

　部屋に残っていたボディガードたちが一いつ斉せいにサブマシンガンを撃うつ。

　弾丸の下を百川はかいくぐった。

　五発ほど食らうが、致ち命めい傷しようにはならなかった。その程てい度どの痛みは、むしろ高こう揚ようの中で心地ここち良よく感じる。

　ボディガードたちを倒たおし、百川は部屋を出た。

　ロータリーから、一階の店内を走っていく男たちの姿を見つける。と、衝立の裏に姿が消えた。

　玄関から外に逃げる気なのだ。

「逃がすかよ」

　百川は床を蹴ると、体をふわりと宙に舞まわせた。

　すでに店内に芹也と奈生はいない。打ち合わせはしていないが、あの二人に抜ぬかりのあるはずはなかった。

　食べ残されたテーブルに置かれた札さつ束たばを見て百川は薄うすく笑う。

　迷めい惑わく料りよう込こみの金きん額がくだった。

　高こう価かな敷居板をぶち破やぶり、自動ドアも破って百川は外に出た。

　眼前にボディガードたちが立ちはだかる。

　一台の黒い高級車が店先の道路から発はつ進しんしかけていた。

　が、車は動けない。

　上からボンネットに二本の鉄てつ棒ぼうが突つき刺ささったのだ。奈生の仕し業わざだった。

　さらに芹也がタイヤにロックをかける。

　百川はボディガードを殴なぐり飛ばし、高級車の後部座席に近寄る。〝結晶〟をまとわせた拳で防ぼう弾だんガラスを砕くだいた。

　灰色スーツの男を力ずくに引きずり出すと、

「た、助けてくれ……！　金ならやる！　いくらでもやるから助けてくれ！」

　懇こん願がんする男の腹に容よう赦しやのない一いち撃げきを与えた。口から血を噴ふきこぼし、男はその一撃で動かなくなった。

　観かん念ねんしたのか、反対のドアから中華服の男が姿を見せる。男は、逃げることなく、逆に自分から血まみれの天使に歩み寄った。

「やってくれたものだな」

　それが、男の最後の言葉となった。会話すらせず百川は、男の胸を〝結晶〟の拳で突き破った。三度目の返り血を浴び、百川は言う。

「──助けてほしいなら、まずはテメェらが天使を助けろ」

　そこに銃声が轟とどろいた。

　油断していた。背後から肩を撃うたれ、百川の体は一いつ瞬しゆんだけぐらついた。

「まだいやがったか。全員、殺したと思ったのによ」

　振り向くと、道みち端ばたに少年がいた。
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　黒いスーツを着た小こ柄がらな少年だ。癖くせのないストレートの栗くり色いろ髪がみが、飯店の照しよう明めいを受けてきらきらと輝かがやいていた。

　少年は、冷れい凍とう室しつに放り込まれたかのように全身を激はげしく震ふるわせていた。

　百川を見つめる見開いた眼も震えていた。

　少年──あどけない目をした少女を百川は知っている。

　百川はなにも言わず、スカイの前に血まみれの体をさらす。

　そして、言った。

「撃うてよ」

「………」

　スカイはさらに全身を震わせた。

　銃口を百川に向けていることすらできず、それでも必死に銃を持ち上げ、かすれた声でたずねた。

「……なんでだよ。……なんでボスを、ヘイロン様を殺した……？」

　このとき、芹也は高級車から降りてきたボディガードの降こう伏ふくを認めていた。車から取とり引ひきの書類を出させる。書類には、捕つかまった天使がコンテナに詰つめられ、東京に船で送られる旨むねのことが記しるされていた。船名と出港時じ刻こくも記されている。すぐに向かえば、確かく実じつに助けることはできるだろう。

　だが──

　淋さびしげな顔で奈生が、芹也の横に並ならんだ。二人は高級車ごしに、涙を流すスカイの顔を見つめる。

「なんで殺した！」

　スカイは叫さけんだ。

「撃てよ」

　百川は繰くり返す。

「特別に、力は抜いてやるぜ」

　心しん臓ぞうを指差し、

「ここを狙ねらえば、今ならおまえでも俺を殺せるぜ？」

　スカイの手はトリガーにかかっている。

　引けば、銃弾は放たれる。

　百川は本当に全身の力を抜いていた。

　だが、芹也が見るところ、今のスカイでは何発撃ったところで狙い通りに銃じゆう弾だんを放てるとは思えなかった。

　マガジンが空からになるまで撃ったところで百川は殺せないだろう。

　だから百川は、あんなことをしているのだろうか。

　芹也は考える。

　百川はまばたきひとつしない。

　ただじっと、深く澄すんだ天使の双そう眸ぼうでスカイを見つめた。

　スカイは何度もまばたきし、涙を溢あふれさせ、なにか答えてくれと、好こう意いを寄よせていた天使に無む言ごんながら訴うつたえる。

　その心からの声は芹也にもきこえる。

　奈生にもきこえているのだろう。腰の前に組んでいた細い手には、さっきからきつく力が入っている。

　二人にもきこえるのだ。百川にきこえていないはずはなかった。

　だが、百川に、少女の願いを叶かなえる様子はなかった。

　血まみれの天使は繰くり返すのだ。

「撃てよ」

　と。

　凄せい惨さんに、残ざん酷こくに。

　騒さわぎの結けつ末まつを確かめようと、店からちらちらと客が出てきた。

　たとえ香港とはいえ、天使は自由な存在ではない。天使に人間が殺されれば、必ず報ほう復ふくの牙きばは剝むかれる。

　いつまでもここにいるわけにはいかないと芹也は考える。

　危き険けんだし、顔を覚えられたくない。

　それでもまだ、スカイと百川の対たい峙じには決着がついていなかった。

「なんでだよ……」

　震ふるえる体を必死に制せい御ぎよし、スカイが銃口を持ち上げた。

　百川の心臓に銃口があてがわれる。

「なんでだよ……！」

　百川は答えない。

「撃つぞ……。本当に撃つぞ百川！　なんでヘイロン様を殺した！　ヘイロン様はいい人だったのに！　優しくて賢かしこくて──、行くところのなかった私に、仕事と仲間と家をくれた人だったのに！」

「なら、早く撃て。復ふく讐しゆうしてぇんだろ？」

「………」

　大きく開いていたスカイの瞳どう孔こうが、涙の中でとうとう割れた。

「天使───────!!」

　スカイはトリガーを引いた。

　火花が迸ほとばしる。

　銃声が響いた。

　スカイは、両手で構かまえた銃からマガジンの全ぜん弾だんを放った。

　百川が傷を負おうことはなかった。

　芹也の予想した通りに、すべて外れた。

　撃ち尽つくした後、スカイは痺しびれて動かなくなった両手から銃を落とす。膝からその場に崩れ、静かに泣く。

「悪かったな、同盟組めなくてよ」

　冷たい声で言い残し、百川はスカイに背を向けた。

　芹也と奈生は百川の後につづいた。
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　追ってくる者はいない。

　凄惨な百川の姿に、誰もが気け圧おされていたのだろう。ガキ、天使。罵ののしる声さえきこえなかった。

　一〇〇メートルほど離はなれて路ろ地じに入ったところで百川が立ち止まる。

　芹也が横に並ぶと、

「おい、捕つかまってる奴やつらの居い場ば所しよはわかったんだろ？」

「港だよ。まだ運ばれてはいないはずだ」

「へ……。なら、もう一仕事あるな。べつに正義の味方になるつもりはねぇけどよ、人間にくれてやるわけにもいかねぇさ」

　左右にビルのそびえた細い路ろ地じの真ん中で、ズボンのポケットに手を突っ込み、百川は夜空を見上げる。

　星は見えない。

　表通りからこぼれた街まち明あかりが星の瞬またたきを消していた。

　芹也は、

「そうだな」

　と、できるだけ穏おだやかに答えた。

　友人の真しん意いはわからない。

　だが、哀かなしみを帯おびた眼まな差ざしを見れば、なんとなくはわかる。

「……いい子だったね、あの子」

　奈生が名残なごり惜おしそうにぽつりとこぼした。

　芹也はたずねる。

「百川──。おまえ、本当に撃たれるつもりだったのか？」

　百川は肩をすくめ、

「いいんだよべつに、俺は。どうせ遠からず、どこかで誰かに殺されるさ。そう変わんねぇだろ？　来月が今日きようになってもよ」

「──でも俺は、百川には来月も再さ来月も生きていてほしいなぁ」

　奈生が言う。

「どうしてだよ」

「だって俺、百川のこと好きだよ。好きな相手には生きていてほしいだろ？」

　百川を見つめて奈生は涼すずやかに微笑ほほえむ。

「ケッ」

　優しい親友をちらりと見て、百川はそっぽを向いた。

「ねえ、芹也」

「ああ」

　暗い路地の中、芹也は短みじかくうなずいた。

「テメェらだけだろうさ、俺みたいな奴を好きなんていうのはよ」

「そうかなぁ」

　奈生は首を傾かしげ、

「世界は広いんだから、もしかして、あと一人くらい、百川の側そばにいたいと思う天使がいるかも知れないよ。どうする、すごいかわいい女の子だったら？」

「ハン。そんな奴いるかよ」

「もしいたらどうする？」

「さあな。そんとき考えるさ」

「なら、そんときのために、百川は頑がん張ばって生きないとね。とりあえず、帰ったらおいしいもの食べようよ。クリームパンくらい、また買ってきてあげるからさ。まずは仲間を助けてからだけどね」

　百川の背中に手を添そえ、奈生は言った。

「そうだな、連れん絡らくされてコンテナを移されては厄やつ介かいだ。──急ごう」

　芹也が空に浮かび、仲間を誘さそった。

「だね」

　長い銀色の三つ編みをたなびかせ、奈生も空に舞まった。

　百川は二人を見上げ、小さく笑った。こんなとき、どうしても歪ゆがんだ笑みになってしまう自分は、なかなかにひねくれたものだ。

　ただ、それでも。

　心の中では、二人に感かん謝しやした。

　スカイに銃口を向けられたとき、百川は死んでも構かまわないと思った。百川は、最愛の者を殺されたことに対する復讐心で今日まで生き抜いた。スカイが同じ復讐心で自分に牙を剝くなら、まあ、べつにいいか……と、投げやりな気持ちで考えた。

　人間と天使は世界中で争う。スカイに好意を寄せられたときから、いつか、こうなることは想像していた。

　だから拒きよ絶ぜつしつづけた。

　ろもろも～。

　少し鼻にかかったスカイのボーイッシュな声は、まだ耳に残っている。

　もう、二度ときくことはないのだろう。

　次に会うとしても、まちがいなく百川は仇かたきである。

　向けられるのは笑顔ではなく銃口だ。

　……そんときのために、か。

　もう一度、百川は小さく笑った。







　第三話　金色のクリスマスツリー
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「すいません。私、買いたいものがあるんですけど」

　ふと見れば、少女が淡たん々たんとなにかを訴うつたえていた。

　奈な生おにではない。

　たくさんの品物を店頭に並ならべた小太りな雑ざつ貨か屋やの店主にである。店主は、ぼんやりと店前に立って、眠ねむたげに煙草たばこを吸う。

「すいません。私、買いたいものがあるんですけど」

　少女は店主の脇わきで、ネジ巻き人形かテープレコーダーのように、同じ言葉をあきもせず繰くり返す。

　廃はい都と・香港ホンコン。新しん九龍クーロン区く。

　左右に崩くずれかけたビルの立ち並んだ、密みつ林りんのように鬱うつ蒼そうとした繁はん華か街がい。

　そんな中で少女は、どうにも浮ういた存在だった。

　年ねん齢れいは一〇歳さい以下だろう。店主の腹までにしか頭が来ていない。

　カールした金色の髪かみと、くりくりと丸い目。着ている服は、今時珍めずらしいホワイトのドレスである。フランス人形のように可愛かわいらしくて、放っておけば、一時間以内に三度はさらわれそうだった。

　鮮あざやかな原色の陽ひ射ざしが、真上から路ろ地じを照てらしていた。看かん板ばんや鉄てつ枠わくが頭上でひしめいた繁華街の中で、ちょうど空の開ひらけた場所だった。

「暑あついなぁ……」

　奈生は足を止め、額ひたいにかかった前まえ髪がみを搔かき上げ、空へと視し線せんを持ち上げた。

　眼が潰つぶれるほどに眩まぶしい。

　真夏の昼間だった。

　有あり本もと奈生は、背中に三つ編あみの銀ぎん髪ぱつを伸のばす。背は高いが、体の線は細い。ショートパンツから覗のぞいた脚あしはすらりと長く、シャツから出た腕うでも同じだった。すっきりまとまった顔は中性的で、男女どちらにも見ることができたが、初対面の人間はほとんどが彼のことを女だと勘かん違ちがいする。

　ただ、そうはいっても、奈生が人間だと勘違いする者はいない。

　天使特とく有ゆうの光を含ふくんだ銀髪と瞳ひとみ、そして日焼けをすることのない真っ白な肌はだは、奈生も有している。

　奈生は天使──

　──世界でそう呼ばれる存在の一人だった。

　二〇年前、世界を打ち滅ほろぼした〝鉄てつ槌つい〟の後、天使は翼つばさを失い、〝楽園〟より大地へと追つい放ほうされた。そして、人間と天使は世界崩ほう壊かいの責任を巡めぐって争いをはじめた。争いは激げつ化かの一いつ途とをたどっている。

　ただ、そうはいっても、世界政治から完全に隔かく絶ぜつされ、力と混こん沌とんとが支配する香港であれば天使も普ふ通つうに街を歩くことはできた。

　普通に歩く──嫌きらわれていることに臆おくしない胆たん力りよくと、あらゆる厄やく災さいを自力で処しよ理りできる力を有ゆうしていればだが。

「ねえ、どうしたの？」

　奈生は、普通に香港で暮くらせる天使の一人だった。

　少女の元に歩いていってたずねた。

　後ろからかけられた声に、少女が振ふり向いた。

　奈生の白はく貌ぼうをあどけない目で見上げる。

「やあ」

　奈生は軽く折った膝ひざに手を載せ、少女に視線を近づけて屈くつ託たくなく笑った。

　……天使だし、嫌きらわれるか逃にげられるかするかな。

　と、奈生は内心で思う。

「こんにちは」

　意外にも少女は、驚おどろいた様子なく平へい然ぜんと挨あい拶さつを返してきた。

　いくら香港であれ、天使は人間に歓かん迎げいされる存在ではない。

　少女の反応は本当に意外だった。

　奈生があっけにとられていると、

「どうしたの？　おねえさん」

　逆にたずねられた。

「俺、おねえさんじゃないけどねー」

　笑って、奈生は少女の前にしゃがむ。これでようやく、目の高さは同じだ。

「じゃあ、誰だれ？」

「奈生。君は？」

「私はアリアン。アリアン・ヴァン・マールバッハ」

「へー。アリアンでいい？」

「うん、いいよ。おねえさん」

「なーお」

「奈生？」

「うん。で、アリアンはなにを買いたいの？　なんか食べもの？」

「クリスマスツリー」

　アリアンは真ま顔がおで言った。

「ん？」

　奈生がきき返すと、

「クリスマスツリー」

　もう一度、言う。

「っていうと、新しい食べもの？　あ、わかった！　アイスクリームでしょ？」

「食べものじゃなくて、クリスマスの日に応おう接せつ間まに飾かざるものよ」

「へえ。……アイスじゃないんだ」

　奈生は念のために、

「……じゃあ。もしかしてタイヤキとか？　タイヤキだったら、俺、いい店知ってるんだけど──」

「食べものじゃなくて、クリスマスの日に応接間に飾るものよ」

　少女は、いたって冷れい静せいに繰くり返した。

「ふーん。変わってるね」

「どうして？」

「だって」

　と、奈生は光に満ちた青空を見上げて、「──真夏だし。ああ、なるほど。だから相手にされていないんだ」

　奈生は陽よう気きに笑う。

　ギョロリ──店の親父おやじが敵てき意いも顕あらわに目を向けてきた。

「おい天使。俺おれはァな、はっきり言っておまえらは嫌きらいなんだよ。目め障ざわりだからしゃべるならよそでしゃべれ」

「はいはい」

　奈生に喧けん嘩かをする気はなかった。

　素す直なおに立ち上がると、

「行こうか？」

　アリアンの小さな肩に、優やさしく手を置いた。

「うん」

　アリアンは素直に、奈生の隣となりに並ならんで繁華街を歩いた。

「………」

　肩に触ふれて、奈生は気づいた。触さわった瞬しゆん間かん、ドライアイスとも氷ともちがう冷たさが指から脳のうにまで伝わった。よく見ればアリアンの体は、真夏のまばゆい光の中で、比ひ喩ゆではなく本当に透すけているようだった。

　奈生は天使。

　かつて天使は、──〝楽園〟を追放されて大地に墜おちる前、死者の魂たましいを天界へと誘いざなう役割も担になっていたという。

　だから、見えているのだろうか……。

　よくわからないけど、うん。

　奈生は気にしないで、

「ねえ、で、どうしてクリスマスツリーなの？」

「家に飾るのよ」

「飾る？」

「お父さんとお母さんと、みんなでパーティーをするの。だから、パーティーのためにクリスマスツリーがいるの。私、今け朝さ、カリフォルニアの神しん官かん院いんから戻もどってきたばかりなんだけど、家にクリスマスツリーがなくて驚おどろいたわ。それで、パーティーがはじまる前にこうして町にまで急いで買いに来たの」

「へー」

　なんとなくの事情はわかった──気がした。

「ねえ、奈生。売っている店は知っている？」

「ああ、もちろん」

　奈生は安やす請うけ合いして、少女を顔なじみの店に連れて行った。

　裏通りの一角──〝万まん漢かん堂どう〟

　金さえ払はらえば天使にも良りよう質しつの品を売ってくれる店だ。店てん舗ぽこそ薄うす汚ぎたない漢方薬屋で薬草しか棚たなに並んでいないが、裏庭の地下倉庫には武器から〝鉄てつ槌つい〟以前の遺い産さんまでいろいろなものが保ほ管かんされている。

「ういっす、ロンさん」

「おう、美人天使か。今日はなんだ？　また武器か？　ならちょうどおめぇに売ってやろうと取っておいたもんがだな──」

　エプロン姿すがたの白はく髪はつ老ろう人じんが品物を取りに行こうとする。

「今日は違ちがうんだ。実は、クリスマスツリーを買いに来たんだ」

「はぁ？　神に見み捨すてられて〝鉄槌〟を食らったこの世界で、今さら誰だれのなにを祝しゆく福ふくする気だおめぇよ」

　ロンは思いっきり苦にが虫むしをかんだような顔をしたが、奈生がにこやかにほしいものを繰くり返すと裏庭へ出て行った。

　二〇分後、

「ほらよ」

　と、高さ五〇センチのクリスマスツリーが板張りのカウンターに乗った。プラスチック製の常じよう緑りよく樹じゆだ。飾り物は、一番上のきらきらした星を含ふくめて、点てん滅めつする豆電球までちゃんとついている。

「へえ、けっこうきれいだねー。うん、どう？」

「違う。これは偽にせ物ものよ」

　アリアンはあっさりと言った。

「偽物？」

「本物は、ちゃんとした木でできているもの。これは子供の玩具おもちやよ。パーティーに使えるものじゃないわ」

「だって。ほら、早く」

「はぁ？」

「あ、そっか。えーとね、これは偽物だから本物を持ってきてってことです」

「本物っていうとあれか？　もみの木ってことか？」

「もみの木でいいの？」

　奈生は、横に立っている小さなレディにたずねた。

「もみの木なら文句はないわ」

　と、アリアン。

「うん。じゃあ、ロン、もみの木でよろしく」

「出てけ」

　ロンはそっけなく手を振ふった。

「ん？」

　奈生は目を丸く見開いた。

　これをロンは、からかわれたと思ったのだろう。

「出てけ！　おめぇ、それ以上おちょくりやがると真しん剣けんにぶち殺すぞ！　なにがクリスマスツリーだふざけやがって！　考えてみりゃあ、今は真夏だ！　真夏にクリスマスなんてするやつがいるか！」

　顔を真っ赤にしたロンが銃じゆうを取り出す。

「うはぁっ」

　奈生は慌あわてて店から出た。

　店先でも追い立てられ、ようやく角を曲がったところで一息をついた。

「ふう。あのじーさんも、怒おこることないのにね」

「そうね。なにを怒ったのかな」

「さあ」

　アリアンは息すら切らさず、しっかりついてきていた。
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「あれ、奈生じゃねぇか」

　と、そこに、奥おくの路ろ地じから、見み覚おぼえのある二人の青年が姿を見せた。

　声をかけてきたのは、百もも川かわ康やす貴たか。

　いかにも喧けん嘩かっ早ぱやそうな、尖とがった面つら構がまえをしている。やや短いズボンにタンクトップという姿だった。

　片手をズボンのポケットに突っ込み、細身の体ながら、そこいらのチンピラと同じように肩で風を切って歩いている。

「可愛かわいい子を連れているな」

　そう声をかけるもう一人は、同年ながら大人おとなびた顔立ちをした三み輪わ芹せり也やである。

　こちらはワークパンツにシャツという格かつ好こう。すらりと立つ姿は、なんともスマートに決まっている。

「二人とも、どうしたの？　揃そろって街にいるなんて珍めずらしいね」

「ちょっとした依い頼らいでね。何人かチンピラをノしてきたところさ。そっちこそデートとは珍しいな」

　奈生は、この二人と一いつ緒しよに暮くらしている。

　二人もまた天使。

　古くからの仲間であり、家族のような存在だった。

「あれ、このガキ──」

　しかめっ面つらで近づいてきた百川が、不ぶ躾しつけにアリアンの顔を覗のぞき込んだ。

　アリアンのおでこをペチンと指で弾はじく。

　その指を見ながら、

「おい、芹也」

「こら百川！　なんてことするんだ！」

　アリアンを引き寄せて、奈生はカンカンに怒った。

「ああ……」

　芹也は腕うで組ぐみしてアリアンを見つめる。と、奈生に顔を向けて、

「──この子、あれか？」

「あれだよ！　悪い!?」

「いや、悪くはないが……。また珍めずらしい彼女だな」

「まあね」

「っ！」「うおいてっ！」

　下ではアリアンが、仕し返かえしとばかりに油ゆ断だんした百川の脛すねを蹴けった。

「このガキっ！」

　百川は摑つかみかかろうとするが、それは奈生が許さない。

　アリアンを抱だきかかえて百川の猪ちよ突とつをかわした。背中の三つ編あみが揺ゆれ、ふわりと陽ひ射ざしに輝かがやいた。

「大だい丈じよう夫ぶだった？　あのお兄さんは恐こわいねー」

「ああいう野や蛮ばん人じんは嫌きらい」

「おいこらあのなあっ！」

「奈生は大好き。綺き麗れいで優やさしいから」

　ぴくりとも笑わないが、アリアンはそんなことを言った。

「ありがとう」

　奈生はアリアンをひび割れた石いし畳だたみの路みちに下ろす。

　アリアンは、まじまじと奈生を見上げた。と、視線を下ろし、奈生のショートパンツに掌てのひらを当てた。

　すりすり。もみもみ……。

「あんっ」

　思わず奈生は色っぽい声を漏もらす。

「もうっ！　アリアンっ！　ど、どこ触さわってんのさ！」

「………」

　アリアンは再ふたたび奈生を見上げ、

「おねえさん？」

「おにいさんだよ、俺は」

「……上はないけど、下はあった。……おにいさん？」

　アリアンは、じーっと奈生の腰こしのあたりを見つめる。

「なんかクイズみたいだね」

「正解した？」

「ピンポーン」

　奈生がひとさし指を立てて涼すずやかに微笑ほほえむ。

「正解した」

　アリアンは視線を持ち上げると、嬉うれしいとわかる程度に口元を緩ゆるめた。

　奈生は気を取り直して、

「行こうか。まだ店はあるから、クリスマスツリー、きっと見つかると思うよ」

「うん」

　アリアンは奈生の手を取った。きゅっと握にぎる。

　奈生は、ちょっと照てれた笑みを浮うかべながらも小さな手を握にぎり返した。

「はは……。なんか変な感じだな」

　嬉しそうに、小さく一人で笑う。

「どうしたの、奈生」

「ん？　だってさ、俺、人間と手をつなぐなんてはじめてだよ」

「どうして？」

　アリアンは素す直なおにきいてくる。

「どうしてかなあ……。ね、どうしてなんだろうね？」

「知らない」

　興きよう味みなさそうにアリアンは前を向いた。

「俺も知らなーい。──行こっか」

「うん」

「あ、そうそう」

　奈生は笑顔で振ふり向いて、

「二人とも、特に百川はすっごいジャマだからついてこないでねー♪」
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　取り残された芹也と百川は、表通りに戻もどっていく二人をぽかんと見送った。仲の良い姉し妹まいのようだった。

「……なあ、芹也。あのガキって、いわゆるあれだよな？」

「だと思うが……」

「奈生の奴やつ、どうなってるんだ？　なんか、メチャ仲良さげだけど。クリスマスツリーとか言ったな」

「クリスマスか──」

　芹也は腕組みすると難むずかしい顔で、

「クリスマス……一種の軍暗号なのかもしれない」

「あぁ？　冬のあれだろ」

「今は夏だ。見ろ、おまえなんて汗あせかきまくりじゃないか」

「まあな……」

　百川は、筋きん肉にくの浮うき出た自分の上じよう腕わんを見た。白しろ肌はだが汗で照てり輝かがやいている。

　芹也は思し考こうをつづける。

「クリスマスといえば、〝鉄槌〟が落ちた日か。まさか管理団が、天使の掃そう滅めつ作戦を香港ホンコンで決行しようとしているんじゃないのか。奈生は、あの娘むすめに騙だまされて、最初の被ひ害がい者しやにされようとしている……」

「マジかよ！」

「……わからんが、とにかく後をつけよう」

「軍隊どもがよ──。もしもいやがったら、全員ぶちのめしてやる」




　二人は早速、奈生の尾び行こうをはじめた。

　奈生にしてみれば、これがひたすらうっとうしい。奈生は知ち覚かくが鋭えい敏びんなので、背後にひしひしと気配を感じる。

「もうっ！　二人ともなにしてんのさ！　なんの遊びだよそれは！」

　我が慢まんできずに振り返って叫さけべば、──さっと脇わきの路ろ地じ裏うらに潜ひそみ、あくまでいないふりを決め込む。

　と、路地にいたチンピラが百川にいちゃもんをつけたのか、百川の怒ど号ごうと共に一〇人のいかにも柄がらの悪い若者が「ぐわっ」とか叫びながら表に吹ふき飛ばされた。

「二度と来るんじゃねぇぞ！　ここは俺の一時的隠かくれ家が決定なんだよ！」

　百川は、通りの真ん中でチンピラを怒ど鳴なり散らす。

「お、覚えてろ天使！」

　捨すて台詞ぜりふを残してチンピラたちが逃げる。

「ふう」

　息をついて、百川は路地裏に戻った。

「アリアン、ちょっと待ってて。害がい虫ちゆうを始し末まつしてくるから」

　アリアンに微笑ほほえみかけ、奈生は大おお股またで百川のところに歩み寄った。怒ると可愛かわいくなってしまう悲しい性さがの顔ながらも、

「なんのつもりだよ！」

「お。なぜ、俺の完かん璧ぺきな隠れ身を見破ることができた!?」

「バレバレだよ！　俺のデートを邪じや魔まするなんて酷ひどいじゃないか！」

「ちょっと待て。俺は、おまえの身を案あんじてだな」

「うーそーだ！　どうせ俺をからかってるんだろ？　俺だって怒る時は本気で怒るってとこ見たい!?」

「あ、いや待て……。おーい、芹也！」

「なんだ百川。見つかったのか」

　仕方なく芹也は、放置されていたドラム缶かんの中からひょっこりと首を出した。

「だから、バレバレだって！」

「しかし奈生。おまえは騙だまされているかも知れないんだぞ」

　芹也は真ま顔がおで言う。

「誰だれに？」

「あの子にだ。なにしろ人間だ」

「人間っていっても、正確には人間じゃないだろもう」

「……それはそうだが。しかし、クリスマス作戦がだ」

「おう！　恐おそるべき兵器がだ！」

「はぁ？　なにそれ」

　かくかくしかじか。芹也と百川は、交こう互ごに見けん解かいを述のべた。

「はぁ……。もう」

　それをきいた奈生は、がっくりと肩の力を落とす。

「心配してくれるのは嬉しいけど、あの子はそういうんじゃないよ。だいたい人間には見えていないってば」

「見えていない……か。みたいだな」

　今さら芹也は気づいた。芹也は、コホンと息をついて、

「で、なにをしているんだ？」

「クリスマスツリーを探しているの」

　奈生は早く、次の繁華街へとつづく交こう差さ路ろのど真ん中で突っ立っているアリアンの元に戻りたかった。

　百川のせいで、付近の住民が姿を現あらわしはじめている。すでに繁華街は抜けていた。今いるのはマフィアが縄なわ張ばり争いをつづける香港でも危き険けんな区く域いきだ。通り過ぎるだけなら特に危険はないが、騒さわぎを起こせば大事になる。

　奈生自身のことはともかく、まさか万が一、本当にまさかだが、しかし万が一にもアリアンが襲おそわれでもしたら──。

「夏なのにか？」

「パーティーにいるんだって。いいだろ、それがあの子の望みなんだから。俺は叶かなえてあげたいんだよ」

「なら一いつ丁ちよう、俺らも手伝ってやるか」

　住民の殺さつ気きなどまるで意に介かいさず、百川はうなずいた。

「ま、暇ひまだしな」

　……ほらみろ。

　……結局はそれが本ほん音ねじゃないか。

　奈生はげんなりと思った。

　とはいえ、どうせ断ことわってもついてくるだけなので、──それは、いつもの行動から確かく実じつに理解できる。

　奈生に人のことは言えないが、二人も好こう奇き心しん旺おう盛せいなのである。

「邪魔だけはしないでよ」

「わかってるって。俺はおまえ、思し慮りよ深ぶかい男だぜ？」

「……そーゆー百川が一番恐こわい。俺は」

　顔いっぱいに不ふ機き嫌げんを広めつつ、奈生は二人に三つ編みの流れた背中を向けた。

　そして案あんの定じよう。

　言った早々、百川は「行くぞクソガキ」とアリアンの頭を叩たたき、奈生は顔を赤くして怒るのであった。
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　それから時間は、あっという間に過ぎた。

　奈生は精せい力りよく的てきに多くの店を回った。

　百川は店ごとにイチャモンをつけ、精力的に喧けん嘩かを吹ふっかけた。

　と、百川はまあいいとして。

　これが武器であれば、流りゆう通つう経けい路ろに鼻を利きかせて目的のものを見つけるために効こう率りつ的てきな行動を取ることができた。

　しかし、普ふ段だんは香港で見ることのない、しかも実用品ではなく、嗜し好こう品ひんと呼ぶにもやや難なんのある品では、さすがに奈生の鼻も利かない。

　神に滅ほろぼされた世界──

　復ふつ興こうを遂とげた大都市の住民ならともかく、廃はい都と・香港の住民は誰も聖せい者じや降こう誕たんの日など祝いわおうとはしない。

　むしろ、呪のろわれた行事。

　クリスマスという言葉をきくだけで、嫌けん悪おを顕あらわにする人間も多かった。

　二〇年前。

　その日に、〝鉄槌〟は打ち下ろされたのだから。




「ほれ、これアルね！　見てみるといいヨ、この完かん璧ぺきなツリーぶり！　今なら現金一いつ括かつでたったの──」

「……ちーがーう」

　出てきたのは、見み事ごとな枝ぶりの盆ぼん栽さいだった。

　希望を託たくした店で渾こん身しんの空から振ぶりを食らい、途と方ほうに暮くれて店の外に出ると夕暮れの長い光が奈生の頰ほおを照らした。

　瓦が礫れきの散らばった土面の向こうに、雄ゆう大だいに弧こを描えがく水平線が広がっていた。

　海だ。

　だから陽ひ射ざしが、斜ななめ下からダイレクトに伸のびてきていた。

　麓ふもとの繁華街から離れた、小高い丘おかの中腹。

〝鉄槌〟で業ごう火かに包まれて以い降こう、樹木の生えることのなくなった前時代の墓はか場ばとも言える不毛の禿はげ地ちだった。崩くずれたコンクリートの建物や掘っ立て小屋に、いくらかの怪あやしげな人間が住んでいる。

「安心しろ。アルヨ野郎はのしてやったからよ。次から次へとインチキアイテムばっか出しやがってな」

　百川の言葉は慰なぐさめにもならない。

「なかったね」

　奈生の手を握にぎるアリアンが、特に感情のない声で言った。

「うん……」

「ここが、最後の店なんだよね？」

「……うん」

　奈生には、もう香港で探さがす当てがなかった。

「なら、この町にはないのね」

「まあ、三日で先生が手配してくれるというんだ。今日きようはもういいだろう」

　芹也が奈生の肩を叩たたく。

「ダメだよ！　今日じゃないと！」

「どうして？」

「だって──。今日、探してるからに決まってるだろ！」

　奈生は必死に叫んだ。

　百川は欠伸あくびを漏もらし、

「べつにいいだろ、三日ぐらい。あーあ。もう俺は足が棒ぼうになりかけだぜ。芹也、今日の晩ばん飯めしはなんだ？」

「まだ用意してないよ」

「げっ！　マジかよ！」

「しゃーないだろう。今日はこうして歩いていたんだから」

「………」

　奈生はアリアンにちらりと目を向けた。

「……三日後にも来られる？」

「わからない」

「じゃあ、あとちょっと頑がん張ばろうか。きっと、どこかにあるだろうし」

「ううん。もう帰る」

「……帰る、の？」

「時間だから」

　そういうとアリアンは、奈生に背中を向けてすたすたと歩いた。

　瓦が礫れきを踏ふんで歩いても、アリアンは足音を立てない。夕暮れの光が一面に射し込んでいるのに彼女に影かげはない。

　揺ゆらめいた金きん髪ぱつ。揺ゆらめいた白いドレス。

　希き薄はくな色。

　アリアンを構こう成せいするすべてが、長い波は長ちようの光の中に溶とけていくようだった。

「でも──、次にまた来られるか、わからないんでしょ？」

　奈生は、アリアンの背中にたずねた。

「うん」

「だったら探そうよ！」

「ううん。もういい。ありがとう、奈生」

　振り向かずに言う。

「ダメだよ！　ちゃんと探さなきゃダメだっ！」

「どうしたの……？」

　ごく普通の様子で、アリアンが振り向いた。

　奈生は駆かけ寄よって間近で訴うつたえた。

「だって、パーティーだろ？　パーティーなら絶対にツリーはいるよ！　でないと場が締しまらないじゃないか！　大だい丈じよう夫ぶ！　俺に探せないものなんてないから！　うん、あと一時間もあれば絶対に──」

　そこで、奈生の言葉は途と絶だえた。

　背せ伸のびしたアリアンが、いっぱいに腕を伸ばす。小さな手が、少し前かがみになっていた奈生の頰ほおに触ふれた。

　奈生は、口をくしゃくしゃにしてポロポロと涙を流していた。

　水平線の隅すみに、太陽が消えようとしていた。

　と、そんな時だった。

「おいコラ天使ども！」

　優やさしい空気を台だい無なしにする濁だみ声ごえが、突とつ然ぜんに響ひびいた。

　五メートル離れた背後──山やま積づみになった瓦が礫れきの陰かげから男たちが現れた。どいつもこいつも凶きよう暴ぼうを絵に描かいた面つらをしていた。中央にいたトサカ頭の男が、ピストルを一行に向けてにやついた笑えみを浮うかべる。

「──おい、さっきはよくも、俺らの縄なわ張ばりで好き勝手やってくれたなァ」

「ああ、テメェらか」

　百川がぶっ飛ばした連中と、その仲間たちだった。

　ざっと三〇名。

「そうよ。俺たち毒どく蠍さそり団だんの恐こわさを、これからたっぷりと教えてやるぜ？　ニヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒ」

「おもしれぇ、やってみろ」

「おっと動くんじゃねぇぞ。テメェらはこれからいたぶり殺されるんだからなァ」

　チンピラたちの銃口が、歩み出た百川に集まる。

「なあ──、奈生」

　百川は、肩かた越ごしに奈生に言った。

「少しだけ、かくれんぼするか？　クソガキと一いつ緒しよに三〇だけ数えろよ」

「一〇で十分だろう」

　笑って、芹也が百川の横に並んだ。

　奈生からは反応がない。

「奈生」

　百川が優しく呼びかけた。

「あ」

　奈生は我われに返り、目にたまった涙を手の甲で拭ぬぐった。

　アリアンが間近で奈生を見上げていた。

　奈生は、差し伸べられていたアリアンの手を握ると、──透すけてしまったけど、握るように振ふる舞まい、

「んじゃ、俺たちは鬼おにだね」

　陽気なステップでアリアンの後ろに回った。

「かくれんぼ？」

「そう。アリアンは鬼だから、今は目を閉とじるんだよ、いい？」

「わかった」

　閉じたアリアンの目に、奈生は掌てのひらをかぶせた。

「行くよ。百川、芹也」

「りょーかい」「俺も準備は万ばん端たんだ」

「あー!?　ナめてんじゃねぇぞ！　こっちはなァ、銃だ銃！　テメェら天使だって撃うたれりゃ死ぬってこと忘れてるんじゃねぇぞ！　あーコラ！　忘れてんなら、まずはそのことから思い出させてやろうかァ!?」

　奈生は、できるだけ元気に、陽気で明るい声を出した。

「いーち」「にー」

「さーん」「しー」

「ごー」「ろーく」

「ひーち」「はーち」

「きゅう」

「じゅーう」
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　アリアンが目を開ければ、もうどこにもチンピラはいなかった。

　みんな、綺き麗れいさっぱり消えていた。

　振り向いた百川がニッと笑い、〝純じゆん粋すいなる力の結けつ晶しよう〟をまとった手で奈生にピースサインを出した。

「見つけた」

　アリアンが、百川と芹也を指差す。

　横に回った奈生に透すき通った蒼あおい双そう眸ぼうを向けた。

「じゃ、俺たちの勝ちだね」

「勝ち？」

「ああ。二人はバカだから、どこに隠れていいかわかんなくて、あたふたするうちに時間切れになっちゃったんだよ。だから、かくれんぼは俺とアリアンの勝ち」

「勝ったね、奈生」

「勝った勝った」

　二人は笑顔を交かわし、それから、自然に身を返した。

　雄ゆう大だいな水平線を見つめた。

「あのなあ！　誰がバカだ誰が！」

　百川の怒ど鳴なり声が後ろからきこえたような気もしたが、奈生は完全に無む視しする。

「あー。今日は楽しかった」

　奈生は大きく背せ伸のびをして、紅にじ色いろの空気を吸すい込んだ。

　あきらめ……。

　ではないけど、ある意味の覚かく悟ごは決まった。

「ありがとう、アリアン。また今日みたいに、町で会えるといいよね」

「それはないと思う」

「どうして？」

「だって今日は、神さまがくれた特別な日だったから」

「……神さまが、そう言ったの？」

「ううん。でも、わかった。私がすごくパーティーをしたかったから、一度だけチャンスをくれたのよ」

「パーティーが、お父さんとお母さんと、一いつ緒しよにできるように？」

「うん」

「そっか──」

　涙に負けないように奈生は微笑ほほえんだ。なんとなくわかっていたことだったから、もうたずねはしない。

　紅あかい空。日が沈しずんでいく。

　もう太陽は、ほとんど水平線に残っていなかった。

　アリアンの手が、奈生の手に触ふれた。伝わる波は動どうで奈生は気づいた。最初に触れた時は冷たく感じたのに、今はもう、夕日と同じように温あたたかだった。風になびいた金きん髪ぱつがさらさらと心地ここち良よく揺ゆらめいていた。

　奈生は、あと少しだけ涙をこらえようと、海原うなばらに視し線せんを下ろした。

　と──。

　穏おだやかな海に、消えかかった太陽から光が伸びた。

　一ひと筋すじの光だった。

　光を受けた海原が金色に輝いていく。

　遥はるか彼方かなたの一点から、奈生たちのいる際きわまで。まっすぐに伸びて、そして、閉とじたパラソルのように広がった。

　それはまるでクリスマスツリーのようで……。

　奈生はびっくりすると同時に嬉うれしくて、

「アリアンっ！　ほらっ！」

　隣となりに立っている金髪の少女に、海を見るように促うながそうとした。

　した──。

　──そうしたかった。

　だけど、

　できなかった。

「……見たよね」

　奈生は一人で海原を見つめながら、一人で笑い、一度だけ目をこすった。

　涙を拭ぬぐうと、もう海原にツリーはなかった。

　日は沈しずみ、夜が近づく。

「ねえ、芹也」

「なんだ？」

「カリフォルニアって、北米だよね？　二〇年前、海の底に沈んだ。もう、今の世界には存在していない土地──」

「ああ、そうだが……。それがどうかしたのか」

「ううん、なんでもない。

　──帰ろうか」

　奈生は笑顔で、後ろで黙だまって待っていてくれた二人の友人に言った。

「ああ」

　芹也は優しくうなずいた。

　百川はいつもの調子で、

「そーだな。かなり腹も減へったことだし」

「ねえ、芹也。今日の夕飯ってなに？」

　奈生はぴょんと跳はねて二人に近づくと、腕を背中に組んで前かがみになり、愛あい嬌きようのある顔で下から覗のぞくように芹也を見た。

「まだ未定だ」

　いつもの奈生だった。芹也は肩をすくめた。

「なら、今日はアレにしようか？　ケーキと、なんだっけ──えーと、牛の丸焼き？　うんたしか、牛の丸焼き！」

「……牛の丸焼きって、いくらなんでも食べきれないぞ」

「いいじゃん、食べきれなくても。おーし！　今夜は牛の丸焼きだ！」

「いや、なにはともかく丸焼きは売っていないだろ……。せめて豚ぶた──鶏とりくらいにしといたらどうだ」

「おーし！」

　奈生は一人で盛もり上がる。ふわりと宙ちゆうに舞まった。

「ほら、早く行こう！　探せばどっかで買えるかも知んないよ！」

　天使は空を飛ぶことができる。

「……どうする、芹也」

「とりあえず、付き合ってやるか」

　買えるとは思えないが、百川と芹也は顔を見合わせ、苦く笑しようし、奈生につづいて空へと飛び上がった。

　奈生は空中で二人を待つ間、少しだけ水平線を見つめた。

　どこからか生まれた風が、奈生の頰ほおを撫なぜるように通り過ぎる。

　暖あたたかくて、冷たくて、なんともくすぐったい感かん触しよくだった。

「奈生、行かないのか？」

　麓の繁華街へ向かおうとした芹也が、動かない奈生にたずねた。

　芹也と百川は、もう随ずい分ぶんと下りている。

「あ、行く行く！」

　銀色の三つ編みをなびかせ、奈生は二人の後を追った。
















　第四話　レッドローズ
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　広い庭を見み渡わたせる自室の窓まど辺べで、少女はオルゴールをきいている。

　輝かがやく緋ひ色いろの髪かみをリボンでまとめた、今年で一五歳さいになるワンピース姿すがたの少女である。大きな目がまばたきする白はく貌ぼうには、天使特とく有ゆうの完成された美と共に、咲さいたばかりの花に似にた愛くるしさがあった。

　少女は、緒お原ばら彩さい。

　世界でたった一人の白い翼つばさを持った天使として、人間の都みやこ・東京で平和に温おん厚こうに毎日を暮くらしている。

　彩は、世界で天使と人間が争っていることを知っている。自分がその戦せん禍かに巻き込まれて独ひとりぼっちとなり、今の育ての親に拾ひろわれて東京に来たことも知っている。だけど平和な毎日の中で戦争の実じつ感かんはなかった。

　昨日きのうの夜も彩はパーティーに出て、たくさんの人間と仲良くおしゃべりした。

　みんな、自分のことを好きでいてくれて、嫌いやなことなんて言わない。

　本当に平和で、笑顔に満ちていて、──彩は息が詰つまりそうだった。

　最近はだから、よく空を見ている。

　真まっ青さおな空は、窓の向こうにどこまでも広がっている。手を伸のばせば届とどきそうだけど伸ばしても届かない。

　彩は天使だけど、空は飛べない。外出もしちゃいけないことになっている。

　理由は、わかっている。自分の安全を守るためだ。

　だから大人おとなしく、みんなに迷めい惑わくをかけないために、飛びたい気持ちを我が慢まんして部屋の中でオルゴールをきいている。

　オルゴールは、もうずっと昔むかし──

　東京に来たばかりの頃ころ、大好きな育ての親にもらったものだ。

　あの頃は本当に、右も左もわからないで彩は怯おびえてばかりだったけれど、この音ね色いろが心を癒いやしてくれた。

　本当に……彼には昔からお世せ話わになってばかりだった。

　この部屋も、服も、みんな彼がくれた。

　感謝している。

　ふとカレンダーを見れば、今年もまた東京に来た記念日が来ようとしていた。

「そうだっ！」

　彩は名めい案あんを思いついた。部屋を出ると、廊ろう下かをぱたぱたと走り、リビングでくつろいでいた義ぎ理りの父親に言った。




「ねえ、緒原。あたし、ちょっと外に行きたいんだけど」

「どうしたんだい？」

「お買い物」

　腰こしのうしろに手を組んで、えへへと笑う。育ての親──緒原辰たつ弥やは、読んでいた新聞を折りたたんでテーブルに置くと、

「では、今度の休みの日に警けい備び体たい制せいを組むから、その時に行こう」

「ううん。今度は、あたし一人で行きたいの」

「それは駄だ目めだ」

「どうして？」

「君は狙ねらわれる身分だからだ」

「平気だよ。あたし、なにかあったら逃にげるから。ね、一回だけでいいの」

「駄目だ」

　緒原は繰くり返し、長い銀ぎん髪ぱつを揺ゆらめかせて立ち上がった。

　彼は天使だが、同時に〈進しん化か種しゆ〉と呼ばれる。すべての遺い恨こんを忘れ、人間側に与くみした天使という意味だ。

　ただ、その事実は天使の美を損そこなわせるものではない。

　むしろ緒原には人間社会で磨みがかれた優ゆう雅がさがあり、何気ない仕し草ぐさのひとつひとつが彼の美をさらに際きわ立だたせていた。

「……どうして？」

　彩は、信じられないといった顔でまばたきして問いかけを繰り返した。

「駄目だ」

「お願い。大切なものを買いたいの！」

「なにを買いたいんだい？」

「……言えない」

「言いなさい。ほしいものがあれば、私の方で準じゆん備びしておくから──」

「だって──。だってあたしが買いたいものなんだもん！　あたしだって、一人でお買い物くらい行けるもん！」

「駄目だ」

「…………」

　彩は、ぷうと頰ほおを膨ふくらませて、拳こぶしを握にぎりしめて、背中の小さな翼つばさをばたつかせて怒いかりも顕あらわに緒原を見み据すえた。

　だけど育ての親は、顔を逸そらしたまま愛まな娘むすめの方を見ようともしない。

「──いいもん！　あたし行くから！」

　その後は大おお騒さわぎだった。

　無む理り矢や理り出て行こうとする彩をメイドたちが懸けん命めいに引き留とめ、押おさえ、部屋に連れ戻もどして出られないように鍵かぎをかけた。

　気持ちの収おさまらない彩は、部屋の中でわめくわ叫さけぶわ。

　最後には泣き出して……。

　後はずっと、部屋に閉とじこもってしまった。
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「ハァ──」

「どうしたんですか、室長。珍めずらしいですね、ため息なんて」

　横から顔を覗のぞき込んでくるのは、真しん成じよう寺じ綾あや瀬せ。

　若いが優ゆう秀しゆうなスタッフである彼女は、スーツの上から白衣を着て胸には二冊さつのファイルを抱かかえていた。

「いや、なんでもない」

　前まえ髪がみを押し上げ、緒原は物もの憂うげに言った。

　彼は今、自みずからが責任者を務つとめる職しよく場ば、地球環かん境きよう調ちよう査さ室しつにいた。仕事中だというのに彩のことばかり考えている。

　自然と、今日は朝からため息ばかりをついていた。

　綾瀬は羨せん望ぼうの眼まな差ざしで、うっとりと、

「……本当に、どんなポーズを取らせても室長って決まりますよねえ。ああもう、カメラを持って来ればよかった～。いやんっ」

　彼女は人間である。天使とはちがい、小こ麦むぎ色いろの肌はだと軽く脱だつ色しよくした髪かみ──明るく活動的な雰ふん囲い気きを持っていた。化け粧しようは濃こい。紅くれないの唇くちびると目の下のシャドウが、女っぽさを引き立たせている。耳にはピアスがあった。

　いつも緒原は、綾瀬にはもっと化粧を抑おさえてくるように言っているのだが、彼女は言うことをきかない。

　説せつ教きようをしても、

　──だってえ、室長にアピールしたいんですもの～。

　と、頰に手を添そえて照てれながら言うのだ。……困ったものである。

　ともかく。

　いずれにせよ……。緒原にはどうしても、彩がなぜ、あそこまで一人での外出に固こ執しつするのかが理解できなかった。

「室長、第六区の最終調査報告書類はここに置いておきますね」

「ああ……」

「あと、本日午後二時より緊きん急きゆうのミーティングがしたいと航こう路ろ局きよくの方から連れん絡らくが来ましたので確かく認にんしておいて下さい」

「ああ……」

「室長、私と結けつ婚こんしてくれますか？」

「ああ……」

「きゃーっ！　うそー！　やったー！　じゃあ、書類持ってこなくちゃ～！」

「……ハァ」

「もう、室長。──本当に、どうしたんですか？」

　綾瀬は仕し方かたなく、緒原の背中を優やさしくさすった。

　それでようやく緒原は我われに返かえり、

「ああ、綾瀬君か──」

　と、力なくつぶやく。

「娘むすめさんのことですか？　私でよければ相談に乗りますよ。女は女同士。彩ちゃんも難むずかしい年とし頃ごろですから」

　相談するつもりなど緒原にはなかった。

「遠えん慮りよしておく」

　冷たくあしらい、仕事に意識を集中させようとしたのだが、

「室長」

　と、まるで姉のように穏おだやかに綾瀬に促うながされ、気づけばしゃべっていた。

　よほど行き詰づまって、誰だれかに相談したかったのだろう。──と、しゃべってから緒原は内心で苦笑した。

「そっか……。わかるなあ、彩ちゃんの気持ち」

　綾瀬はしみじみと言う。

「ならば、教えてほしい」

「一晩、デートしてくれますか？」

「…………」

「あはは。じょーだんですよじょーだんっ。彩ちゃん、もう一四歳さいですよね。外に出たい年頃なんですよ。素す敵てきな男の子、素敵な出会い、素敵な恋こい……家の中にいたんじゃできないですからね」

「君の頭の中は、色事ばかりなのかい」

　緒原が呆あきれて吐と息いきをつくと、綾瀬は心外といった顔をして、

「室長。そんなことを言っていては、年頃の女の子は理解できないですよ」

「そうか……」

「まあ、もっとも、彩ちゃんだって自分の立場はわかっているだろうし……男の子と出会いたいから外出したいなんてことはないと思いますけど……。それで質問なんですが、もうすぐなにかの記念日とか、そういうことはないですか？　室長の誕たん生じよう日びとか、お家のだれかの誕生日とか」

「……そうだな。……ないはずだが」

　緒原は、執しつ事じとメイド全員のプロフィールを把は握あくしている。

　考えても、近日中に生年月日の重なる者はいない。

「そっか～。私は、きっと彩ちゃんは誰かへのプレゼントを買いたくて一人で買い物なんて言い出したのかと思ったけど」

「──それで、君はどうすればいいと思う？」

「そうですね──。外出は、やっぱり無理なんですよね？　たとえば、陰かげでこっそりと護ご衛えいをして行くとか」

「……無理だな、時期が悪すぎる。第一、市民に騒さわぎが起こるだろう」

　白き翼の天使は東京市民に神しん聖せい視しされている。迂う闊かつに町を歩けば、救いを求める人々の波で大パニックになりかねない。

「なら、とりあえずは仲直りですね」

「それができれば……苦労はしない」

　だから緒原は、朝からずっとため息ばかりついていたのだ。

　ドアをノックしても、彩は返事をしない。やっと出てきたと思っても、緒原とは決して目を合わそうとしない。

　完全に嫌きらわれた。

　こんなことは、彩と生活をはじめてから初めてだった。

　彩は今まで、わがままなところはあったにせよ、素す直なおで明るくて、緒原に対して反はん発ぱつしてくる子ではなかったのに……。

「喧けん嘩かしちゃった反はん抗こう期きの娘と仲直りするのは、いくら室長が絶世の美男子だとしても本当に大変ですよお」

「……反抗期、か。辛つらいものだな」

「ま、ここはひとつ、同じ女の子の私に任まかせておいて下さい。室長、今日の夜とか時間空あいてますか？」

「ああ、必要があれば──。調ちよう整せいしてみるが」

「なら、空けて下さい。二人でちょっと買い物に行きましょうか。あ、私がデートしたいからではないですよ、念のため。女の子と仲直りするのは、なんといっても素す敵てきなプレゼントが一番っ！」

「そういうものなのか──」

「はい」

　綾瀬は自信満々でうなずくと、

「でも室長、本当に彼女を大切にしているんですね、よくわかります。そうだ！　今度の計画に彼女を連れて行くのはどうですか？　世界の広こう域いき調ちよう査さなんですよね？　女の子は旅行も大好きですから、きっと喜びますよ」

「…………」

「……どうしたんですか、室長」

「いや、なんでもない」

「そうですか。なんだか今、とても深しん刻こくに見えたので。っていうか、ちょっとクールで残ざん酷こくな感じ？　いやーん。室長の裏うらの顔を見てしまったかも～」

　あくまでおちゃらけて身み悶もだえする綾瀬に背を向け、緒原は口元を歪ゆがめた。真実の所在を彼女は知らない。だから、その〝残酷な感じ〟こそが彼の真の顔であることなど思いもよらないのだろう。

　と、ドアが開き、岩のような巨きよ軀くを保安服に包んだ大男が姿を見せた。

「楽しそうだな。いつからここはサロンになったのかね？」

　朱しゆ色いろのサングラスを指で押し上げ、大男がどこか愉ゆ快かいげに──しかし強い威い圧あつ感かんを有した声で言った。

「あ──。失礼致いたしました」

　綾瀬はおどけるのを止やめ、男に敬けい礼れいした。

「君は下がりなさい」

「はい」

　緒原の指示を受け、綾瀬は逃にげるように部屋を出て行く。

　大男──中なか嶋じま信しの武ぶは、すぐに本題に入る。

「例の連中を一人拘こう束そくした。君の家のまわりをうろついていたところを──だ」

「罪ざい状じようは？」

「俺の歩行を妨さまたげた──公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がいだ。すぐに釈しやく放ほうすることになるが、一応、君に報告しておこうと思ってな」

「会おう」

　緒原は部屋を出ると、その足で軍ぐん務む局きよく保ほ安あん部ぶに向かった。
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　拘束されていた男は、名前を多た邑むら令れい一いち郎ろう。

　大学三年生の二一歳である。

　多邑は、よほど腹に据すえかねていたのか、中嶋が部屋に入るや否いなや立ち上がって怒ど鳴なり声を上げた。

「職しよつ権けん乱らん用ようだぞ貴き様さまら！　俺はなにもしていないのに、ただ時間が余あまっていたから散歩をしていただけなのに、どうしてこんな場所に閉とじ込められなくちゃいけないんだ！　訴うつたえてやる！　絶対に訴えてやるからな！」

　そんな男の元に、緒原は銀ぎん髪ぱつを揺ゆらめかせ、無言のまま歩み寄った。感情のない冷たい双そう眸ぼうに晒さらされ、男は怖おじ気づいたのか、

「な、なんだよ──」

　と、後あと退ずさる。そして、次の瞬しゆん間かんには、頰ほおを殴なぐられて体ごと壁かべに激げき突とつしていた。

「な──」

　唇くちびるからぼたぼたと血を流し、男は驚きよう愕がくして眼前の天使を見上げた。

　緒原は表情ひとつ変えず、

「あまり権けん力りよくを舐なめない方がいい。俺は貴様と話をするために来たのではない。貴様に制せい裁さいを与あたえるために来たのだ」

「天使が──生意気な──」

　革かわ靴ぐつで腕うでを踏ふまれ、男は悲鳴を上げた。

「俺は〈進化種〉だ」

　緒原は男の胸ぐらをつかむと、やすやすと持ち上げて力ちから任まかせに壁に押しつけた。

　その様子を、中嶋は部屋の隅すみで黙だまって見ている。

「なにもしゃべらないからな……」

「貴様らが、どうして白き翼の天使の殺さつ害がいを狙ねらっているかなどに興きよう味みはない。貴様らの教団の全ぜん貌ぼうにも興味はない」

「なら……。なにが知りたいんだよ──」

「おまえは神を信じているか？」

　緒原は問う。

「当たり前だ──。全知全能の神がいればこそ、今の我われ々われは在あるのだ──」

「我々とてそうだ。君は、悔くい改あらためるべきだな」

「貴様ら天使が大地に墜おちたのも神のご意い志しであれば我々は受け入れよう。しかし、なればこそ翼の天使は呪のろわれているのだ！　翼の天使などを聖せい女じよに祭り上げれば、神は人間の愚おろかさに二度目の罰ばつを与あたえられるに決まっている！　今度こそ世界の終わりだ！　我々は正義を遂すい行こうするのだ！　貴様らこそ悔い改めよ！」

　中嶋は内心で笑う。緒原に乗せられ、男は自分が〝黒〟であることを前ぜん提ていにしゃべってしまっている。

　緒原は、ここで無む造ぞう作さに男の拘束を解といた。唾つばを吐はこうとした男の頰を、容よう赦しやなく手の甲こうで張はる。ぐにゃりと曲がった男の顔から、血と共に折れた歯が飛んだ。絞しぼられた雑ぞう巾きんのように身をねじらせて男がコンクリートの床ゆかに倒たおれる。

「もういいだろう」

「下らんな」

　緒原は、乱れたスーツの襟えりを整えると、男に一いち瞥べつをくれて部屋から出た。

「容易たやすく誘ゆう導どうしたものだな」

　並ならんで廊ろう下かを歩きながら中嶋は言った。

　背後からは、ようやく安全を確信したのだろう──ドアごしに、多邑令一郎のわめき散らす声がきこえた。

「──あの狂きよう信しん者しやはどうする？」

「せっかく君があそこまで挑ちよう発はつしたのだ。泳がせて、拠きよ点てんを探さぐる」

「そうか」

　世界は神の『鉄てつ槌つい』によって、文明と共に魔ま力りよくという〝力〟を失った。神は、神に近づくことを夢ゆめ見みた人類を見み捨すてたのだ。

　人間は神に許しを請こう。緒原が主しゆ導どうする世界再さい生せい計画──〝コードＷ〟は、だからこそ実行されている。

　そんな中で白き翼を持った天使は、翼を持つが故ゆえに、世界でたった一人、神に愛された存そん在ざいだと世間では認にん知ちされている。

　しかし、ごく一部──その翼こそが神への冒ぼう瀆とくだと叫さけぶ輩やからが存在する。

　彼らは世界の崩ほう壊かいを肯こう定ていし、与えられたこの世界でなにも望まずにあるがまま生きるべきだと主しゆ張ちようする。それこそが神の意志なのだと。

　現げん神しん教きよう団だん──そう名乗る彼らは、今、緒原彩の拉ら致ちを目もく論ろんでいるのだ。

　彼らは〝コードＷ〟のことをいくらか知っている。そして、〝その日〟が迫せまっていることを知っていて、焦あせっている。

「──それにしても、君の先の暴ぼう力りよく行こう為いは重大な法ほう違い反はんだが？」

　中嶋は言った。

「いつから豚ぶたに法が適てき用ようされるようになったのかね」

「ほう──」

「人は人。豚は豚──君の口くち癖ぐせだろう。あの豚を殺さなかったのは、君の言う通りまだあの豚には利用価値がある──それだけのことだ」

　皮肉ではない。緒原辰弥は本気で言っている。

　これが緒原辰弥という〈進化種〉であることを中嶋は知っている。この男は、自らの理想のためには手段を選ばない。表で見せている温おん厚こうで清せい廉れんな人ひと柄がらとは関係なく、この男を突つき動かす理想への追つい求きゆうは時に悪あく党とうの残ざん虐ぎやく性せいさえを超こえる。いや、正義と信じているからこそ、どのような行こう為いも厭いとわないのだろう。

「知っているかね。彼らは白き翼の天使を拉致し、彼らのやり方で彼女を消しよう滅めつさせてそれを以もつて神への忠ちゆう誠せいの証あかしとするのだそうだ」

「許せることではない」

「そうだな。あと、もうひとつだが──」

「なにかね？」

「問題は、どこから〝コードＷ〟に関する情報が漏もれたのか──だ。連中は計画についてなにも知らないが、君の義娘むすめがそれに関わることは知っている」

「情報レベルから推すい測そくして、俺の家か、あるいは調ちよう査さ室しつかと言いたいのだろう？　どちらかに内ない患かんがいる、と」

「わかっていればいい。そちらは、君に任まかせよう」
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　夜になっても彩との仲は好こう転てんしなかった。夕食になれば彩は部屋から出てきて緒原と同じテーブルで食事を取ったが、彼女にはまったく笑顔がない。ツンとそっぽを向いて緒原のことは完全無む視しである。

「そうだ。あと二〇日で一五歳の誕生日だね。なにか誕生日に希き望ぼうはあるかい？」

「…………」

　彩は黙もく々もくとナイフとフォークを動かすばかりだった。

　今夜のメインディッシュはチーズを乗せた手作りのハンバーグ。いつもなら大おお喜よろこびしてくれるのに……。

　緒原は悟さとられないように吐と息いきして、

「空気を変えようか」

　と、席を立ち、窓を開けた。吹ふき込んできた風が彼の銀髪を揺ゆらす。

「いい風だね」

　言ってみるが、やはり娘から返事はもらえない。

　伝わってくるのは拒きよ絶ぜつのオーラばかりだ。一体、世間の父親は、こんな時、どうやって娘との関係を改かい善ぜんしているのか。愛していると言葉をかけたところで、白々しいだけのことにしかならないだろう。

　母親が仲ちゆう介かいに立ってくれるのだろうか。緒原は、途と方ほうに暮くれて考えた。

　そういえば……。

　なにか約やく束そくを忘れているような──ことを思い出した時だ。

　広い庭の向こうから、女の悲鳴がきこえた。

　知っている声こえ質しつだった。

　カシャン──と、彩が手に持っていたナイフを皿さらの上に落とす。なにか事件が起きたことを彼女も理解したのだ。それでも保ほ護ご者しやの顔は見ない。うつむいた顔の後ろで白い翼が小こ刻きざみに揺ゆれた。

「──沙さ霧ぎり、ついて来い」

「畏かしこまりました」

　白しろ肌はだ銀ぎん髪ぱつの女──〈進化種〉のメイドである沙霧は恭うやうやしく頭を垂たれた。

　緒原は迷まよわずに飛び、悲鳴の響ひびいた方に向かった。

　事件は、庭を越こえた塀へいの外側で起きていた。

「いや！　離はなして、いやっ！」

　二人の男に腕うでを取られ、スーツ姿すがたの真成寺綾瀬が白しろ塗ぬりのワゴン車に力ずくで乗せられようとしている。

　外がい灯とうの明かりから外はずれた道路の片かた隅すみ──その暗くら闇やみに緒原は降り立った。

　緒原はなにもしなかった。

　ただ、氷よりも冷たい印象の双そう眸ぼうで男たちを見み据すえた。

　天使の瞳ひとみは夜の中でも輝かがやきを有する。

　男たちは怯ひるみ、争おうとはせずに逃げていった。

　緒原は後を追わない。夜空に浮いていた直ちよく属ぞくの部下──沙霧が、命じずとも彼らの追つい跡せきを開始した。

「怪け我がはないか、綾瀬君」

「室長……」

　綾瀬は潤うるんだ瞳で緒原を見上げて、見つめて。

　よろめき、泣き崩くずれるような形で黒いスーツの胸に顔を埋うめた。

「あいつら──私に室長の知り合いかって聞いてきて……。そうだって言ったら、いきなり襲おそいかかってきて……！　私を無理矢理に車に乗せようとして──。怖こわかった──本当に怖かったです──」

「済すまない。──迷めい惑わくをかけた」

「なんなんですかあいつらっ！」

「……敵てき、だ」

　震ふるえる部下の細い肩を、緒原は優やさしく抱だいた。

　なぜ、こんなところに来たのか。行動的な彼女のことだ。きっと、昼の──一緒に彩へのプレゼントを買いに行こうという約束を果たしに来たのだろう。緒原はすっかり、その約束を忘れていた。

　と──。怯えきっているはずの綾瀬が、緒原の胸の中で、

「でも室長、やっぱり私の王子様ですね」

　などとおちゃらけて言う。

　緒原は苦笑した。感情の動きを、女というのは真しん剣けんに計はかりかねる時がある。

　と、今度はか細い、消え入りそうな声で、

「……私、足が震えちゃって一人では歩けそうにないです。それに怖いし──室長の家に行かせてもらってもいいですか？」

「ああ……」

　この状じよう況きようで彼女を放っておくことはできないだろう。

　緒原は仕方なくうなずいた。




　案内されたリビングのソファーに腰かけた綾瀬は、出された暖あたたかいミルクを少しずつ唇くちびるにつけて飲む。その姿は本当に被ひ害がい者しやのようだったが、ドアの陰かげから隠かくれるように様子を見ていた彩を見つけると、

「こんにちは、彩ちゃん」

　と、なんでもない様子でにっこりと笑った。

　彩と綾瀬は、少しだけ面めん識しきを持っている。以前、彩が、緒原が責任者を務つとめる地球環境調査室に見学に来た時、彩の案内役を買って出たのが綾瀬だったのだ。

　彩が綾瀬を見て、それから──警けい戒かいした顔で緒原を見た。

　ちらりと緒原を見た綾瀬が、〝まかせてください〟と言わんばかりに微笑ほほえむ。

　肩をすくめ、緒原は部屋を出た。

「こんにちは……」

　彩がおずおずと綾瀬に挨あい拶さつする声が背中ごしにきこえた。

「お隣となり、どう？　一いつ緒しよにいてくれるかな？」

「──うん」

「ありがとう。お姉さんね、悪い奴やつらに襲おそわれちゃったの。それで室長に助けてもらってここに来たの」

「大だい丈じよう夫ぶ……だった？」

「うん、平気だったよ」

　綾瀬が優しい声でうなずく。

　ここで緒原はドアを閉しめた。普ふ段だんおちゃらけていても、やはり綾瀬は頭の切れの良い女性なのだ。彩の心を上じよう手ずに解ときほぐしてくれそうだった。情けない話だが、今の緒原にはなんとも有あり難がたい。

　リビングを出た廊ろう下かには、執しつ事じの早田がいた。

「手配は？」

「──滞とどこおり御ご座ざいません、旦だん那な様さま」

　短く言葉を交わし、緒原は早田の前を冷れい然ぜんと歩き過すぎた。もうそこに、彩の父親である彼の顔はない。

　自室に戻った緒原は、机に置かれたグレーの電話から受話器を持ち上げる。パスワードを入力して起き動どうさせれば一件の着ちやく信しん履り歴れきが現れた。

　連れん絡らくを取れば、太いバリトンの声が返ってきた。

『いいタイミングだ。こちらは、ようやく連中が集しゆう結けつしつつある』

「場所は？」

『第二総そう合ごう大学。主しゆ講こう堂どう裏うらの駐ちゆう車しや場じようだ』

「大学には守しゆ衛えいがいるはずだが？」

『研究室の集まりだそうだ。主しゆ催さいは──廣ひろ田た麻ま作さ彦ひこ、同大学の自然環かん境きよう学教授だ』

「なるほどな……」

『心当たりのある名かね？』

「以前、奴やつがテレビに出ていたのを見たことがあってな。天使の存在を認みとめて神のご意志に従したがった世界を創そう造ぞうしようと言っていた」

『創造、か。たいした言葉を使うものだ』

「武ぶ装そうは？」

『たいしたレベルではないが、今夜、決めるつもりらしい。一〇〇名はいる──若い連中は総そう動どう員いんか』

「派は手でにやる気なのだな」

『らしいな』

　小さく含ふくみ笑い、どこか楽しそうな声が返ってくる。

「警けい官かん隊たいは？」

『この件は軍務局保安部──俺の管かん轄かつだ』

　かつて数百名の部下を手足として率ひきいた中嶋だが、現在は地位を剝はく奪だつされ、自由に動かせる部下を持たない。

　中嶋は、一人で武装した狂信者一〇〇名と対するつもりなのだろう。

「では、私も行こう」

『いいのかね』

「──処しよ理りは短時間で済すませた方がよかろう」

『内患の件だ。同時に動くのが普通だろう？』

「問題はない。犯人は、すでにわかっている」

　緒原は受話器を置いた。

　鍵かぎのかかった棚たなを開け、立てかけてあった日本刀を手に取る。

　と、そこにドアがノックされた。

『──沙霧で御ご座ざいます』

「入れ」

　許可を得て入室した〈進化種〉のメイドは、機き械かい的てきな動どう作さで一礼した後、こちらも機械的な口く調ちようで報告を行う。

「先の者共は問題ありませんでした。予定通りです」

「わかった。私の方もこれからだ。今夜で決着がつきそうだな」

「私は如何いかが致いたしましょう」

「そうだな──。沙霧、おまえも来い」

「畏かしこまりました」
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「急用で一時間ほど家を出る。あとのことは頼たのむぞ、早田」

「はい、旦那様」

　リビングの隅すみで交かわされたそのやり取りをきいた綾瀬が、緒原の姿を見た途と端たんぷうっと頰ほおを膨ふくらませていた彩に、

「だって。もしかして、彩ちゃんのためになにかを買いに行くのかもね」

　と、ささやきかけた。

「…………」

　緒原の耳を気にしてか、彩はなにも言わない。

　緒原が沙霧を連れてリビングから出て行き、早田が彩のところに来た。

「お嬢じよう様さま、お部屋にお戻り下さいませ」

　早田は、膝ひざを折って彩に視し線せんを合わせると笑顔で言った。

「どうして？」

　彩がぶっきらぼうに問う。

「どうしてもで御座います」

　あくまで笑顔だが、妥だ協きようの余よ地ちはなさそうだ。

　当然といえば当然だが、彼らは彩の意志よりも緒原の命令を優ゆう先せんする。

「…………」

　彩はますますむくれた。膝の上に載せた手が、きつく拳こぶしを握にぎる。

「あーそうだっ！　私、彩ちゃんの部屋見たいなあっと。あの、執しつ事じさん、私も彩ちゃんの部屋に行ってもいいですか？」

「はい。旦那様からの指示は特に御座いませんので、お嬢様さえよろしければ」

「いいよねえ、彩ちゃん」

　綾瀬は彩の返事をきかずに立ち上がると、彩の腕を取って、

「さ、行こう」

　と、半ば強ごう引いんに彩を立たせた。

　そういうわけで彩は、綾瀬と二人で自室に戻った。綾瀬は部屋のドアを閉めると、可愛かわいらしく装よそおわれたピンク色の部屋をぐるりと見み渡わたした。部屋には、たくさんのクマのぬいぐるみが置いてある。

「彩ちゃん、クマが好きなんだねー」

「うんっ」

　ケロリと笑顔になって、彩はベッドの上に座った。翼がぴこぴこと揺ゆれる。

「あー。さっきの彩ちゃん、やっぱり演えん技ぎで怒おこってたんだ」

「演技じゃないよ。ホントに怒ってたんだもん。でも、ずーっと怒ってたって面白くないし疲つかれるだけ」

「そうだね」

　綾瀬はスカートを整ととのえ、彩の隣となりに脚あしを組んで座る。

「よし」

　と、綾瀬は一息ついてから、

「やっと二人きりだ。これで彩ちゃんにききたいことがきける」

「なに？」

「どうして室長と──お父さんと喧けん嘩かしたの？」

「……だって、外に行っちゃ駄だ目めっていうんだもん」

「どうして外に行きたいの？」

「だって……」

　彩はカレンダーを見て、黙だまり込んだ。

「なにか特別な日があるんだ」

「うん──。今日ね、緒原と東京に来た日なの。だからプレゼントを買おうと思ったのに駄目だって言うから」

「そっか……。それは、室長と一緒に行ったら意味がないよねえ」

「うん」

「でも、彩ちゃんは特別な存在だから──。室長の気持ちもわかるのよねえ」

「でも、あたしだって……きっと自分でもできる、いろいろなこと。やってもらってばかりじゃ嫌いやなの。窓から外を見てるだけなのは、もう嫌。特別な存在っていうことは自分でもわかってるよ……。でも、あたしにだってできる。あたしだって、ちゃんと自分の力で生きていける──きっと」

「──わかるよ、その気持ちも」

「わからないよ、他ほかの人には」

「まーた、そんなこと言って。程てい度どの差こそあれ誰だって経けい験けんすることよ。広い空に羨せん望ぼうを抱いだいて、飛べない自分に苛いら立だつっていうのは。私だってホント──地球環境調査室に入るまでに、どれだけ苦労してきたか──。この地球に緑を取り戻したいっていう気持ちだけ先走って、なにをしていいのかわからなくて──。バカにされたり挫ざ折せつしたりして、何回も何回も泣いたんだよ。だから、嬉うれしかったなあ……。室長が、学歴のない私の話をきいてくれて、私に就しゆう職しよくのチャンスをくれた時には」

　綾瀬は天てん井じように向かって両腕を広げた。

「──大人おとなになるっていうのは、うん、まさに大空に羽ばたくこと、とても素す敵てきなことだと私も思うよ」

「なら、協力してくれる？」

「ん？」

「プレゼント。これから買いに行く」

「……怒られるよ？」

「怒られたっていいもん。あたしは自分でプレゼントを買いたいの。ね、お願い」

「んー……」

　真しん摯しなまなざしで見つめてくる彩から顔を逸そらして、綾瀬は頭を搔かいた。

「でも、ほら、家の人の目も光ってるしね」

「平気」

　彩はにっこり笑って、

「だってあたし、家に秘密の出口があること知ってるもーん」

「そんなのあるんだ？」

　綾瀬は目を丸くした。

「うん。緒原と沙霧さんが出かけて今がチャンスなの。早田さんたちも、なんか外の方ばかりに目が行っている感じだし」

「んー……」

「ね？　あたしの気持ち、わかってくれるんだよね？」

「じゃあ、私の質問にひとつ答えてくれる？」

「なに？」

「あのさ……。お父さんと、あの沙霧さんって無口で綺き麗れいな天使の女の人、もしかして恋こい人びと同士とか愛人？」

「あはははっ。それはないよ、絶対」

「どうして？　なんかあの二人、特別な関係っぽかったし……」

「だって緒原は、あたしのことだけ愛してくれてるんだもーん」

「そっか。そうだね」

　綾瀬は笑ってうなずいたが、すぐに顔をしかめた。

「うーん……。それはそれで困こまったものね」
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　闇やみの中に、小さな赤い光が灯ともる。集まった狂信者たちを建物の陰かげから眺ながめながら、中嶋は悠ゆう然ぜんとタバコを吸すう。

　狂信者たちは実行のリーダーとおぼしき男に視し線せんを集中させており、闇に潜ひそんだ中嶋が彼らに見つかる可能性はない。緒原も、必要以上に隠かくれようとはせず、片手に日本刀を握にぎり自然体に立つ。

「──それで、君はどうする気だ」

　緒原が問う。

「決まっている。赤い花を咲さかせる。それが俺のやり方だ」

「一人でかね」

「全ぜん滅めつさせる必要はなかろう。五分の一も半殺しにすれば、奴らなど四し散さんする。計画もそれで頓とん挫ざだ」

　半分ほど吸ったタバコをブーツの靴くつ底ぞこで踏ふみつぶし、中嶋は言った。

「なるほど。現場の軍人らしい考え方だな」

「──意味がわからんな」

「現状から見て戦せん術じゆつ的てきに最さい善ぜんという意味だ。悪く取ってもらう必要はない」

「君には別意見がありそうだが」

　悪意も好意もなく、二人は淡たん々たんと言葉を交わす。

「ただの認にん識しきの差だ。君にとって彼らは障しよう害がいのひとつだが、私にとって彼らは許されざる敵てきということだ。神しん聖せいたる白き翼の天使を冒ぼう瀆とくした罪つみは万ばん死しに値あたいする。万一にもその思想が世間に広がっては困る」

「──今回の計画以い降こうもかね？　要ようは、計画完了までの間、連中が動けなくなれば良いだけの話だろう？」

「計画は完全でなくてはならない。予定は変へん更こうされる可能性もある」

「それで、どうする気かね」

「〝勝つ〟のだよ。中嶋主しゆ査さ──君は、勝つための最良とはなにと思う？」

「こちらの正体を悟さとられることなく、情報を操そう作さして環境を整ととのえ、敵を先せん制せいの一手で葬ほうむり去ることだ。俺の趣しゆ味みではないがな」

「君は、たとえ奇き襲しゆうしたとしても、自みずからの正体を明かした上で敵と相あい対たいするのが趣味らしいからな」

「趣味ではない。美学だ」

　二本目のタバコを唇の隅すみにくわえ、中嶋は言った。

　狂信者が集まる駐車場に一台のバスが入ってきた。バスに乗って、現場まで行くつもりなのだろう。

「彼らの船せん頭どうは、よほどの間ま抜ぬけだな」

　まったく堂々としたものだ。あまりの愚おろかさに中嶋は小さく笑った。いくら派は手でに暴あばれるつもりであっても、現場までは分散して秘ひ密みつ裏りに向かうべきだろう。その最低限の計画力すらないとは……。

「そういうことだ」

　バスに乗り込もうと集まる敵てき共どもを見つめ、緒原が言う。

　この時、緒原辰弥の表情に変化はなかった。ただ冷れい淡たんに、この〈進化種〉は、バスが爆ばく発はつして敵が壊かい滅めつする様さまを見つめる。

　それは事じ故こなのか。ちがうと中嶋にはわかる。この〈進化種〉が、すべて仕組んでいたことなのだろう。

　巻き上がった黒こく煙えんと紅ぐ蓮れんの炎ほのおを背に、かろうじて爆ばく発はつに巻き込まれなかった数名がこちらに逃げてくる。

　彼らの頭に銃じゆう口こうを向け、中嶋は容よう赦しやなく射しや殺さつしていった。

　沙霧が宙ちゆうに舞まい、別方向に逃げた者たちを斬きる。

　悲鳴も銃声も、すべては業ごう火かに消えた。

　緒原が言う。

「つまり連中には、俺の懐ふところに内患を送り込むだけの力はなかったということだ。俺は周囲に数度の情報投下を行った。そのいずれもが、俺が連中に流した情報とは完全に矛む盾じゆんするものだったが、連中はそれを入手することすらできず、矛盾した情報を流しつづける内患にそそのかされるままここに集つどい、こうして終わりを告つげた」

「──彼らは、狂きよう気きのテロ行こう為いを行うためにここに集い、しかし、準備した爆発物の暴ぼう発はつによって自じ滅めつした。か？」

「後の始し末まつは警察に任せておいてもいいだろう。これで連中は犯はん罪ざい者しやだ。実行力も社会的正義もない」

「愉ゆ快かいだな。これだけの攻こう撃げきを受けて、尚なおかつ犯罪者か」

「狂信者の末まつ路ろなど、所しよ詮せんはこんなものだろう？」

「では、君のわかっていた敵とは君だったのかね？」

「そういうことだ」

「彼らも、敵が悪かったな。だが、君もいいのかな。余よ裕ゆうを持つのは結けつ構こうだが、世の中には突とつ発ぱつという言葉もある。君の把は握あくしていない彼らの別動隊が、今いま頃ごろ君の邸てい宅たくに襲しゆう撃げきをかけているかも知れんが？」

「心配はない。たかが数名程度で破やぶれるセキュリティではない」

　緒原邸には、沙霧の他に二名の〈進化種〉がいる。二人とも屈くつ強きようであり、並なみの人間に不覚を取ることはない。

「君の娘が密ひそかに家を出て、そこを捕つかまる──という可能性はないのかな」

「あり得えんな」

　緒原は長い銀髪を闇の中に煌きらめかせ、ふわりと宙に舞う。

　中嶋は無言で、跳とび去る緒原を見送った。これもまた笑える話だった。謀ぼう略りやくを駆く使しして一〇〇名の敵を殺しておきながら、中嶋の言葉で急に気持ちが父親に戻り、娘の身が心配になったのだろう。

　ともかく、結果として中嶋も踊おどらされていた一人なのだろう……。

　愉ゆ快かいな話ではないが、借かりを返す機き会かいはある。

　この時、すでに中嶋は、〝コードＷ〟の中で密かに遂すい行こうされるべき任にん務むを軍ぐん上じよう層そう部ぶより受けていた。

「緒原辰弥か──」

　標ひよう的てきとして申し分はない。

　久しぶりに、楽しい戦いになりそうだった。




「彩……」

　気がつけば、緒原は全力で空を飛び、邸宅に戻っていた。

　執事の早田は異い常じようないと言うが、念のために緒原は彩の部屋をノックした。

　返事がない。

「彩──。いるならば返事をしてほしい」

　声をかけても同じだった。

「中には、真成寺様もいらっしゃるはずですが……」

　心配そうに早田が言う。

「やむを得んな」

　緒原はノブを強く握にぎり、力ずくで鍵かぎを壊こわした。

　そうして、部屋に入る。

　部屋には……。誰もいなかった。

「彩──！」

　緒原は窓を開けた。窓の外にはセンサーが張はり巡めぐらされている。空を飛んだとしても関かん知ちされるはずだ。

　部屋の中にも庭にも、争った形けい跡せきはない。

　部屋のドアの鍵は、内側からだけかけられていた。

　であれば、廊下から外に出たのか。緒原は廊下に出ると左右を見渡す。だが、廊下にも別段異い常じようはない。

「彩！　彩！」

　緒原は大声で呼びかけた。

　早田がメイドたちを集め、至し急きゆう、家の中を探すように命じる。
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「ごめんなさい！　ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい！　本当にすいませんでしたっ！」

　玄関で必死になって頭を下げるのは、綾瀬である。

　両手を腰のうしろに組んだ彩は、その隣でむっつりとうつむいている。

「綾瀬君……」

　緒原は困こまった顔で綾瀬を見つめた。

「あなたは──なんということをしてくれたんですか!?」

　かわりに早田が怒る。

　彩が不ふ機き嫌げんなまま、

「……怒るならあたしに怒ればいいでしょ。行くって行ったのはあたしだもん。綾瀬さんはついてきてくれただけ」

「彩……」

　今にも泣き出しそうな娘を前に、緒原は為なす術すべなく立ちすくむ。

「真成寺様──。あなたは、外に敵がいることをご存ぞんじだったはずですね？」

「はい──」

「その上でお嬢様を連れ出すとは──。あなたには、自身が世界再生の一いつ端たんを担になっているという自じ覚かくがないのですか？」

「そんなことは──」

「いいえ、あなたには自覚がないのです。あるならば、この時期にお嬢様をこっそり外に連れ出すなど考えられないことです。──あなたには、今回の件に関して責任を取ることができるのですか？」

「私は……。責任って言われても……」

「あなたには、旦那様の側で働く資し格かくがないようで御座います。明日にでも辞じ表ひようを出されてはいかがでしょうか」

　早田が冷たく言う。頭を下げていた綾瀬の肩が、びくんと大きく震ふるえた。

「やめてよ！　どうして綾瀬さんを責せめるの!?」

　彩が、目から涙を流して叫さけんだ。

「あ、いいのよ、彩ちゃん。だって私は大人なんだから──。うん、自分のしたことには責任を取らないとね」

「許さないから……」

　彩は真っ赤になった目で緒原を睨にらみ、

「緒原なんて嫌きらい！　大嫌い！」

「彩──」

　伸ばした緒原の手は、……自じ室しつに駆かけて行く娘の背中には届とどかなかった。

　彩は部屋に閉じこもると、わんわんと声を上げて泣いた。

　ドアに鍵はかかっていない。

　だけど緒原は、ドアを開けることができなかった。

「……本当にすいませんでした、室長。……私、責任は取りますから……」

「君のせいではない、綾瀬君」

「でも……」

「君に辞やめられては困る。君にはこれからも、娘のことについていろいろと相談したいかも知れないからな」

　涙を必死でこらえている部下の背中に、緒原は優やさしく触ふれた。

　事じ態たいは、正直に言って最悪だ。

　緒原は途と方ほうに暮くれていた。一体どうすれば、泣きじゃくる娘の心を解ときほぐすことができるのだろうか……。

　と、ここで緒原は、あることを思い出した。

　早田に確認すれば、もう届いていた。

　本来なら、そうしたものは自分の手で直じかに準じゆん備びするものだろうが、今回に関してはその時間が取れなかった。時間が取れなかった──大人の理り屈くつだ。彩がそのことを知ればまた怒るだろうか。緒原は思うが、だけど、それにはちゃんと気持ちがこもっている。彩を愛する彼の気持ちが。

　緒原は、それを胸に抱いて彩の部屋のドアをノックした。

　返事はないが、開けて中に入る。

　娘は、白い翼をしなだらせてベッドに伏ふせていた。号ごう泣きゆうは止んでいたが、まだしくしくと泣いている。

　シーツに広がった緋ひ色いろの髪かみに触れないようにして、緒原は側そばに座る。

「彩……」

　緒原は、まだなにを言えばいいのかわからずにいたが、

「私は君を愛している。君には──泣き顔は似に合あわない。だからこれを──君にプレゼントしたいと思う」

　いろいろと考えたが、ぬいぐるみはいつもプレゼントしている。

　ケーキでは、安っぽい気がした。

　宝石や指ゆび輪わは……彩の色ではないと思えた。

　だから、これを。

　緒原は、泣いたままの娘に白いバラの花はな束たばを差し出す。

　彩は、最初は無む視ししていたけれど、香かおりでそれがなにかに気づいたのだろう。

　やがて、ちらりと顔を上げると、

　また伏せて……。

　だけど、もう泣かなかった。

「君と仲直りするためにどうすればいいのか、本当に考えたが……。君には、この純白こそが似合っていると思った。どうか受け取ってほしい。私は、君にはいつも笑顔でいてほしいと願う」

　緒原は、無理に渡そうとはしなかった。

　彩が受け取ってくれるのを待つ。

「……綾瀬さんは？　辞やめさせるの？」

「彼女は優ゆう秀しゆうな部下だ。辞めさせるはずはない」

　と、彩は急にベッドから跳はね起きた。そして、壁かべ際ぎわの机にまで走ると、そこでくるりと身を返す。

　彩は手の甲こうで目をこすり、うつむいて緒原の前に立った。

　緒原は、彩にあわせて立ち上がった。

　二人は正面に向き合う。

　と、彩が、背中に両手で隠かくし持っていたものを、ついと緒原に差し出す。

　うつむいて、ぷいとそっぽを向いたままだったが、それはきっと緒原へのプレゼントなのだろう。

　確かく証しようが持てないまま、緒原はそれを受け取る。

　それは、茎くきを銀色の紙で包んだ一輪の赤いバラの花だった。

　かわりに花はな束たばを差し出すと、彩は受け取ってくれた。

「ありがとう……彩」

　緒原は言った。

　彩は、花束を受け取ったところで顔を上げて、

　いっぱいの笑顔で、

「ありがとう、緒原。今まであたしのことを育ててくれて」

「……彩」

「あーよかった。やっと言えた」

　彩は、花束を胸に抱だいたまま、ほっと息をついてベッドに腰かけた。

「今日、緒原と東京に来た記念日なんだ……。緒原は、仕事が忙いそがしくて気づいてなかったみたいだけど……。あたしは、どうしても緒原にプレゼントをしたかったの。本当はあたしも花束にしたかったんだけど、あたし、お金って、だいぶ前になにか買ってもらった時のお釣つりしか持ってなかったから、一本しか買えなかった」

　彩は、毎月のお小こ遣づかいをもらっていない。お金など持たずとも、なにも不自由のない生活をしていた。

「…………」

　緒原は、手に持ったバラの花を見つめる。

「今度は……あたしが大人になったら、いっぱいの花をプレゼントするね」




　翌日──




　新型空中帆はん船せん『連れん衡こう』の船長室に入った中嶋は、テーブルに置かれた花か瓶びんの花を見て失笑まじりの声で言った。

「──この花は、なんの皮肉かね」

「意味がわからんな」

　緒原は船長室で、一人、壁に貼はった世界地図を見ていた。その地図には、世界の現げん状じようが色で記しるされている。東京にいると実じつ感かんすることはないが、今、世界の大部分は不ふ毛もうの荒こう野やと化している──ほぼ一面の灰はい色いろだ。

「世界は〝鉄槌〟によって半ば滅ほろびたが、人類もまた半ば死んだ。結けつ果かとして調ちよう和わされているのかも知れんな」

　中嶋が言う。

「下らんな。調和していようが、滅びている事実に変わりはない」

「そのためには、更さらなる流りゆう血けつも厭いとわない──か？」

「どういう意味だ」

　振り向き、緒原はたずねた。

「だから、悪あく趣しゆ味みな赤いバラなどを挿さしているのだろう？　次に流血する者へのあらかじめの鎮ちん魂こんとして」

　緒原は答えなかった。

　中嶋の皮肉を否ひ定ていする要よう素そは、これから進める計画の中にはない。

　計画の最終的な日につ程ていは先ほど決まったところだ。彩にも今夜には、転てん居きよすることを告げねばならない。

　長く住んできた東京から離はなれるのだ。

　悲ひ願がんの達たつ成せいされる日が来たことを、彼女も喜よろこんでくれるといいのだが……。

　いや……。

　きっと、彼女は喜んでくれるだろう……。

　緒原は考えながら、赤いバラの花びらにそっと指で触れた。
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　彩さいがいない。そのことに気がついた百もも川かわは、板いた張ばりの床ゆかに寝ね転ころんだまま視し線せんを左右にちらつかせた。

　しかし、いるのはすやすやと眠ねむる奈な生おだけで、安やす宿やどの部屋からはいつの間にか芹せり也やの姿すがたも消えていた。窓から射さし込む容よう赦しやない陽よう光こうが、部屋を染そめている。気温は高かったが空気が乾かわいているので暑あつさは感じない。

　まだ昼だから……どこか買い物にでも行ったのかな……。

　ほっときゃその内に戻るか……。

　百川は、立ち上がるのも億おつ劫くうでそんな風に考えた。どうやら自分は、奈生と同じように眠っていたらしい。

　今、一行が滞たい在ざいしているのは南米の辺へん境きよう、名もわからない小さな町である。町には兵士どころか警けい官かんもおらず、治安はコミュニティそのものが維い持じしている。自然、世界の敵てきという考え方はなく、天使だろうが盗とう賊ぞくだろうが自分たちのコミュニティに害を為なさないならば放置される。つまり、とりあえず差し迫せまる危き機きはない。

　芹也は、そのあたりのことは自分より遥はるかに心こころ得えている。町に出ても騒そう動どうを招まねくようなヘマはしない。

　彩はヘマするかも知れないが、まあ、いなせる力は持っている。

　が……。

　それとはちがう意味で、なんとなく気になる。

　見れば、奈生の長い三つ編あみの銀ぎん髪ぱつが自分の肩に触ふれていた。天使の中でも特に質の良い奈生の髪かみは、水に入れれば溶とけてしまいそうなほどにさらさらで、三つ編みにしているのに癖くせがない。手て触ざわりは絹きぬに似にている。

　その髪をくいと引ひっ張ぱると、──本当に容赦なく引っ張ったので、

「いてっ」

　不幸な有あり本もと奈生くんがびくんと跳はね起きた。

「なにすんだよ百もも川かわ！　人が気持ちよく寝ねてたのにさっ！」

「奈生～」

　百川はぼんやりと、

「彩はどこ行った？」

「知らないよ。……芹也もいないから、二人でデートなんじゃないのお？」

　奈生がニヤリと嫌いやみったらしく言う。と、百川の眉まゆが冗じよう談だんの通じなさそうな様子で吊つり上がったのを見て、慌あわてて、

「な、なんてねえっ！　二人、別の部屋を取るって言ってたよ。百川には秘ひ密みつにしておいてくれってさ」

「秘密だぁ？」

　ますます百川は不ふ機き嫌げんな顔になった。

「おっと」

　奈生が口を押おさえた時には、当然、もう手て遅おくれである。

「──行くぞ」

「いてててっ」

　ぶっきらぼうに立ち上がった百川が、奈生の三つ編みを引っ張って廊ろう下かに出た。

「もう、ヤキモチなら一人で焼きなよ。俺は関係ないでしょ」

「ヤキモチじゃねぇ！」

「ならなんだよ……？」

「……確認、だ」

　かくして廊下に出た二人は、忍しのび足であちこちの部屋を探さぐり、やがてドアごしにこんな会話をきいた。




『ほら、触さわってごらん、彩』

『うん……。ちょっとドキドキするね、芹也』

『平気だから、ほら』

『……あったかい。あたし、これを入れればいいの？』

『入れるのは後だよ。まずは少し固かたくして』

『うん──。じゃあ、やるね』




　やけに優やさしい芹也の声にうながされて、彩はなにをしているのか。

　ン──ン──

　と、リズムを刻きざむ彩の生めかしい息づかいが届とどいた。同時に、木板の軋きしむような小さな音が伝わる。

「こ、これは……」

　奈生は息を飲んで隣となりの青年をちらりと見る。なにを想像するわけでもないが、やはりナニをちらりと想像したわけで。ただ、まあ、そんなことはあるはずもないので、もちろん冗じよう談だんではあったのだが……。

　百川は静止中。すっかり固まってしまって、ぴくりとも動いていない。

　じーっと、ドアを凝ぎよう視しするばかりだ。

　どうやら……。

　たぶん……。

　奈生が想像したようなことを本気にしているのか……。

　奈生は彼が爆ばく発はつする前に退たい散さんしようかなあと賢けん明めいにも思ったのだが、逃げようとした途と端たんにがっちり肩をつかまれた。

　下へ手たに刺し激げきすると、まちがいなく確実にとばっちりがくる。

　仕方がないので、しばらく付き合うことにした。

　しばらくすると木板の軋むような音が止やみ、ドアの向こう側で彩が、『ふう』と大きく息をついた。




『……あたし、どうだった、芹也』

『もうちょっと早く手を動かせるといいけど、初めてにしては合格かな』

『白いネバネバがいっぱいついちゃった』

『はは』

『最初、なんか気持ち悪かったけど、慣なれると気持ちいいね』




　むむむ。

　ここで奈生は二人がこちらに近づいてくるのを素す早ばやく関かん知ちした。

　隠かくれるべき状じよう況きようだが、隣となりの青年は気づいていない。

　やはり、とっても動どう転てんしているのか、あるいは怒いかりで煮にえくり返っているのか、普ふ段だんの彼では想像できない鈍にぶさだ。

「あ」

　ドアを開けた彩が、百川と鉢はち合あわせする。

　百川はそこでようやく気づいて、

「うわわっ」

　必要以上に驚おどろき、これまた彼らしくもなくうしろに尻しり餅もちをついて倒たおれた。

　彩はパチクリと大きな目でまばたき。

「どうしたの、百川？」

　呆ぼう然ぜんとたずねてから表情を一変させ、

「──百川！　な、なんでこんなところにいるのよっ！」

　──彩は本気で怒っているのだ。背中の白い翼つばさがすっかり逆さか立だっている。

　どうして彩が怒るのか。

　それは、秘密にしておきたいことを部屋の中でしていたからに他ほかならないのだと奈生は理解した。

「覗のぞいてたんだ!?　ねえ、あたしたちのこと覗いてたの!?」

　ちなみに奈生は、五メートルほどの距きよ離りを置いて、とりあえず〝覗きの現行犯役〟は百川に任まかせている。

「エッチ変へん態たい！　エロエロエロっ！」

「残念ながら、エッチと変態とエロは関係ないだろ、彩」

　彩に、〝あたしたち〟でくくられた意中の男──芹也は、腰こしに手を当てて、

「まったく。なにをしているんだ」

　と、尻餅をついたままの百川を見下ろし、呆あきれたように息をついた。

　これはっ──

　勝者の余よ裕ゆう！

　と、奈生は思ったが、もちろん口にはしない。

　こうなればもう、奈生としては事じ態たいを楽しむより他にない。なるべく、自分には害が及およばないようにしつつ。

　そうして、なんだかよくわからない内にピンと張はりつめた糸が引かれ、その糸をたぐり寄せるように百川は身を起こした。

「……なにしてるって、芹也。それは俺の台詞せりふだろ？」

「どういう意味だ」

「テメェらこそ、なにしてたんだよ」

「なんだっていいでしょ！　百川には関係ないもんねーだ、べー」

　と、彩。

　これには百川、よほどカチンと来たのだろう。

　うわ、と奈生が思うくらい、一気に身にまとう怒りのオーラが密みつ度どを増した。

　ちなみに彩の唇くちびるには、白いべとべとしたものがついていた。

「……おまえ、なんだよ、その白いの」

　百川が指し摘てきすると、彩はあわてて手の甲でこすり取って、

「なんだっていいでしょ！　これ──あたしと芹也の、うん、愛の結けつ晶しようよ！」

「はぁ!?」

「芹也、結けつ界かい！　早く部屋を封ふう印いんして！」

　彩が厳きびしい声で命じた。白いなにかは掌てのひらにもついていたが、百川の視線がそちらに移ると、彩はさっと手を背中に回した。

「あ、ああ……」

　言われるまま、芹也がタリスマンの力で扉とびらにグリーンの壁かべをかぶせる。芹也には、そうした力がある。

「お、おい。百川、おまえなあ──」

　芹也は戸と惑まどいつつも手を伸のばし、百川との関係修しゆう復ふくを計はかろうとしたが、

「いこっ！　芹也」

　と、彩がそんな彼の背中を肩でせっついた。

　彩は嫌けん悪おも顕あらわに百川を見ると、

「──人のしてること覗くやつなんてほっとけばいいんだよ」

　冷たく一いち瞥べつ。

　そのまま階段を下りて、外へと出て行ってしまった。芹也は仕し方かたなく従う。

「…………」

　立ちすくむ百川くん。

「えーと……。フられた男のカッコいい決きめ台詞ぜりふでも教えてあげようか？　あ、なんならエロイお店でも行く？」

　仕方なく、嫌いや々いやながら奈生は声をかけた。

　奈生としては思いやりだったのだが……。

　案あんの定じよう、殴なぐられた。
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　はっきり言わせてもらえば、不ふ機き嫌げんな時の百川と二人きりでいるほど疲つかれるし気を遣つかうし嫌なことはない。

　だいたいこの天使は、ただでさえ〝最さい凶きよう〟と呼ばれている。下手に怒らせればなにをされることやら。いつもなら、芹也の冷静さが百川の怒りを四〇％ほど緩かん和わさせて、そこに奈生が柔にゆう和わに接することでバランスよく事件を解決へと導みちびいていけるのだが、今日きようはちと事情がちがう。

　奈生としては、とっととどこかに遊びに行ってしまいたかったが。

　とはいえ、

「会議だ。話し合うぞ……来い、奈生……」

　と、百川に腕うでを摑つかまれて強ごう引いんに部屋に引き戻もどされた哀あわれな我わが身としては、もはや行動の自由は失ったに等ひとしい。

　まあ、あきらめるしかなさそうだった。

　ならば、楽しむのみである。奈生は部屋の真ん中であぐらを搔かくと、

「なにを会議するの？」

「それを考えるのもおまえの役目だ」

「うーん」

　素す直なおに追いかければいいのにと奈生は思うが、まあ、彩にああもあからさまな拒きよ否ひをされては百川も意い固こ地じになるだろう。

「とにかく座れば？」

「おう」

　促うながされて、大人おとなしく百川は奈生の前に腰を下ろす。

「ではまず、事実の確認をしていこうか。ひとつは、彩と芹也が百川に隠かくれて二人きりで部屋にいたこと。もうひとつは、そのことがバレて彩が逆ぎやくギレしたこと。つまり、ここから推すい測そくされるのは──」

　奈生はわざわざここで言葉を切って、

「のは？」

　と、百川が会話に乗ってきたのを確かめてから、

「──二人は、人には言えないようなことをしていた、ということさ」

　したり顔で言った。

　百川は顔をしかめ、

「んーなこたわかってるんだよ。だから、問題なのは」

「なにをしていたか、だろ？」

「おう……」

「そこでヒントになってくるのが、あの、彩の唇と手についていた白いネバネバしたようなものだね。俺は、うん、あの白いのにこそ重じゆう大だいかつ致ち命めい的てきな答えが隠されているとここで予言させてもらおう」

「──重大はいいが、致命的ってなんだよ」

「もう。百川くんってば子供～」

「はぁ!?」

「唇だよ？　手だよ？　白いネバネバだよ？　……哀かなしいけど、予想されることってひとつしかないじゃない」

「なんだよ、それは」

「あーダメダメっ。そんなこと俺の口からは言えないよっ」

　奈生は大げさに手を振って拒きよ否ひした。

「なんかよ……。ふんわりしたというか──甘あまったるい匂においしなかったか？」

「うーん。それはフェロモンだね」

「フェロモン？」

「ほら、蛾がの雄おすって、遠くからでも雌めすのところに集まるっていうでしょ。すっごい距きよ離りが遠くても。どうして雌の居場所がわかるかといえば、それは雌が同じ蛾の雄にしかわからない匂いを出しているからで──それがフェロモンなのさ」

「じゃあ、あれは彩の匂いなのか……」

「きっとそうだろうね」

「蛾か!?」

「蛾だね」

「うーん……。蛾か……」

　百川は腕組みして眉み間けんに皺しわを寄せ、首をひねりながら大いに悩なやんだ。

「蛾といえば、俺、あの目玉みたいな模も様ようが嫌いなんだよね～。朝、あれがドアに張はりついているのを見ると恐きよう怖ふで心しん臓ぞうが凍こおるよ、ホント」

「あーわかる。あれは嫌だよな」

「ねー。蛾には悪いけど、あの模も様ように惹ひかれる彼らの気持ちは俺、一生、たぶん死ぬまで理解できないだろうなあ」

「ただ、それを言ったらよ、蛾の方だって俺らの気持ちは理解できねぇぜ？」

「どうして？」

「だって、あいつら蛾だろ？」

「蛾だね。でも、それはなんの説明にもなっていないよ？」

「そうか……。なんとなくそう思ったんだが、なら俺の気のせいか……」

「世の中には誤ご解かいや錯さつ覚かくが多いのさ。気にすることはないよ。まずはそう、事実。事実のみを積つみ重ねていくことだよ、大切なのは」

「なんだか今日のおまえ、探たん偵ていのようだな」

「まあね」

　百川が感心すると、奈生はしたり顔でうなずいた。

　しかし、この時、百川は──。

　ある重大な、まあまあ深しん刻こくなことに、早くも気づきかけていた。

「なあ、奈生……」

「ん？」

「俺ら、なんの話をしたかったんだっけ？」

「さあ」
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　二人は、気を取り直して彩と芹也がいた部屋の前に来た。ドアは芹也の力で固く閉ざされていて、開けることはできない。

「とにかく──。すべてはここからはじまっているんだ──」

「言っておくけど百川、ドアを壊こわしちゃダメだからね。俺たちは、ここのコミュニティに害を加えることは絶対にしない。だから安全でいられるし、食べ物を買うことも宿やどに泊とまることもできる。わかるよね？」

　百川の力でドアごと壁かべごと破は壊かいしてしまえば中には入れるが……そんなことをすれば地ち域いきを敵に回す。

　さすがの百川も、それがあまりに無む策さくであることは理解していた。

「わかってるよ」

「ならいいけど」

　奈生はほっと胸を撫なで下ろして、

「それに、言うでしょ。事件は現場じゃなくて、会議室で起きているって」

「なんだそりゃ？」

「んー。俺にも微び妙みようだけど……。どっかできいたことない？」

「あるような気はするが……。意味がわからん」

「つまり、こういうことだよ。事件は、この部屋の中ではなくて、もっと別の──言うなれば異い世せ界かいで起きている──」

「異世界!?」

「そうか、わかったぞ。蛾と蝶ちようってさ、活動時間のちがいで区別できるんじゃないかな。夜に活動するのが蛾で、昼に活動するのが蝶」

「……蛾と蝶のちがいは、止まった時の羽の形だろ。べたっと広げるのが蛾で、きちんと立てて重ねるのが蝶」

「ううん。蝶だって体温を上げたい時はべたっと広げて止まるんだよ」

「へー。そうなのか？」

「うん。全部の蝶がってわけじゃないけど、一部の蝶はそうだよ。あれかな、綺き麗れいなのが蝶で地じ味みで不ぶ気き味みなのが蛾……」

「それはあるかもな。ただよ、それはやっぱり、俺たちが蛾の気持ちをわかっていないだけでやつらにとってはあの目玉みたいな模様が魅み力りよくなのかもしんねぇぜ？　要は視し点てんの問題ということにならないか？」

「って百川、今は視点の問題についてを考えているんじゃないよ。そんなことは小説家の問題さ」

「あ、悪い」

　なぜか百川は謝あやまった。

「今はそう──。異世界のことが問題なんだよ──」




　その頃、芹也と彩は並ならんで町を歩いていた。土くれの道路の左右には、崩くずれかけたコンクリートの建物が並ぶ。昼間だが人通りは少なく、町に活かつ気きはない。道路の果はてには不毛の荒こう野やが広がっていた。

「なあ、彩、俺は思うんだが」

「なに？」

　彩の背中には、いつものように翼を隠かくすリュックがある。

「百川のやつ、放っておいて大だい丈じよう夫ぶかな……」

「いいよ、あんなやつ。奈生だってついているし、いきなり宿を壊して大おお暴あばれなんてことはしないでしょ」

「いや、しかし、その奈生が問題のような気もなあ。百川、君と俺のことを勘かん繰ぐるあまり思し考こう停てい止ししているだろうし、奈生は絶対に──遊んでいる気がする……」

「百川、ヤキモチ焼いてるのかな？」

　彩が楽しそうに言った。

「たぶんね」

　なんとなく複ふく雑ざつな気持ちで、芹也は苦く笑しようする。

　誰だれが道どう化けかといえば、わかっていつつも彩の可愛かわいい横顔にちょっとドキドキしてしまう自分だろう、きっと。

　天使は美しい。星の光を集めたように輝かがやく銀ぎん髪ぱつと、宝石のような瞳ひとみ。白く滑なめらかな肌はだは日焼けすることもシミで汚れることもない。体格は総そうじて細身だが均きん整せいが取れていて、その特とく徴ちようは顔立ちも同じである。

　隙すきのない美を有した存そん在ざい──それが人間に認にん識しきされた天使。

　彩は、そんな天使の中から見れば、まだちょっと幼おさなさの残る子供だ。純じゆん粋すいに美という意味で捉とらえれば、凜りんと澄すました時の奈生の美び貌ぼうには及およばない。ただ、なんていうか、彩には自然に人を惹ひきつける陽ひ射ざしのような魅み力りよくがあった。彼女に微笑ほほえまれると、じんと暖あたたかさが胸にまで届くような印象を覚える。

「どうしたの、芹也？」

「あ、いや。えーと、店だよな、俺たちは店を探している、と」

　不ぶ躾しつけに彩を見つめていた自分に気づき、芹也はあわてて視線を逸そらす。

　彩はキョトンとしていたが、くすりと笑って、

「へんな芹也」

「あはは」

　芹也は笑って誤ご魔ま化かした。

「……でも、百川がヤキモチかあ。ねえ、芹也、もっとからかってやろうか？」

「いや、それはやめておいた方が」

「そうか……。あたしたち、本気だもんね……」

　深しん刻こくなふりをしているが、もはや彩は遊びに入っている。

「あ、ここだ」

　気の重いまま芹也は目的の店を見つけた。

　さっさと買い物を済すませて宿に戻れば、封印した部屋のドアの前で百川と奈生が腕うで組ぐみして立っている。

　二人に気づいた奈生が、自じ慢まんの三つ編みを揺らして振り向いた。

「あ、芹也、彩、お帰り～」

「ただいま。って、おまえら、なにやってるんだ？」

「なにって──。えーとね……。今は、異世界エス・タリア・ザーヴィアの社会制度についての検けん討とうをね──」

「ちがう！」

　乱らん暴ぼうに奈生の頭を叩たたいて、百川が怒ど鳴なった。

「思い出した！　俺は唐とう突とつに思い出した！　──彩！」

「なによ」

　彩は仏ぶつ頂ちよう面づらだ。百川に見み据すえられて、またも両手を背中に回した。まるで、なにかを隠かくすような仕し草ぐさで、実じつ際さい、茶色の紙かみ袋ぶくろを持っていた。

「……なんだよ、それ」

　百川がたずねても、

「いいでしょ、なんだって。これは、あたしと芹也の大切なものなんだから」

「誤ご解かいするなよ、百川。俺たちはだな──」

「百川、もうちょっと正直になったら？　百川ってば、あたしのことが大好きで仕方なくてヤキモチなんでしょ」

　彩がにやついて言う。

「はぁ!?」

「ほーら、素す直なおに言ったらあたしも考えてあげるよ？　『君のことが大好きなのでどうかキスさせてください』ってね」

「…………」

「あ、『君の美しい翼に少しだけ触さわらせてください』かな」

「…………」

「まあ、あたしたちは夫ふう婦ふだから、あたしとしても百川が頭を下げるなら、ここは本当に特別なんだけど──」

「ふざけるな！」

「あーそう。そーですかー。なら、教えてあげない」

「けっ」

　百川はそっぽを向いた。

「ねー、芹也。これから二人で、愛の結けつ晶しようを作るんだもんねー」

　彩はにっこりと芹也に微笑みかけた。

「愛の結晶……。子供？」

　と、奈生。

「うん」

　あっさりと彩がうなずくものだから。

　パリン──百川の顔面に罅ひびが入って、割れた。ような気が奈生にはした。

「じゃねー。行こ、芹也」

「あ、ああ……」

　彩は、芹也を促うながして部屋に入ってしまい。

　ばたん。

　内側からドアを閉しめた。
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　そうして、また会話だけがきこえる状態となった。




『さー、子作り再開しようか、芹也』

『あ、ああ……』

『じゃあ、あたしが脱ぬがせるね。果たしてどうなってるかなあ……。わあ、やった。むくむく膨ふくらんでるね、芹也』

『触ってみて、彩』

『うん……。ねえ、芹也も触ってみて』

　沈ちん黙もく。

『──どう？　指、ぬっぽり入ったけど……抜いていい？』

『ああ、抜いて』

『うん……。どう？』

『いい感じだね。合格、かな』




「さ、百川。俺たちは部屋でのんびり待ってようか」

「なにをだよ」

「だから、二人の子作りが──っと」

　百川のフックが容よう赦しやなく顔面に襲おそいかかってきて、さすがに食らうと死ねそうなので奈生は身み軽がるに避よけた。

「……奈生、よくかわしたな」

「まあね。でも百川、そういうのは八つ当たりというんだよ？　二つ名を持つ大人のすることじゃないなあ」

「──テメェ、死にたいらしいなあ」

　手の骨をボキボキと鳴らし、百川が奈生に敵てき意いを向ける。

「だからなんで俺？」

「理由はない」

「あるくせに。ホント百川ってば、実は彩のことが大好きで──っとと」

「死ね！　マジで死ねテメェ！」

「うわわっ。勘かん弁べん勘弁っ」

「……そうだ」

「ん？」

「俺様は名案を思いついてしまった。……奈生、ちょっと来い」

　百川に耳打ちされた奈生は、

「えー」

　と、悲鳴に近い声を上げたが、結局、今の百川に逆さからうのも恐おそろしい気がしたので仕方なく言うことをきいた。

　で……。

　百川が下から勝手に持ってきた衣い装しように身を包つつんで、

　トントン

「給きゆう仕じでございます～」

　と、声こわ色いろをつかってみたのだが、もちろん相手にはされなかった。




『いやーんっ』

『彩、力を入れすぎだよ。ほら──こうして──もっと優やさしく』

『優しく回すの？』

『回すのは、そこそこしっかりとね。優しく握にぎって』




「ふう」

　ロングスカートの給仕衣い装しようを着て、白いカチューシャまで頭につけた奈生は、肩を落として吐息をついた。

「失敗か──」

　腕組みして百川はうなった。

「……だいたい、ドアの向こうには声しか届かないんだからさあ」

「なら今度はアレだ」

「アレ？」

「Ｄ作戦」

「どんなのなの？」

「それを今から考えるんだよ！」

「百川……。もしかして本気で考えてる？」

「んだよ」

「いや、別に……。たしかに、だんだん甘い匂においがしてきたな～とか、さ」

「いいんだよそんなことは！　問題なのはこのドアだドア！」

　百川はドアを乱らん暴ぼうに蹴け飛とばす。

　しかし、芹也の力で守られたドアは、蹴られても薄うすいグリーンの光を放つだけでびくともしない。




『じゃあ、彩……。いよいよ、本番いこうか』

『入れるん、だよね？』

『ああ』

『うん……。わかった……。初めてだから、緊きん張ちようするな……』




　いったん部屋に戻り、そそくさと元の服に着き替がえてきた奈生は、早さつ速そく、百川に前向きな提てい案あんをした。

「えーと、百川くん。とりあえず、第二回情報整理いこうか」

「…………」

「まずっ！」

　奈生はできるだけ元気な声で、

「彩と芹也は、この部屋で隠れてなにかをしている、と」

「おまえが口にできないようなことを、だろ？」

「……えー。第二に、なにやら甘い匂いがドアごしに伝わっている、と」

「フェロモンなんだろ？　おい？」

「…………えー」

　奈生は追いつめられていった。

「と」

　百川から目を逸そらして、それだけでは足りないので体も顔も逸そらして、

「第三に、愛の結けつ晶しようというキーワードですが、これは、なにかを愛情込めて作っているということを示すわけで」

「奈生よ──。ついにＤの意味が決まったぜ」

「どんな？」

「Ｄｅｓｔｒｏｙ──破は壊かいだ」

「も、百川、それはダメだってば～」

　奈生はうしろから抱だきついて百川を止めようと努力する。

「さらば、名も知らない小さな町……。もう二度と来ることはないが、俺はこの町での一時をきっと忘れない」

　百川は、遠い目で間近なドアを見つめた。

　見る内、百川の腕が燐りん粉ぷんのような白はく透とう色しよくの光に包まれていった。




『ふう、できたー』

『よし、じゃあ、急いで下に持って行こうか』




　カチャリ、と、彩がドアを開けた。彩はトレイを持っていた。トレイには、形成された生地が規き則そく正しく載っていた。

　それがなんなのか、奈生はとっくに気づいていた。

　百川は、本気で彩のしていることに気づいていなかったらしく。しかも愛故ゆえか、まるで前を見ておらず。

「うおおおおおおおおっ！」

「え!?」

　彩がまばたきして、うなり迫せまる〝純じゆん粋すいなる力の結晶〟の拳こぶしを見た。

「う──。おっ──」

　ドアを打ち破やぶるために思いきり踏ふみ込んでいた百川は、全身に乗せた加か速そくを止めることができなかった。

「きゃあ！」「っとお！」

　なんとか拳の軌き道どうは逸そらしたものの、彩と激げき突とつ。二人は部屋を突つっきり、窓まど側ぎわの壁かべを破は壊かいして空中に躍おどり出た。とっさに百川が抱きしめて庇かばったようだ。どうやら彩は無む傷きずの様子で奈生はほっと胸を撫なで下ろした。

「……おまえら、阿あ呆ほうか」

　芹也は呆ぼう然ぜんとしている。

　彩が手に持っていた金きん属ぞくのトレイは、むなしく宙ちゆうを舞まった後、ガシャンと音を立てて部屋の中に落ちた。

　乗っていた生地たちは、床ゆかにぺしゃりと潰つぶれていた。
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　……バチバチと音を立てて、焚たき火が燃もえる。

　薄うすい雲の流れる澄すんだ夜空の下だ。

「本当におまえらと来たら、冗じよう談だんなら最後まで冗談で済すませろ」

　土くれの上で揺ゆらめく赤い炎ほのおを見つめながら、芹也はぼやく。

「バカだよねえ」

　彩はしゃがみ、小枝で薪まきをいじっている。

「おまえ〝ら〟じゃなくて、おまえ、だよ。俺は少なくとも無実だもんね」

　と、奈生。

　草むらの上に仰あお向むけに寝ね転ころんで、彼は雲くも間まの星を見ている。

　ここは丘おかの上。

　見み渡わたす周囲は一面の荒こう野やだが、この丘には緑が茂しげっている。草の匂においが心地ここちよく鼻び孔こうをくすぐっていた。

「なにが無実だ。百川を焚たきつけておいて」

「人聞きが悪いなあ。焚きつけてなんかいないって。俺はほら、百川も冗談でやってると思ったんだよ。だって考えてもみなよ。そんな昼間から、俺たちが側そばにいるってわかってるのに、そんなことすると思う？　ねえ、百川」

「おう。俺だって冗談だったさ」

「冗談でおまえは、宿の一室を破は壊かいしたのか？」

「あれは事じ故こだ」

「うん、事故だよねー」

　百川と奈生が気楽にうなずき合う。

「あのなあ」

　芹也は顔をしかめた。

「いいじゃねえか。素す早ばやく逃げたおかげで、こうしてみんな無む傷きずだ。銃じゆう撃げきされたわけでもないんだからよ」

　百川は焚き火の周りを歩く。と、彩の横にしゃがみ、マシュマロに似た感かん触しよくの白い翼を指でつまんだ。

「あん」

　彩は思わず色っぽい声を上げて、

「やだもう。百川、いきなり触らないでよお。くすぐったい」

「うっせー。俺は触る」

「エッチ」

「……言ってろ。あー。気持ちいいなあ」

　百川なりの独どく占せん欲よくの現あらわれか、あるいは、親しん愛あい表ひよう現げんなのだろう。芹也は微笑ほほえましく二人の様子を眺ながめた。

　彩も、言葉とは裏うら腹はらに嫌いやがった顔はしていない。

「そろそろかな」

　わずかな匂いの変化を敏びん感かんに嗅かぎ取って、奈生が言った。

「だな」

　芹也は笑って、木の枝の箸はしで炎と薪を押し分けた。中に入れておいたアルミホイルの包みを器用に取り出し、みんなの前にそれぞれひとつずつ並べる。なんとも香こうばしい匂いが鼻び孔こうをくすぐって、百川は歓かん声せいを上げた。

「じゃ、食べるか」

　芹也の号令に従って、

「いただきまーす」

　手をあわせて、一行はアルミの包みを開けた。

　と、彩だけは包みを手に取らず、大きな目で興きよう味み深ぶかく百川のことを見つめた。

　百川はできたてほやほやのクリームパンをぱくりと口に入れて、

　もぐもぐもぐ……。

「まあまあ」

　しばらく食べてから、ぽつりと一言。

「よかった」

　彩は、顎あごを両手で支えながら嬉うれしそうに言った。

「百川、最近、クリームパンを食べてないってぼやいてたでしょ。だからあたし、芹也に頼たのんで作り方を教えてもらったの。生地から作ったんだよ？　水に砂糖と塩を入れてよく溶とかして、粉こなを入れて卵を入れて。がんばって捏こねて、それから発はつ酵こうを待って。クリームも自分で作ったんだから」

　その課か程ていを百川と奈生は、いろいろと愉ゆ快かいに勘かん違ちがいしたわけである。

「──ねえ、おいしい？」

「まあまあ」

「百川、喜んでくれてるよね」

「……」

　百川は返事をせず、無表情でクリームパンを食べた。

「あたしも作った甲か斐いがあったよ」

　彩はうんうんとうなずく。

「ホントにな──。あとはオーブンに入れればきちんと完成したものを」

　尚なおも芹也はぼやいたが、

「でも、焚き火でパンを作るのも、けっこう風ふう流りゆうでいいよねえ」

「まあな」

　──奈生の意見については認めた。

　緑の丘で食べる焼きたてパンは、部分的に生なま焼やけで、部分的に焦こげすぎで。

　正直、味としては微び妙みようだ。

　クリームパンにうるさい百川が絶ぜつ賛さんするにはかなり遠い。むしろ、まずい！　と現物を投げ捨てる側に近い。

　しかし、星空と焚き火と、彩の愛情が加われば及きゆう第だい点てんなのだろう。

　とりあえず百川に文もん句くを言う様子はなかった。

　かわりにまあ……うまいとも彼は言わないが。

　ちなみにパンは芹也がトレイに載せていた分である。急いで町から逃げながらもトレイごと持ってきたのだ。

　と。

　最後にアルミホイルの包みを開け、パンをひとかじりした彩が、

「まずっ。なにこれぇ」

　顔をしかめて言った。

　せっかくの雰ふん囲い気きぶち壊こわしである。

「テメェが言うな！」

　途と端たん、現実に引き戻された百川が突っ込みを入れ、わいわいキャーキャーと耳にうるさい口こう論ろんがはじまった。

「おまえらなあ」

　芹也は、顔をしかめつつも理解していた。口論も二人の愛情表現なのだ。

「ごちそうさま」

　クリームパンを食べ終えた奈生が、素そ知しらぬ顔で寝ね転ころぶ。のんびりまったりと視線を天空に向けて、

「うん──。綺き麗れいな夜空だね」

　騒さわぎには、我われ関かんせず。旅の夜を満まん喫きつするのであった。







　第六話　黒い楔くさび
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「検けん問もんだっつってんだろーがこのクソ天使がよ！　こっち向けコラ！　ここはな、俺らが管かん理りする島なんだよ！」

「おい──。俺おれ様さまの肩に馴なれ馴れしく触さわるんじゃねぇよ」

「なんだと！　──あ」

「んだよ？」

「お、おおおまえは……すて……」

「はぁ？」

「あ……いや、いえ……」

「──で。俺様になにか用か？」

「い、いえっ……。なにも……」

「検問はＯＫなんだよなァ？」

「は、はい。もちろんです……。おい行くぞ……！」

　まるでゴロツキのように保ほ安あん隊たいは逃にげて行き、一行は港みなとに降りた。

「大だい丈じよう夫ぶ……なのかな……。なんか、気のせいか、百もも川かわのこと知ってる感じだったような気もするけど……」

「気にするな。雑ざ魚こだぜ、雑魚」

　いきなりのトラブルに彩さいはちょっとだけ心配したが、所しよ詮せん、百川に睨にらまれて逃にげて行く程てい度どの連中だ。こちらからトラブルを起こさなければ向こうから来ることはないだろうと踏ふみ、芹せり也やは一時滞たい在ざいを決めた。

　それは──。

　南米から香港ホンコンへと向かう途と中ちゆう──船旅の後半で立ち寄った東南アジアの緑豊ゆたかな島での出来事だった。

　で、早さつ速そく、白しら壁かべのだだっ広い大たい衆しゆう食しよく堂どうに入って昼食を取る。

「ねえ、奈な生お。そこの塩とってー」

「はい、どうぞ。──って百川！　人のお皿さらの肉を食べないでよお！」

「うるせえ！　一いつ瞬しゆんの隙すきを見せたおまえが悪い！」

「はい、奈生」

「ありがとっ」

「彩、テメェ！　俺の皿からどうして肉を奪うばう!?」

「ん？　一瞬の隙を見せた方が悪いんでしょ？」

「……おまえら、静かに食え。目立つな」

　と、そこに──、

「よう」

　馴れ馴れしい挨あい拶さつの声と共に、一人の男が同じテーブルについた。

　男は、ビールが注がれたばかりのジョッキをテーブルに置くと、そのジョッキを少し持ち上げ、またどんと置き直して、無ぶ精しよう髭ひげの生えた強面こわもてでニヤリと一行に笑いかけた。年ねん齢れいは三〇代前半、白人だ。

　島に住む機き械かい工こうだろうか。日焼けした筋きん肉にく質しつの体たい軀くは、黒い油の染しみついたエプロンと半はん袖そでシャツに包まれている。下半身はデニムのズボン。

　どう見ても旅の途と中ちゆうの人間や警けい官かん・兵士ではないが、腕うでに刻きざまれた傷きず跡あとは刃やいばによるものだと彩は直感した。

　……一体、なんのつもりだろう。

　彩は訝いぶかしむ。

　昼だが、食堂には空あいているテーブルがいくつもあった。混んでいるから仕し方かたなく男は同席したわけではない。

「よう」

　男が繰くり返して言う。彼の視線は、百川から芹也、奈生へと移る。

　百川は男を無む視しして乱らん暴ぼうなフォーク遣いで肉を食べる。仲間たち──三み輪わ芹也と有あり本もと奈生も男などいないかのように平へい然ぜんとしている。だから彩も、ちらちらと視し線せんで男を気にしつつ、うつむいて食事をつづけた。

「なんだよ、つれねぇな」

　男はわざとらしく息をつくと、

「へえ」

　と、百川たちから視線を変え、今度は興きよう味み深ぶかそうに彩を見た。

「君、可愛かわいいね、年はいくつ？」

「……」

「緋ひ色いろ髪がみの天使っていうのも珍めずらしいねえ。天てん然ねんなの？」

「…………」

「俺、天使でも可愛い女の子ならぜんぜんＯＫなんだぜ？　なあ、こんな無ぶ愛あい想そうな連中なんぞとはここで別れて、俺と暮くらさねぇか？」

「…………」

　彩は頑がん張ばって無視を努つとめたが、

「綺き麗れいな髪だねえ、ホント。絹きぬ糸いと──いや、宝石のようだ」

　と、男が不ぶ躾しつけに油じみた太い指で髪を触さわろうとしてくるので、とうとうキッと眉まゆを吊つり上げて怒りをぶつけた。

「ちょっと！　どうして妻が貞てい操そうのピンチなのに助けてくれないわけ!?」

　百川に、である。

　百川は、食べかけの肉をよく嚙かんでから飲み込むと、

「知るか」

　と、冷たい一言を吐はいた。

「おいおい、君のダーリンは薄はく情じような男だねえ。あれか、ちょっと天使の恵めぐまれた美び貌ぼうがあるからって、無条件で君のような美女を側そばに置いておけると勘かん違ちがいしているんじゃないのかなあ？　なあ彼女、もう愛想つかせよ」

「…………」

　あっけなく男に髪を触られ。彩は頰ほおを膨ふくらませて百川を睨にらんだ。

　男は恍こう惚こつの声で、

「あー最高だ。なんて滑なめらかな髪だ。俺はもう、これだけでイっちまいそうだぜ」

「イっちまえ、あの世にな」

「おっと」

　百川が投げつけた骨を、男はさっと腕を引くことでかわす。

「百川」

　彩が目を輝かがやかせて嬉うれしそうに声を上げた。

「なんだ、やる気になったのか、ダーリン」

　男がからかい半分で言う。ただ、その目には、やるならやってやるという危き険けんな色が充みち満みちた。

「……本気で死にてぇらしいな。殺すぜ、マジで」

「おもしれぇ」

「ちょ、ちょっと百川……！　なにも殺すとか言わなくても──」

「うるせぇ。黙だまってろ、彩」

「お美しい天使さん、今、俺が君を解放してやるぜ」

　この人間の男は、天使の怖こわさを知らないのか。ジョッキのビールを飲み干ほすと、椅い子すを引いて立ち上がった。しかも相手は、〈捨て去りし者〉百川康やす貴たか。軍隊とも一人で戦ってのける最さい凶きようの天使だ。

　彩は奈生と芹也に視線で助けを求めたが、二人はそしらぬ顔で吞のん気きにジャガイモの炒いため物を食べている。

「この炒め物、いい味付けしてあるねー、芹也」

「そうだな……なんの調ちよう味み料りようを使っているのか、ちょっと気になるな……」

　と、この様子である。

　とうとう百川が立ち上がって、テーブルの脇わきで男と対たい峙じする。二人は身み構がまえ、拳こぶしを繰くり出した。

「ダメ！」

　彩は止めようとしたが、間に合わなかった。

　それよりも早く、拳と拳を緩ゆるやかにぶつけ合った二人が、

「──久しぶりだな、百川」

「テメェ、まだ生きてたのか、アボガド」

　と、微笑ほほえみを交わす。緊きん迫ぱく感かんは、霧きりより容易たやすくどこかに消えた……。

「え？」

　彩にはわけがわからない。

「通つう称しようアボガド。本名不明。俺たちと何度も仕事をしてきた人間のなんでも屋さ。女おんな癖ぐせは相変わらずなんだね」

　奈生がそっけなく言った。

「おまえは相変わらず絶世の美しさだな、奈生。男というのは実に惜おしい話だ」

「どーも」

「──で、芹也が相変わらず引いん率そつ屋やさんか？」

「さあな。しかしまさか、こんなところで会うとは思っていなかったよ」

「偶ぐう然ぜんっつーか皮肉っつーか、だな」

　男──アボガドは、奈生とも芹也とも親したしげに言葉を交わす。

「……もう」

　彩は力なく椅子に戻った。リュックに隠かくした翼つばさは、さっきまで逆さか立だっていたが、すっかりしなだれた。

　アボガドと百川も、それぞれ席についた。

「にしてもよ。きいたぜ、おまえら。神しん聖せい連れん邦ぽう軍ぐんに襲しゆう撃げきかけたんだってな。凶きよう暴ぼうもここに極きわまれりだな。無む茶ちやっつーかよ」

「テメェこそ、なんでも屋は引いん退たいして今は鍛か冶じ屋やか？」

「なんでも屋はなんでも屋さ。ただし、機き械かい修しゆう理りのなんでも屋。まあ、昔むかし取った杵きね柄づかが生きているわけだ」

「ふーん」と、奈生は、「でも、俺たちの噂うわさって流れてるんだねー」

「安心しろ、ちらりと風の噂程てい度どさ」

「しかし、あんたが引退しているとは意外だな。あんたは、死ぬまでなんでも屋かと俺は思っていたが」

　芹也がそう言うと、アボガドはビールを追加注文してから、

「……俺もそのつもりだったが、いろいろと都合ってもんがあってな」

「じゃあ、あの事件が最後の仕事だったのか？」

　百川がたずねる。

「ああ。あの件が終わって俺は香港を出た。で、今はこの島で生きているわけだ」

「そうか──」

　芹也が沈ちん痛つうなおももちでつぶやいた。

「……どういうこと？」

　事情のわからない彩が、隣となりに座っていた奈生を肘ひじでつついた。

「えーとね。彩と百川が出会う半年くらい前かな。俺たち、彼と組んで仕事をしたことがあってね。管かん理り団だんとマフィアの取引を邪じや魔まして金を奪うばおうって話だったんだけど、彼の相あい棒ぼうが俺たちを裏うら切ぎってねえ。あはは」

「あんときゃ、マジで焦あせったよな。合流地点に逃げてみりゃ、待っていたのは重じゆう武ぶ装そうした管理団陸りく兵へいどもだ」

　まるで楽しい思い出のように百川が笑う。

「まあ、言ってやるな。あいつだって、いろいろあったのさ。もっとも、俺はともかくおまえらには迷めい惑わくをかけたと思ってるが。ただ、あいつは死んで俺らは生き延のびた、その事実で勘かん弁べんしてやってくれや」

「もう、アボガドさんっ！」

　そこに、注文のビールを持ってきたウェイトレスの女性がやってきた。年ねん齢れいは二〇を少し過すぎたくらいだろうか。大人おとなびた雰ふん囲い気きと少女っぽさが、すっきり整ととのった顔立ちの中に混こん在ざいする、瑞みず々みずしい褐かつ色しよく肌はだの美女だ。黒くろ髪かみはうなじのあたりで縛しばってまとめ、細いひと束たばにして背中に流している。

「よう、パール。さっきいなかったが休きゆう憩けいでもしてたのか」

　アボガドが気さくに手を振ると、

「保安隊長のゲリル様がなにかの極ごく秘ひ調ちよう査さとかでいらしたので裏うら口ぐちで応対していただけです。そんなことより、また仕事をさぼってビールですか？　しかもお客さんにちょっかいをかけるなんて。──本当に申し訳ありませんでした。この不良中年は、すぐに他ほかのテーブルに移動させてお説せつ教きようしておきますので」

「おいおい、こいつらは俺の古いツレだって」

「天使が……ですか？」

「そうだよ」

　女性は思いきり疑うたがう顔をしたが、百川たちが反はん論ろんしないのを見て、

「はい、冷たいお茶です」

　と、ジョッキを置き、すたすたと歩き去って行った。

「ゲリルか。これも偶ぐう然ぜんか、おい？」

　腕組みした百川が愉ゆ快かいげに言った。

「偶然だ」

　アボガドは肩をすくめて、

「あのクソチンピラ野や郎ろうは、なんだかんだで取り入って、今や管理団が認みとめたこの島の保安隊長様だ」

「あははは！　おい、マジかよそれ！　笑える、激げき笑えるぜ！」

　百川がテーブルをバンバンバンと三回叩たたいた。

「なるほどな」芹也は言う。「この島は、管理団の支配が伸びていない平和で落ち着いた場所だと思っていたが……。寄き生せい虫ちゆうが住み着いたわけか」

「ねえ……誰なの、ゲリルって？」

「これもまた俺たちの古い知り合い」奈生が答える。「友達ではないけどね」

「それより、さっきの彼女は……」

　芹也が振ふり向いて、ぷりぷりと立ち去ったウェイトレスを見やる。

「おまえの女か？」

　百川がアボガドをからかう。

「そんなわけがあるか」

　アボガドはジョッキを手に取り、一口だけお茶を飲んだ。

　そうして、

「昔話はもういいだろ──。本題に入るぜ、百川」

「んだよ」

「明日の夜明け時でいいか？　場所は、おまえらが入った港の脇わきに、断だん崖がいに囲かこまれた目立たない砂すな浜はまがあるからそこでいいだろ」

「──おい、いつからテメェは男にも手を出すようになったよ」

「おまえを殺せば大金が入る。──そういうことだ」

「死ぬぜ？」

「ああ、おまえがな」




　　　　２




　一枚の連れん邦ぽう紙し幣へいをテーブルに置いてアボガドが食堂から出て行った後、彩は困こん惑わくを隠かくせない声でたずねた。

「……ねえ、百川。一体、どういうこと？」

「決けつ闘とうさ。やつも現役を引退して、余よ生せいを暮くらす金がほしくなったんだろ。俺の首にはそれくらいの賞しよう金きんはかかってるさ」

　百川はぶっきらぼうに答える。

「でも、決闘なんて……」

「俺ら全員を相手にするより、俺一人相手の方がまだ勝しよう率りつはあるだろ」

「そういう問題じゃなくて──」

「百川が負けるなんてあり得えないし、いいんじゃないの？　やりたいって言うなら義ぎ理りとして受けて立ってあげれば」

「奈生」

「まあ、俺は興味ないし。釣つりでもしてくるよ」

「奈生っ！」

　彩の非ひ難なんなど痛くも痒かゆくもない様子で、奈生は店を出て行く。

「百川、やめなよ」

「俺はやるぜ。向こうがやりてえっつーんだ。俺が逃げる理由はどこにもねぇ」

「芹也……」

「俺は知らん。好きにしろ」

　芹也も店を出て行ってしまった。

　取り残された彩は、尚なおも百川に決闘をやめるように言おうとしたが、口を開くより先に百川に制せいせられた。

「彩、男同士のことにな、女がウダウダ言うんじゃねぇよ」

「……百川」

「俺は船に戻もどって寝ねるぜ」

「…………」

　ズボンのポケットに手を突っ込んで離はなれていく背中を、彩は無言で見つめた。声をかけて止めなければと思っても、声が出ない。なにを言えばいいのか、どうすれば止められるのかがわからなかった。

　しばらくして彩は食堂を出た。左右の道路を見てから空を見上げ、地面を蹴けった。

　空から奈生と芹也の姿を探さがす。

　とにかく二人を探して、相談しようと思う。

　少なくとも、二人の考えが知りたかった。だって、あのアボガドという男は三人の古い友人なのだ──。いくら決闘を申し込まれたからといって、あっさり受けるなんて彩には信じられなかった。

　アボガドは人間……奈生の言う通り、正面から戦って百川に勝てるはずはない。

　芹也と奈生は、つまり、百川が友人を殺すことを認めたのか。

　決闘を避さける方法はあるというのに……。

　彩はもう、さっさとこの島を出てしまいたかった。

　すでに燃ねん料りよう補ほ給きゆうは終わった。このまま海に出れば、あとはノンストップで目的地の香港まで行けるのだ。

　探しても、海岸に奈生の姿はなく、町に芹也の姿は見えない。

　船に戻ればリビングのソファーに百川が寝転んでいたが、声をかけるのはなんとなくはばかられた。

　百川は……自分の言葉などきいてくれないだろう……。

　それは、わかる。

「百川……？　ねえ……」

　それでも頑がん張ばって彩は声をかけ、肩を揺ゆさぶってみたが、声が小さすぎたのか百川は目め覚ざめなかった。

　彩は、船のデッキから空に舞まい戻もどった。

　そうだ、と思う。

　町に戻った彩は、天使とは関わりたがらない島の住民からなんとか話をきき、夕方近くになって一いつ軒けんの家にたどり着いた。

　ドアをノックするが返事はない。

　と、家に隣りん接せつしたトタン屋根の小さな工場からなにか甲かん高だかい声がきこえた。

　行ってみれば、そこには管理団の警官服を着た男がいた。彩は咄とつ嗟さに、壊こわれたトラックの陰かげに隠かくれた。

「そうかそうか、やはり〈捨て去りし者〉だったか。クヒヒヒ。俺様の支配する島に来るとはあいつも運が悪い」

「怖こわくて挨あい拶さつにも行けないやつが、なにを偉えらそうに言ってやがる」

「なんだとこの犬が！」

　警官服を着た男は、冷れい蔵ぞう庫この背面をいじっていたアボガドの肩を警けい棒ぼうで叩たたくと、クヒヒヒヒヒヒヒと笑って、

「俺様はナァ、エレェんだよ。この島の治安を担になう管理団公こう認にんの保安隊長様よ？　まさかおまえはその俺様に逆さからう気なんじゃないだろうなあ」

　仕事の手を止めたアボガドが、ゆっくりと男に向き合う。男は明らかに怖おじ気けづいた様子で後ずさりしたが、

「わかっている」

　と、アボガドが言ったのをきいて、怒りも顕あらわにまなじりを吊り上げた。再ふたたび警棒でアボガドを殴なぐるが、アボガドはぴくりともしない。

「クッ……。おい、やれっ！」

　男は、背後にいた三人の大おお柄がらな部下にアボガドを殴らせた。

　アボガドが地面に倒たおれる。男はそれでも暴ぼう行こうを加えさせ、身を丸めたアボガドが動かなくなってから、

「そうそう。おまえはそうやって大人おとなしく俺様の下にいればいいのよ。でないと、あの裏切り者の妹もこの島には住めなくなっちまうからねえ。おまえが俺に手を出せば、その瞬しゆん間かんにあの女も犯はん罪ざい者しやだ」

　と、アボガドの頭に靴くつを乗せてクヒヒヒと甲高く笑った。

　耳に残る嫌いやな笑いだった。

　アボガドは、男の靴を簡かん単たんに払はらい、身を起こす。

「言っておくが、やつは強いぜ？」

「おい。あれを出せ」

　男は部下から受け取った掌に乗るサイズの箱を開けると、入っていたものを地面に落とした。

「これを拾って使え。光こう彩さい素そ子し弾だんだ」

「…………」

　その虹にじ色いろに輝かがやくクリスタルのような薬やつ莢きようを彩は知っている。天使の力を奪うばう恐おそるべき魔ま道どう弾だんだ。しかし製せい造ぞうは極きわめて難むずかしく、高価であり、一発単位で国家に管理されていて辺へん境きようの警官が持てる品ではない。

「──こんなものをどこで手に入れた、ゲリル」

「クヒヒヒ。例の裏切り者くんの死体からさ。やつも本当は、これであの凶きよう悪あくな天使野郎を殺す予定だったんだろうねえ」

「ゲスが……」

「あー俺様はゲスさ。だから、女でも病人でもなんでも使えるものは使うぜ」

「…………」

「あいつもまさか、おまえがこれを持っているとは思うまい？　不ふ意い打うちでぶち込んでやれば行動の自由は奪うばえる」

「勝てば、もう二度とパールには関わらないと誓ちかうな？」

「ああ、誓う誓う。クヒヒヒヒ」

　まったく信用できない軽けい薄はくな笑いでゲリルという男は答えた。

　部下を引き連れて、ゲリルが帰って行く。その姿が消えてからアボガドは足元の光彩素子弾を拾う。

「あの……」

　彩は思いきってトラックの陰から出た。アボガドは顔を上げると、

「君は──。悪あく趣しゆ味みだな、きいていたのか」

「はい──」

「……とりあえず、家に来るか？」

　促うながされて、彩は男の家に入った。

　手作りの木の椅子に腰かけると、コップに注がれたアップルジュースを出されて彩はそれを飲んだ。

「それで、なんの用だ」

　アボガドは、彩がジュースを飲んでからたずねた。

「……決闘、するんですか？」

「ああ」

「死ぬ気……なんですか？」

「死ぬ気はねぇさ。悪いが、俺は勝つぜ」

「…………」

「ハハハッ。そんな哀かなしそうな目で俺を見るなって。──わかってるさ」

「なら、どうして──」

「話、盗ぬすみぎきしてたならわかるだろ、お嬢じようさん」

「あの男が──悪あく党とうなんですね──」

　ゲリルのことである。

「ああ。だが、あの男を殺したってなにもかわらねぇぜ。殺せば、逆にこの島の連中に迷めい惑わくがかかっちまう。あれでも管理団が認めた保安隊長だからな」

「じゃあ……。でも、アボガドさんは……誰だれかのために」

「まあ、俺が死ねば、あの娘むすめもようやく〝利用価値〟という呪じゆ縛ばくから解とかれる。女癖の悪い男もいなくなって、いろんな意味で落ち着くんじゃねぇのかな。結果としちゃ、きっとそれが最さい良りようなのさ」

　深い切り傷の残る頰ほおを指でさすりながらアボガドが軽口を叩く。

「……ダメ。絶対にダメだよそんなの！」

「おまえ──」

「考えよう！　みんなで考えよう！　百川たちだって力になってくれるよ！　だからみんなが幸せになる方法を一緒に──」

　叫さけぶ中で彩は、急に意い識しきが遠とお退のくのを感じた。

　体から力が抜けて……。

「悪いな。決闘を邪じや魔まされても困るんで、一服盛もらせてもらったぜ」

「……そんな」

「男には、死に時ってもんがあるのさ。死に時を見み極きわめられねぇ男は、惨みじめで情けなくてクダラネェだけさ。最後の相手として、あいつは相応ふさわしい。ゲリルごときに動かされるのは癪しやくだが、俺はある意味で幸せなのさ」

「ちがう……。そんなの……」

「安心しろ。君にはなにもしねぇ。朝まで、いい夢ゆめを見てくれや」
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　足元に這はった薄うすい靄もやが、穏おだやかな海の波に溶とけていく。まだ日の昇のぼらない空の下で二人の男は対たい峙じする。

「──いい場所だな、おい」

　冷たい黎れい明めいの空気を心地ここちよく肌はだに感じ、百川は砂浜を囲かこむ断崖を見上げた。

　百川はジャケットにズボン──いつもと変わらない姿だった。

「だろう？」

　小さく笑うアボガドは、腰のベルトに二丁の銃じゆうを下げ、擦すり汚よごれた黒いレザーのブルゾンを着ていた。下もレザー。百川にも馴な染じみの姿すがただった。この無精髭の男は、ここ一番の仕事の時には決まってその服を着た。

「さて。やろうか、百川」

「もう遺ゆい言ごんは書いたか？」

「必要ねぇさ。──勝つのは、俺だからな」




　彩は走っていた。まだ意識は朦もう朧ろうとしていたが、それでも必死に走った。空を飛ぶだけの集中力は発はつ揮きすることができない。すぐに息が切れて、体がキリキリ痛んだとしても自分の足で走るしかなかった。

　目覚めた時、もう夜は明けようとしていた。

　だけど、まだ日は昇っていない。

　望みは捨てていなかった。決闘の場所はわかっている。

　……絶対。

　……絶対、誰が認みとめたって、あたしは認めない。

　彩は心の中で繰くり返す。

　自分にどれだけの力があるのかはわからないが、でも、二人の決闘だけは決して許すことができない。

　だから走る。いざとなれば──百川と戦ってでも止める、と、決意して。

　彩は港みなとに入った。

　港から海沿ぞいの磯いそを抜ければ、そこに決闘の砂すな浜はまはあるはずだ。

　と──。

　一発の銃声がきこえた。瞬しゆん間かん、一いつ閃せんの光が空に昇った。

　つづけて、二発。

　彩は磯を抜け、白い砂の上に足を踏ふんだ。

「…………」

　勝負は、ついていた。

　百川が、突き上げた右の拳こぶしを引く。前のめりに倒たおれたアボガドを胸で受け止め、男の体を砂浜に寝かせる。

　百川は、ふうと息をついて自みずからの左腕を押さえた。

　百川の左腕からは血が流れていた。

　一発──食らったのだろう。

　だが、やはり、勝ったのは百川だ。アボガドは、もう動かない。

「百川……」

　彩は呆ぼう然ぜんとつぶやいていた。震ふるえる足取りで近づく。

「──来るな、彩」

「どうして──。こんなことを──」

「クヒヒヒヒ！　クーッヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒッ！　死んだか！　やはりアボガドごときでは無理か！」

　崖の上から甲高い大きな笑い声がきこえた。現れたのは、ゲリル。

「久ひさしぶりだなあ、〈捨て去りし者〉！」

「──よう」

「クヒヒヒヒ！　さすがのおまえも光彩素子弾を受けてはここまで来れまい？　これから俺様がおまえをいたぶり殺してやるから、光こう栄えいに思えよお？　おまえには昔の借りがそれはもうたっぷりとあるからなあ！」

「おい──。ゲリルよ。エラクなったもんだなあ、テメェも」

「……な、なんだとお」

「いつからテメェ、俺に〝様〟を付けられる身分になった。俺様を怒らせるなよ──これ以上な──」

「…………」

　ぎらついた狂きよう気きの眼がん光こうに晒さらされ、ゲリルは恐きよう怖ふのあまり尻しり餅もちをついた。

「こ、このガキが──」

「そのガキにびびってんじゃねえよ、オイ！」

「くそ──。あれを持ってこい！」

　部下に命じて、ゲリルは早くもとっておきの武器を持ち出す。それは、大量殺さつ戮りくを可能とする強力な重じゆう機き関かん銃じゆうだった。

「クヒヒヒ！　いくらおまえでもこれには耐たえられまい？　しかもこの崖がけには、すでに俺の部下五〇名が配はい置ち済ずみだ！　これからおまえを蜂はちの巣すにして、ついでにそこの娘も蜂の巣にして殺してやる！」

「五〇名か──すくねぇなあ……。で、その部下はみんな逃げちまったのか？」

　顔を伏ふせ、百川はあざ笑うように口元を歪ゆがめた。

「なにぃ？」

　ゲリルはあたりの崖を見み渡わたし、

「あれ……」

　と、情けない声を漏もらす。ゲリルが合図を送ったにも拘かかわらず、いつまで経たっても狙そ撃げき兵へいが姿を見せない。

「アハハハハハハハハハハッ！　アハハハハハハハハハハハハハハハッ！」

　天を仰あおぎ、百川が大声で笑った。

　それは、悪あく魔まを呼び寄せるような狂くるったような笑いだった。

「う、撃てっ！」

　ゲリルが命じる。

「あー、えーとね、それ、撃たない方がいいよ」

　ゲリルの横にいつの間にかいた奈生が緊きん迫ぱく感かんのない声で忠ちゆう告こくした。

　だが、部下はトリガーを引いた。

　次の瞬間、機関銃は根元から破は裂れつした。部下と同じように、ゲリルは崖の上を何メートルも吹ふき飛ばされた。

「い、いてぇ。体中がいてぇよお……」

　血にまみれながらどうにかゲリルが顔を持ち上げてみれば、

「よう」

　そこには、百川康貴〈捨て去りし者〉の研とぎ澄すまされた狂気の笑みがあった。

「ひぃぃ！」

　ゲリルはひっくり返って悲鳴を上げた。百川はしゃがむと、ゲリルの引きつった頰ほおをぺちぺちと手で叩たたいた。

「なあ、テメェ──。この俺様を殺すって言ったか？　おい」

「いえ……。そ、そんな滅めつ相そうもない……」

「テメェ、俺様が誰だかわかってるよな」

「はい、それはもう……」

「……でよ。俺、テメェのせいで大事な友達、ひとり殺しちまったよ。この落とし前はつけてくれるんだろうなあ？　あぁ、保安隊長様よ。なんなら、テメェの権けん限げんでこの俺を有ゆう罪ざいにしてみるか？　もっとも管理団で、今より俺に罪をかぶせることができるかどうかは知らねぇけどな、アハハハハハッ！」

「あはは。ごもっともで」

「──テメェが笑うんじゃねぇよ！」

　百川は容よう赦しやなくゲリルの頰を殴なぐり、その後で胸ぐらをつかみ、

「まあ、この島にはダチの妹が一人で暮くらしてるっていうし、テメェにはその絶対警けい備びを命令しておいてやるぜ。俺が今度来た時にその娘が傷でも負っていたら、テメェがどうなるかわかってるよな？」

「……はぃ」

「俺はよ──。知ってるだろ、残ざん忍にんだぜ？　敵は地じ獄ごくの底そこまで追いかけて、苦しめて苦しめて殺さずに、死んだ方がマシだと絶対に思わせてやるのさ」

　再び高笑する百川の顔は、それが脅おどしだと理解できる彩が見てもぞっとするほどに冷え冷えとしていた。

　ゲリルは返答をしなかった。

　百川が胸ぐらを絞しめる中で窒ちつ息そくして気き絶ぜつしてしまったのだ。

「チッ。弱いやつだぜ」

　百川はゲリルを無む造ぞう作さに放り投げた。

　ゲリルの側そばにいた部下たちは、とっくに逃げていた。管理団の支配地域において〈捨て去りし者〉はその名前だけでも恐きよう怖ふを具ぐ現げんした魔ま王おう的てきな存そん在ざいなのだ。盗とう賊ぞく崩くずれの保安官に戦う意気のあるはずはなかった。

　彩はあらためて、その事実を思い知った気がした。彼らは、二度と関わりたいと思わないだろう。

　だけど、喜べはしない。だって、砂浜にはアボガドが倒れている。

「こっちは片づいたようだな」

　と、芹也が来た。

「そっちは？」

「ちょうど今来たところだ。事情は、だいたい話してある」

「そうか」

　百川が笑う。

　彩にも、すぐに芹也の仕事内容がわかった。砂浜に現れたパール──食堂でウェイトレスをしていた女性──が、倒れていたアボガドのところに駆かけ寄よる。アボガドは、彼女に抱だきかかえられた中で目を覚まし、なにを言ったのか。彩の目には、褐かつ色しよく肌はだの彼女が酷ひどく怒っている様子が映った。

　だけど、やがて……。彼女は泣き出してしまい。

　いつの間にか、抱きしめる側と抱きしめられる側が逆ぎやくになっていた。
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　彩があらためて事じ情じようをきいたのは、そのかなり後、船で海に戻って、もう島が見えなくなってからだ。

「……ねえ、百川。一言もしゃべらないでお別れなの？」

「ん？」

「だって──」

　あれから百川たちは、もうアボガドのところには戻らなかった。

　そのまま港に行って、こうして出しゆつ港こうした。

「彼女が……裏切ったって人の妹さんなんだよね？」

　アボガドに駆け寄って最後には泣いていた、食堂でウェイトレスとして働いていた女性のことである。

「ああ」

　ソファーに足あし組ぐみして座る百川は、水を飲みながら短く認みとめた。

「アボガドさんは、彼女を守っていたの？」

　百川と彩は室内のサロンにいた。同じ部屋には奈生がいるが、彼はソファーに寝ね転ころんですやすやと寝ている。

「さあな。大おお方かた、ブラムックの野郎に〝妹を頼たのむ〟とか遺ゆい言ごんされて、バカ正直にそれを守ろうとしていたのさ。そういや、あの野郎の出身もこの辺だったしな。……ブラムックの野郎は病気でよ、あの時にはもう余よ命めいいくばくもなくて、焦あせってたんだろうな、どうしても身内に金を残したくて」

「病気って……。アリアさんみたいな……？」

　たずねて、彩は百川に肩を寄せた。二人は並んで座っている。

「そこまでは知らねぇよ。ただ、芹也の調べたところでは、ゲリルの野郎にそそのかされたことは確からしいな」

　百川は、ジャケットを脱ぬいだ黒いシャツ姿だ。

　撃うたれた傷きずは早くも目立たない。弾たまは、皮ひ膚ふを切った程てい度どだった。乱みだれた天てん使し脈みやく動どうもすでに回復していた。

「……酷ひどいね」

「いや。弱いやつは死ぬ──香港では、それだけのことさ。だからやつの件で、ゲリルの野郎を恨うらむことはできねぇよ」

「その割には、けっこう怖こわかったよ、百川」

「ここは香港じゃねぇからな。アハハハッ。で、どうだった、俺のミラン・ベルティール的笑いは？」

「あははは……」

　百川の子供っぽい笑みに、彩はなんとも答えにくい顔をした。

　だって、あの時の百川は本当に〝最凶〟に見えた。

「まあ、なんにしても、アボガドだって一流だ。芹也が準じゆん備びはしてたみたいだし、もうあの島は出てるだろうな」

「彼女も──きっと一いつ緒しよなんだよね」

「あ？　なんでだよ」

「だって、彼女、きっとアボガドさんのことが好きなんだよ」

「アハハハハハッ！　ありえねぇ！　あの女癖悪すぎ無精髭野郎のどこに惚ほれられる要よう素そがあるってんだよ！」

「でも、あの人……本当はそういう人じゃないと思うけどな……」

「そうかあ？」

「うん。きっと、彼女を幸せにしてくれると思う」

「ま、なんでもいいけどよ」

「でも百川たち、最初からわかってたの？　うしろに嫌いやなやつがいるって──」

「ああ」

「どうして？」

「あいつが最初に俺らのとこに来た時、ジョッキでテーブルを二回叩たたいただろ？　あれが俺たちの間で〝監かん視し者しやがいるから注意しろ〟って信号だったのさ」

「じゃあ、最初からわかってたんだ……」

「おう」

「ひどーい！　どうしてあたしには教えてくれないの！」

「おまえに話したら、どうせ大おお騒さわぎするだろ？」

「……かも」

　彩は惨みじめに膝ひざを胸に引き寄よせた。

「でもさ」

　と、寝転んでいた奈生が、

「彩が目立ってくれたおかげで俺と芹也は自由に動けて助かったよ。あと百川、彼女が昔からアボガドに好こう意いを持っていたことはブラムックから聞いてて知っていたくせに、なに照てれて知らないふりしているのさ」

「俺は照れてなんかねえ！」

「──奈生は、彼女のことも知っていたの？」

「会うのは初めてだったよ。でも、それが裏切った人間──ブラムックの俺たちへの遺言だったのさ。〝妹にだけは俺の裏切りは言わないでほしい。あいつは関係ないし、アボガドに惚ほれているから〟ってね。アボガドになら安心して預あずけられるってさ──彼は最後に言っていたよね、百川」

「知るか」

　照れているのだろう。百川はそっぽを向いた。

　彩は小さく笑って、それからつぶやいた。

「じゃあ、百川は……。殺す気じゃなかったんだよね、最初から──」

「悪いが、俺は殺す気だったぜ。俺に、アボガドが──一流の男が自分で決めた死に時を止める権けん利りはねぇよ」

「……でも。……あたしは許せなかった。あたしは……男の死に時なんてもの……絶対に認めないから……」

「わかってるよ。だから、殺さなかったんだろ」

「百川──」

「まあ、今回は許してやってよ、彩。ゲリルってやつは耳だけは広くてね。俺たちも油ゆ断だんはできなかったんだ。ちなみに百川くん、彩が昏こん倒とうしたって知らせた時にはそれはもう動どう揺ようしてね、面おも白しろかったよ──あいてっ！」

「なにくだらねぇこと言ってやがる……。奈生くん……？」

「あ」

　見上げれば、こめかみをぴくつかせた憤ふん怒ぬの百川がいて。

　奈生は笑顔を引きつらせた。

「テメェこの野郎！　今日こそ三つ編みを頭から引っこ抜いてやる！」

「いてててっ！　やめてよ百川！　照れ隠かくしはんたーい！　人生、もっと素す直なおになった方がいいよてててててっ」

「あはは」

　彩は笑って、二人のじゃれ合いを見つめた。

　心の中では。

　アボガドとパールの幸せを祈った。

「おまえら船内で暴あばれるな！　船を転てん覆ぷくさせる気か！」

　怒おこった芹也がサロンに乗り込んできたのは、その二分後のことであった。





了









　あとがき







　こんにちは、高瀬ユウヤです。あるいは、はじめましてっ。

　今回は、攻撃天使＋（プラス）──巻数のついた長編シリーズとは別べつ枠わくの物語をお届とどけすることができました。これもひとえにみなさまのご支し援えんのおかげです。まことに本当に感謝です。

　今回は、そんなわけで短編集です。

　短編は、全部で六話です。

　シリアスなものからギャグなものまでいろいろですが、共通のテーマは愛あい情じようです。どの作品の中でも、誰だれかの誰かに対する愛情を描えがきました。

　また、六話には、それぞれ物語を象しよう徴ちようする「色」をタイトルにつけました。

　これは、六色の物語でもあります。

　六色──

　実は、六色という言葉には少なからぬ思い入れがあったりします。

　私は、第十四回富士見ファンタジア長編小説大賞で準入選をいただいてデビューしたのですが、その時のキャッチフレーズが、

「六色の天てん然ねん素そ材ざい」

　だったのです。

　六色とは、同期にデビューした貴たか子ねさんや師走しわすさんを含ふくめた六人のことです。その時のちらしは今もきちんとしまってあります。そのちらしは、ファンタジア文庫デビューを記念する大切な宝たから物ものです……。

　というわけで、六本の短編を出すのだから六色にしよう、と。色もテーマとして物語を作りました。




　今回の六作の短編は、時じ間かん軸じくで三つに区分してあります。

　一話～三話：第一巻以前──Ｐａｓｔ（過去）。

　四話：第一巻直前──Ｊｕｓｔ　Ｂｅｆｏｒｅ。

　五話、六話：第一巻以い降こう──Ａｆｔｅｒ。

　です。

　第一巻「スーサイドホワイト」が軸になっています。彩さいと百もも川かわが出会う前か否いなかで考えていただいてＯＫです。

　各話独どく立りつしているので、どの話から読んでいただいてもよいかと思います。




　第一話「白い雪の後で」は、攻撃天使の紹しよう介かい用として『ドラゴンマガジン』に載のせられた「アフタースノウ」の改かい稿こう版ばんです。

　第二話も以前に『ドラゴンマガジン』に載せられたものです。こちらも改稿と共にタイトルを変へん更こうしました。この短編に出てくるスカイはなかなかにお気に入りなので、いつか機き会かいがあれば幸せにしてあげたい、です。

　第三話以降は書き下ろしとなります。

　第三話は奈な生おのエピソード。お姉さん？　お兄さんだよ、な話です。

　第四話は緒お原ばら辰たつ弥やと彩の親子喧げん嘩かを主に据すえつつ、〝コードＷ〟直前の東京で起きたある事件の顚てん末まつを扱あつかっています。

　第五話と第六話は、百川と芹せり也やと奈生と彩と──四人揃そろってからの旅の話です。

　今回の「＋」は、そんなような感じでまとまっております。




　なんだか、あとがきというよりは、取り扱あつかい説明書？　みたいな感じになってしまったような気もしますが……（笑）。

　またお会いできることを祈りつつ、今回はこのあたりで失礼します。

　ではでは～。




　二〇〇四年十一月


高瀬ユウヤ　　
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